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　　プロローグ







「じゃあ始めますか」

　老人ドクター・アラキの言葉である。

「所長」

　スッグルナックはアラキの隣となりでナイフを握にぎっていた。

　かといって二人でステーキハウスへ来たわけではない。

　二人は白い手術着を着込み、そしてスッグルナックの手の中のナイフは、いわゆる外科手術用のメスである。

「本当に、いいんですか？」

「何を迷まよっているんだ？」

「だって、こんな女の子ですよ」

　スッグルナックは目の前の手術台に横たわる少女を指さした。

　まだ幼く、胸の膨ふくらみすらない赤毛の少女は目を閉じ眠っている。

「この子の胸を開いて心臓に爆弾をしかけるなんて、とても僕には出来ません」

「だから君はまだまだなんだよ」

　ドクター・アラキは首を振った。

「こいつはな、別名、赤毛の死しに神がみと呼ばれる程の吸きゆう血けつ鬼きなんだよ。見かけこそ十歳程度だが実際はお前の何倍も生きているとんでもない奴やつだ」

「この子がですか？」

「こいつの存在が確認されてから今日まで約四百年、こいつと我々の戦いは続いている。これまでに殺された狩人かりうどの数は十や二十ではないぞ」

「信じられません」

「お前も捕ほ獲かく時じの映像は見たはずだぞ」

「ええ、あまりの壮そう絶ぜつさに狩人達に嫌けん悪お感かんを覚えましたよ」

「数百発の銃じゆう跡せきをわずか数秒で回復。力も並じゃない」

　ドクター・アラキは含ふくみ笑いを浮かべた。

「殺された狩人達の代わりとしては申し分ない能力だ」

　スッグルナックは少女へと目を戻すとメスを握にぎる手に力を込めた。

　外科医師としての免許は持っている。

「いきます」

　自分自身を奮ふるい立たせるようにそう言うと膨ふくらみもない少女の胸にメスを当てる。

「ゆっくりと切るんじゃぞ」

「駄だ目めです」

「どうした」

「メスを当てるんですけど」

　切れ味のよさそうなメスが少女の胸に食い込みそして移動する。しかし走る赤い筋はゆっくりと消えていってしまうのだ。

　ドクター・アラキは眠る少女に投与される無色透明の薬品のパックに目を向けた。

　通称聖せい水すいと呼ばれるこの薬品には、吸血鬼の異常なまでの回復能力を一時的に押さえる働きがある。

「この量でも足りぬか。恐おそろしい奴め」

　ドクター・アラキは薬の投与量を二倍にした。

「これで大丈夫だろう」

　スッグルナックは頷うなずくと額の汗をぬぐい再びメスを走らせる。

　筋肉の筋を裂さき鉗かん子しを当て、やがて赤い心臓が剝むき出しとなる。

　小さな心臓がぴくりぴくりと動いている。

　スッグルナックは脇わきの器具台の中央に置かれた浅いガラスの容器ヘピンセットを向けた。

　そして中央のものを摘つまみ上げる。

　小指の先程の小さな塊かたまりだ。金属の刺とげのようなものが数本突出している。この刺が心臓に食い込み、固定するのだ。

「慎しん重ちようにな」

　スッグルナックはごくりと唾つばを飲むと慎重にピンセットを心臓へ向けた。

　ぴくぴくと脈を打つ心臓へ小さな塊を近寄らせていく。

　ふとスッグルナックは五年程前、まだ自分が普通の外科医として働いていた頃ころのことを思い出した。

　北斗七星を見上げてはマーチを口ずさんでいたあの日々のことを。

　純粋に人を救うため、身を粉にして体重を減らしたあの頃。

　六回程過か労ろう死ししそうになったハードな時代だったが、充実していた。

　確かに現在の仕事も間接的には人助けなのだろう。

　人類滅めつ亡ぼうの引き金を握にぎる吸きゆう血けつ鬼きを倒すのである。

　しかし、現在の行動はひどく背はい徳とく的てきなものに思えて仕方なかった。

　たとえこの少女の実際の年齢が自分の何倍もあるといっても、今までに何人もの人間を殺してきたといっても、そこは納なつ得とく出来るものではない。

　僕はこの仕事に向いていないのかも。

　スッグルナックはふとそう思った。思えば辞やめてやる辞めてやる！　と心中宣言し続けているのに実際に辞表を提出したことはない。

　常に携けい帯たいしているのに、どうも出しそびれてしまうのだ。

「確認するんだぞ。ちゃんと六本の固こ定てい爪づめが食い込んでいるのか」

　ドクター・アラキの言葉でスッグルナックは我に返った。

　すでに小型爆弾は小さな心臓に付着している。

「もし体内で小型爆弾と心臓の接続が外はずれたならば、吸血鬼の肉体は爆弾を異物と判明して体外除去してしまうからな」

「心臓が激しく脈を打っても外れないんですか」

「ふふ」

　ドクター・アラキは眼鏡めがねの中の目を細めた。

「こいつらは化ばけ物ものなのだよ。たとえどんなに急激な運動をしようが。一定以上に心臓が激しく鼓こ動どうすることはない。もし鼓動したとしても外れるような接続ではないがな」

「はあ」

　スッグルナックはピンセットを置くと小さな心臓に顔を近寄らせた。

　赤い心臓に白いカプセル。まるで寄生虫が走っているようなおぞましい印象を受ける。

「ん？」

　スッグルナックは怪け訝げんそうに目を細めるとポケットから取り出したルーペでカプセルを拡大した。

　何な故ぜか持っていたのだ。

　気にしないでくれ。

　そして気が付いた。

　製造されたときからなのか、それは分からなかったが、細い髪かみの毛のような接続針が二本欠かけていたのだ。

「所長……」

　言いかけたスッグルナックは何故かその言葉を止めた。

「どうした？」

　スッグルナックはただ無言で心臓を見下ろしている。

「いえ、なんでもありません」

　呟つぶやくようにして言った。

「よし。それじゃ聖せい水すいの投与を止めるぞ」

　ドクター・アラキが聖水投与のコックを閉める。数秒もしないうちに少女の心臓に筋肉が被かぶさりそして傷口が塞ふさがれていく。

　数分まえに切られたとは思えない青白い肌はだを見つめてドクター・アラキは満足気に頷うなずいた。

「成功だな。もし失敗ならすぐにカプセルだけが排除される。ご苦労だった」

「所長」

　少女の肌を見下ろしたままスッグルナックは鋭するどく言った。

「なんだ？」

　出口へ向かおうと背中を向けるドクター・アラキが振り返る。

　スッグルナックは手術着の下に手を突っ込むと封ふう筒とうを取りだした。

　スッグルナックの手袋で摘つままれた封筒は血ち塗まみれになった。

　その封筒に書かれている文字を訳すと、

『辞職願』

「現在をもって辞職します」

　突きつけられた封筒を前にドクター・アラキはもごもごと口を動かした。

「お前こんな所にまでそんなもん持ってきてたのか」
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　長なが野の県の南に位置する飯いい波なみ市に位置する前まえ原はら町に位置するマンション矢や吹ぶきに位置する八階に位置する花はな丸まる宅に位置する森しん写じや歩ぶ朗ろうの部屋。

　どこかで見たようなのんぼりとした顔の青年がパジャマ姿で机に向かっている。

　彼が机に向かっている光景自体そう簡単にお目にかかれるものではない。

　カメラを持っている人はシャッターを切っておいた方がいいかもしれない。きっと価値が出るはずだ。

「僕がもう五歳若かったら、放っておかなかったんだけどな」

　森写歩朗は目の前の広告を見つめながらそうぼやいた。

　彼が見ている広告、それはもう十二月に入ったとたん新聞の折り込み広告として入ってくる恒こう例れいのあれである。

　ザ・オモチャの広告。

　誰だれしもこの広告を前にあれこれと想像し胸を膨ふくらませたお子様な時代があったはずだ。

　もちろん森写歩朗も同じである。

　ただ彼の場合そんなお子様時代が異い様ように長かった。

「カラタマンＤＸ合体ロボ。五千八百円税込みか………」

　森写歩朗はもう一度心引かれるその写真に目を落とした。

「僕がもう三歳若かったら、放っておかなかったんだけどなあ」

　ちなみにこのオモチャの対象年齢は小学校低学年である。

　ストーブで暖められた室内、森写歩朗の他ほかに人影はない。

　現在十一時、ジルはこの寒空のなかお食事しに出かけ、そしてあの傍ぼう若じやく無ぶ人じん大魔王の父、辰たつ太た郎ろうもツアーコンダクターのお仕事でしばらくは帰ってこない。

　森写歩朗は大きく伸のびをすると特大の欠伸あくびをかました。

　学校でしっかりと眠ってきたはずだが何な故ぜか今日にかぎって睡すい魔まがスイマセ～～～ンとやってくる。

「寝るか……」

　誰にというわけでもなくそう口にすると森写歩朗はベッドへと向かう。

　ふと何気なく窓へ目を向けた森写歩朗は窓の外の光景にその顔をほころばせた。

「わお」

　雪が降っていたのだ。降るというよりも舞うに近い感じだったがいわゆる初雪というものに違いない。

　雪、ときには交通を麻ま痺ひさせて自然の猛もう威いをみせつけ、人々をよ～～しゃなく痛めつける鬼オニのような存在。

　だがその側面には子供に娯楽を与える天使エンゼルのような顔もある。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは舞い落ちる雪に馬ば鹿かのように喜ぶと窓ガラスをスライドさせた（ちなみに彼は十八歳）。

　開けられた窓から冷たい空気がぴゅーぴゅー吹き込む。室内のストーブに暖められた暖空気連合軍が北風愚ぐ連れん隊たいの猛攻にはかなく散っていくのが感じられた。

「雪じゃん」

　森写歩朗は楽しげに手を伸のばした。舞い落ちるような小さな雪は森写歩朗の手のなかではかない一生を終える。

　森写歩朗は窓のさんに手をかけると夜の前まえ原はら町を眺ちよう望ぼうした。

　それほど大都会でもないから百万ドルの夜景ってわけにはいかない。

　ざっと見積もって千五百円の夜景が広がっていた。

　思えば、あのときも外を見てたんだな。

　森写歩朗はジルの顔を思い浮かべた。

　九月に入ったばかりのあのとき、この窓から飛び込んできた吸きゆう血けつ鬼き。

　まさか一いつ緒しよに住むことになるとは夢にも思わなかった。

　その後、別の吸血鬼やピーマンに襲おそわれることになるとはお釈しや迦か様さまでも予想出来なかったろう。

　そういえば当初の約束は確かエネルギーの補充がすむまでという話だったのに、なんでまだいるんだ？

　森写歩朗はふと疑問に思う、が別べつ段だんジルのことを邪じや魔まだとは思っていない。

　ジルがいれば、さまざまな特典があるのだ。

　例えば、特典その１。

　うまい飯メシが食べられる。

　特典その２。

　洗せん濯たく、掃除などを自分でしなくてもいい。

　特典その３。

　急にしりとり、なぞなぞ、ジャンケンなどの遊びがしたくなったとき相手をしてくれる。さらにおちゃらかも可能。

　数え上げればかなりの数にもおよぶ特典、それにもしここでジルに出ていかれたら父親に殺されるかもしれないという不安もある。

　辰たつ太た郎ろうは完全無む欠けつにジルのことを森しん写じや歩ぶ朗ろうの小指だと信じている。

　近いうちにハーフの孫が産まれるに違いない！　そう思っているのだ。

　きちんとした生活設計が出来てから結婚しろ、結婚もするまえに子供が出来るなんて言ごん語ご道どう断だん！　なんて畳たたみを叩たたくような父親ではないのだ。

　ジルに子供が出来たなんて言ったらそれこそ舞い上がることだろう。初孫出来ちゃったパーティーを三夜ぶっ続けで行うくらいのエネルギーは持ち合わせている。

　ここでジルが出ていったならば女一人繫つなぎ止められない森写歩朗の不ふ甲が斐いなさに激げき怒どするはずである。

「くわばらくわばら」

　その光景を予想した森写歩朗は身み震ぶるいを一つ。

　それから体が冷えてくるのを感じて窓を閉めようと手をかける。

「ん？」

　森写歩朗ははるか向こうから何かが飛んでくるのに気が付いた。

　三カ月前の自分だったら怪け訝げんそうに目を擦こすってからもう一度見るはずである。

　しかし今はそれをしない。こんな夜中にこの部屋に向けて飛んでくるといえばジル以外には考えられないからだ。

　森写歩朗は窓を開けたまま待つことにした。

「おかえ………」

　そう言葉を吐はき出しかけたところで止める。

　何かがおかしいのだ。

　普ふ段だんならば絶対にスピードを緩ゆるめるはずなのだ。そうしなければ最初の出会いのときのように正面衝しよう突とつでどっっかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんてなことになってしまう。

　しかし近寄ってくる人影は全くスピードを緩めない。

「おいおい」

　森写歩朗はぼやいた。

「このままだと……」

　どんどん近寄ってくる。

「ぶつかっちまうような……」

　森写歩朗の予想通りの展開となった。

　あのときと同じように、窓から飛び込んできたそいつと正面衝突をする。

　後ろの壁かべに叩き付けられる。森写歩朗は懐なつかしくもあり、だが嬉うれしくない痛みを背中に覚えた。

「いたたたたたたたた」

　それでも相手のスピードがそれほどでもなかったのか、さほど強いダメージではない。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは顔をしかめながら起き上がると自分に乗りかかるようにして倒れている人物の肩を揺ゆさぶった。

「何やってるんだよ。ジル。危ないじゃないか」

　かぶさっていたマントを退のけ、森写歩朗はさらに激しく揺さぶろうと手を動かした。

　その手が止まった。

　森写歩朗は目をパチクリとさせた。

　何かがおかしい。とてつもなくおかしい。

　何がおかしいのか自分でもハッキリと理解出来る。

　森写歩朗は確かめるためにもう一度目を擦こすりさらに目頭を軽く揉もんだ。

　それからゆっくりと視線を戻す。

　それでもやっぱり変わらなかった。

「こんなことって……あるのかな」

　空っぽになった脳味噌がなんとなくその言葉を選ぶ。

　森写歩朗が困こん惑わくしている理由、それは案あん外がい単純なことなのだ。

　今目の前に横たわっている人物。

　窓から飛び込んできた人物。

　ハッキリ言おう。

　ジルではなかったのだ。

　空を飛んで飛び込んでくるなどジル以外には考えられないという先入観から最初はその小さすぎる体型にも気がつかなかったが、今こうしてまじまじと見つめてみると……………ジルとは似ても似つかない。

　根本的に小さいのだ。

　小学校低学年、どうひいき目に見ても十歳以上には見えない。

　赤毛でカールした髪かみ、可愛かわいらしい顔。

　ロリコン入ってる男ならついどきどきしてしまうかもしれないが、森写歩朗はノーマルだったからそういった類たぐいの感覚は覚えない。

　ただ、この状況に困惑するだけである。

　これじゃあ、あのときと同じじゃないか………。

　森写歩朗は心の中でそう呟つぶやいた。しかしあのときと違うことが一つだけある。

　そう、それは。

　森写歩朗は拳こぶしをぐぐぅぅぅって握にぎり締めると叫んだ。

「たとえこいつがすっぽんぽんになっても、僕が鼻血を出すことはありえない！」

「うるさいわ。耳元で怒ど鳴ならないで」

　そのお子様はむっくりと起き上がると甲かん高だかい声で喚わめいた。

「鼓こ膜まくが破れちゃうぅぅ」

　起き上がったお子様は不ふ可か解かいそうに森しん写じや歩ぶ朗ろうを見上げると瞬まばたきする。

　それから室内を見渡すと小首を傾かしげて言った。

「お兄ちゃん誰だれ？」

　それは森写歩朗の台詞せりふだった。

「誰って言われてもね。聞きたいのはこっちなんだけど」

「アタシ人を探してるんでしゅ。悪いけどお兄ちゃんと遊んでる暇ひまないんでしゅ。もしかしてお兄ちゃん、ロリコンでしゅか？」

　お子様はピョンと飛び上がるとマントをひるがえして窓へと向かった。

「ロ、ロリコンって。だいたい飛び込んできたのはそっちなんだぞ。僕はただ窓を開けてただけなんだ。なんで僕が文もん句く言われなきゃいけないんだよ！」

　喚く森写歩朗を前にお子様の目がウルウルと潤うるむ。

　森写歩朗はいやな予感がした。

　大雨洪こう水ずい注意報が発令された。

「わぁぁぁぁぁん。いじめられたでしゅぅぅ」

　大雨洪水注意報は見事的中した。

[image: ]

　目の前の大雨に森しん写じや歩ぶ朗ろうは動揺した。

「あぁぁぁ。ごめんね。ごめん。僕が悪かったよ。許して。ねえ」

　森写歩朗はどしゃぶりの中、ビニール傘がさをさしつつ必死にお子様をなだめた。

　お子様はグスグスと鼻を鳴らしながら上うわ目め遣づかいに森写歩朗を見上げる。

「もういじめない？」

　僕がいつこの子をいじめたんですか？　って誰だれかに問いたい気分だった。

　しかしここは笑顔を崩くずしてはならない場面。

「いじめないから。ね、そのお目目の水をなんとかしてよ」

「うん」

　お子様は涙をマントの裾すそで拭ふく。

　それからニッコリと笑った。

「お兄ちゃん変わってるでしゅ」

「変わってる？」

「普通は窓から人が飛び込んできたらもっとびっくりするはずでしゅ」

　確かに普通はそうだろう。

　しかし森写歩朗にとってはすでに一度経験したこと、ジルのときのように思いきり驚くことはない。

「サフィーちゃん居眠りしてたみたいでしゅ。邪じや魔ましたでしゅ」

　マントをひるがえすと窓へと向かう。

　それから肩越しに振り返ると軽く手を上げた。

「バイバイ。お兄ちゃん」

　お子様はそれだけを言うと窓から飛び立って行く。

　森写歩朗は床ゆかに腰を下ろしたままポカンとした顔で開け放たれた窓を見つめていた。

　こんな夜中、空を飛んでこれるなんて、宇宙人かＮＡＳＡで開発された人造人間かサイキックの人、もしくは吸きゆう血けつ鬼きと相そう場ばが決まっている。

　あのお子様の青白い肌はだなどから想像して吸血鬼という選せん択たく肢しに思わず花ハナ丸マルをつけたいところなのだが。

　こんなことってあるんかいなぁ？

　三カ月前にジルという吸血鬼が迷まよい込んできたこと自体そんじょそこらにあるとは思えない出来事なのに、さらに別の吸血鬼がやってくるなんて。

　こんな偶ぐう然ぜんってあるんかいなぁ？

　森写歩朗はただぽけら～～としていた。

「たっだいまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　華はなやかな声をあげて窓から飛び込んでくる少女、今度こそ間違いない。ジルだった。

　銀ぎん髪ぱつを風になびかせて室内へ飛び込んできたジルは肩にうっすらとつもった雪を払った。普通と違って体温が低い吸きゆう血けつ鬼きの体だ。雪の寿じゆ命みようも長いのだろう。

「もう、びっくりしちゃった。いきなり雪が降ってきたんだもん。今日は早めに獲え物ものが見つかってよかった」

　ジルは開け放たれた窓を閉めると森しん写じや歩ぶ朗ろうへと顔を向けた。

「でも雪っていいよね。なんか」

　そこでほけら～～ってする森写歩朗に気が付く。

「森写歩朗？」

　ほけら～～～。

「森写歩朗ってば？」

　ほけ～～～～。

「ねえどうしちゃったの？　窓も開けっ放しだったし」

　もしかして、自分がいない間におかしなものでも食べたのではないだろうか？

　心配したジルは森写歩朗に近寄るとかがみ、覗のぞき込んだ。

　森写歩朗の瞳ひとみに焦しよう点てんが戻る。

「ジル！」

　森写歩朗は荒々しくジルの肩を摑つかむ。

　そして食い入るようにジルの瞳を見つめた。

「森写歩朗………どうしちゃったの……」

　内心ドキドキするのを感じてジルは尋たずねる。

　実はその心の奥にはこれから瞳を閉じて愛のべーゼでチュ！　なんて展開も期待していなかったわけではなかったが。

「頼みがあるんだジル」

「何？」

「僕の頰ほおを思い切りつねってくれないか？」

「はあ？」

「僕の頰を思い切りつねってくれないか？」

　ジルは訳が分からないといった顔を見せた。

「あのさ、森写歩朗。知ってると思うけど今、夜よ」

「ああ」

「今私が森写歩朗の頰を思い切りつねったら、たぶん千ち切ぎれると思うよ。ほっぺが」

「そんな思いっ切りじゃなくてもいいんだよ」

　突き出されるほっぺ。

「わかったわ」

　さっぱり森しん写じや歩ぶ朗ろうの意い図とが読めないジルではあったが一いち応おう言われた通りに森写歩朗の頰ほおに手を伸のばす。

「いてててててててててて」

「ごめん。手て加か減げんしたんだけど」

「いや、ありがとう。これでハッキリしたよ」

　森写歩朗は嚙かみ締めるようにしてそう言った。

「あれは夢じゃなかったんだ」

「何の話なのよ」

「ジル、これから僕が話すことを、驚かないで聞いて欲しいんだ」

　森写歩朗は真剣な顔をジルへと向けた。

「何？」

　ジルもごくりと唾つばを飲む。

「さっき、女の子が飛んできたんだ」

　森写歩朗は重々しく言った。

　ジルの眉まゆがピクリと動く。あまり機き嫌げんがよくないときに見られる兆ちよう候こうだ。

「誰だれよ。部活の小さな方。それとも背が高い方？」

「いや、全ぜん然ぜん知らない子だったんだけど。何か人を探してるとかでまた出ていった。ここには迷まよってきただけらしいんだけど」

「あっそう。それなら別にいいじゃない」

　ジルはほっとため息を吐はき出すと立ち上がり扉ドアへと向かう。

「私、お風ふ呂ろ入ってくるね」

「………どうして驚かないんだ？」

「別に驚くことじゃないでしょ。それじゃね」

　ジルは居間の方向へと姿を消す。

「驚くことじゃないのかな」

　ひとしきりクビを傾かしげる森写歩朗。

　女の子が空を飛んでくるって状況は、これまでどえらいことだと思ってたけど、世間一般じゃ大したことないのか？

　森写歩朗は悩んだ。

　彼は気が付いていない。ジルが誤解しているのを。

　ジルは飛んでくるという表現を比ひ喩ゆ表現として受けとめていたのだ。

　自分のように空を飛んでやって来たという考えには発展しなかったらしい。

　ジルの頭の中で想像された出来事。それは次の通りである。




　これはジルのイメージを文章にした架か空くうの物語です。





　ある夜の訪問者




　ピンポ～～～ンピンポ～～ン。

　激しく鳴らされるドアチャイム。一人自室で寝ね転ころがっていた森しん写じや歩ぶ朗ろうは何事かと起き上がった。

　時計を見れば夜の十一時、普通に考えても客が来る時間ではない。

「誰だれだろ？」

　ぶぉりぶぉりと頭を搔かきつ玄関へ向かい扉ドアを開ける。

「はいはい。どなたですか？」

　扉を開けた向こうには、それまで走り続けていたのか息を切らせた女性が立っていた。

「有ある賀が浩ひろしさんを出してください。お願いします！」

　口調こそ丁てい寧ねいだがその気き迫はくには尋じん常じようでないものが感じられる。そう、まるで裏切られた恋人にナイフを持って会いに行くような、そんな感じだ。

　確かに女性の右手はハンドバッグに突っ込まれていた。もしかしたら中身は[image: てん][image: てん]。

「そんな人はいませんよ」

　女性は表札の花はな丸まるという文字を見つけてしばし呆ぼう然ぜんとする。

「すいません。間違えたみたいです」

　走り去って行く女性の背中を森写歩朗はなんだったんだろうって顔で見つめていた。

　次の日の新聞に驚くことをまだ彼は知らなかった。




　　　　　　　　　完






　確かにこれだったら超自然現象でもなんでもない。

　ある意味女の子が空飛んでくるより恐こわい気もするけど。

　しかし現実は窓から入ってきたのである。八階の窓から。

　森写歩朗の言葉が足りなかったのだ。

　森写歩朗はぽりぽりぽと頰ほおを搔いてから、のそのそと立ち上がった。

「寝よう」

　不ふ可か解かいな現実からの逃とう避ひの作戦としてはもっともポピュラーなものである。

　森写歩朗はベッドの電気シーツのスイッチを入れると体をもぐりこませた。

　電気を消すとそこは闇やみの世界。

　沈んでいく意識の中でもしかしたらさっきのことは夢だったのかも、なんて思えてくる。

　その沈んでいく意識はさほど時間をたてない間に引っ張り上げられた。

　ガラガラガラと窓を明ける音にサルベージされたのだ。

　ジルは風ふ呂ろ場ばのはずだ。なんでまた窓の開く音が聞こえるんだろ………。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは恐きよう怖ふ心しんで高鳴る心臓を押さえつつゆっくりとその手を電灯のスイッチに伸のばす。

　ベッドの脇わきのスイッチに少しずつ少しずつ指が近寄る。

　少しずつ少しずつ。

　パチッ。

　運命を決める音が室内に響いた。

　でもって地じ獄ごくを告つげる声もおまけに響いた。

「あれ？　起きてたんでしゅか？」

　自分を覗のぞき込むように立っているお子様を見た森写歩朗は、やはりあれは夢でなかったなと痛感した。

「起こしちゃ悪いと思って静かに入ってきたんでしゅ」

「………………」

　絶ぜつ句くしている。

「ふわぁぁぁ。やっぱり時差ボケってのがこたえてるでしゅ。夜なのにサフィーちゃんとっても眠いでしゅ」

「………………」

「今晩泊とめてもらうでしゅ」

　森写歩朗は無言でむっくりと起き上がった。

　それから頭を抱えて数度首を振る。

　口を開きかける森写歩朗を遮さえぎってお子様が喋しやべり始める。

「どうして……って言いたいんでしゅね。説明してあげましゅ。寒いんでしゅよ外は。別に死んじゃうわけじゃないでしゅけど。サフィーちゃん眠るんなら快適なところのほうがいいでしゅ。でもふらふら飛んできたアタシを泊めてくれるような人なんてたくさんいないでしゅ。お兄ちゃん人間には珍めずらしくそんなに驚かなかったでしゅ。だからここに泊めてもらうことにしたでしゅ。決定でしゅ。決まりでしゅ。確定事項でしゅ」

　森写歩朗は相変わらずピンポン球のような目だ。

「心配いらないでしゅ。サフィーちゃんお兄ちゃんの血を吸おうなんて思ってないでしゅ」

　森写歩朗は奥歯を嚙かみ合わせた。

　やはり確信的なキーワードがお子様の言葉の中には含ふくまれていた。

　血を吸おうなんて思ってないから。

　この一言がこのお子様がＮＡＳＡで造られた人造人間でもなく宇宙人でもなくサイキックの人でもないことを雄ゆう弁べんに物語っている。

　目の前のお子様は吸きゆう血けつ鬼き。

　お子様吸血鬼なのだ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはため息を吐はき出した。

　やはり吸血鬼だったとは。

　しかしくどいようだが現在の森写歩朗は三カ月前とは違う。

　三カ月もの間、吸血鬼と同どう棲せいし、さらに先月は日本刀を持ったピーマンに追いかけられたりもして鍛きたえられた森写歩朗なのだ。

　当社比１・２パーセントアップくらいたくましくなっている。

　ここでひっくりかえるくらい驚いて後ろの壁かべに後頭部をうちつけて失神するような醜しゆう態たいは見せない。

「もちろん後で宿泊費くらい払うでしゅ。日本のＷＨＯに連絡すれば」

　お子様吸血鬼の言葉に森写歩朗の耳がピクリと動いた。

「ＷＨＯ………？」

　当たり前の話だが聞き覚えのある名前だった。

　ＷＨＯ→世界保健機構…とくれば飛び出してくる単語はただ一つ。

　ブラックウイナー。

　吸血鬼を狩かる機関である。

　吸血鬼とブラックウイナーが仲良しこよしで日が暮くれてって状況は考えにくい、がクラレンスのようなケースならありえる。

「あのさぁ」

　森写歩朗はおずおずと尋たずねた。

「こんなこと聞くと失礼なんだけど……お嬢じようちゃんは…………何しにこの町に来たのかな？」

「吸血鬼を倒すために来たんでしゅ」

　お子様吸血鬼はそっけなく答えた。

　やっぱりそうなのかぁ！

　森写歩朗の頭から血の気が引いていく。目の前のお子様吸血鬼の目的が理解出来たからだ。

　この町にジル以外の吸血鬼がフラフラしているとは少し考えにくい、とすればこのお子様吸血鬼が誰だれの命を狙ねらっているのかを推理するなど幼稚園児探偵団でも出来る。

　森写歩朗の今学期の通知表がアヒルさんで埋うまってるのと同じくらいの可能性でジルだろう。

　九十七パーセント。

「二、三日中には決着をつけるでしゅ。その間だけ。いいでしゅよね。こんな可愛かわいくちっちゃな女の子が頼んでいるんでしゅ。いいに決まってるんでしゅ」

　お子様吸血鬼はそれだけ言うとごそごそとベッドの下の空間へと体を滑すべり込ませる。

「おやすみ」

「ちょっちょっちょ」

「それからもしサフィーちゃんにＨなことしようとしたら、お兄ちゃんの首と胴どう体たいは千ち切ぎれちゃう可能性が高いでしゅね」

　お子様吸きゆう血けつ鬼きはベッドの下に姿を消した。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　必死に状況を頭の中で整せい頓とんしているのだ。

　結論としてあまりいい状況とはいえない。

　とにかく、ジルとお子様吸血鬼を会わせるわけにはいかない。

　絶対に。

　森写歩朗はそぉぉぉぉっと蒲ふ団とんを出るとそぉぉぉぉぉぉぉっと扉ドアへと向かった。

　そぉぉぉぉぉっと部屋の扉に手をかける。

「ねえ」

　そぉぉぉぉと出ようとする森写歩朗の背はい後ごからそぉぉぉぉっとじゃない声はかけられた。

　ギギギギ。

　森写歩朗は首から錆さびた歯車の音を鳴らして振り返った。

「何……かな？」

「お兄ちゃん、この町でアタシみたく空を飛んでる女の子ってみたことないでしゅか？」

「見たことない！」

　森写歩朗は電光石火に即答した。

「あるわけない！」

　さらに森写歩朗は強く否定した。

「ないったらない！　うんそんな空を飛んでる女の子なんて。はは何を馬ば鹿かなことを。そりゃきっとロケットガールだ」

「さっきそんなに驚かなかったでしゅから、もしかしてと思ったんでしゅ」

「はは、生まれつき驚いても顔に出ないたちなんだ。内心はアンディフグがＫＯされた時よりも驚いてたんだよ。気にしないで眠ってくれよ。ハハハハハハ」

　苦しい作り笑いを浮かべつつ森写歩朗は後あと退ずさっていく。

「じゃね。お休み」

　扉を閉めた森写歩朗はほっと胸を撫なで下ろした。

　次はジルの番だ。

　なんとしてでもあの二人を会わすわけにはいかない。

　なんとしてでも。




　　　　２




「ふう」

　ジルはため息を吐はき出した。

　前まえ原はら町で唯ゆい一いつ、深夜十二時を過ぎてもやっている喫きつ茶さ店てん、へのカッパ。

　二時まで営業だがこんな深夜に客が訪れることはまずない。

　客がいないことはある意味幸運に違いない。マントをつけたジルの変わった衣い装しようも注目されないから。

　そんな薄うす暗ぐらい喫茶店のテーブルでジルは目の前のコーヒーカップを見下ろしていた。

　黒い液体が湯気をたてている。ジルは手を伸のばすとカップを持ち上げ口をつけた。

　どろりとした感かん触しよくが喉のどを走る。

　一ひと嘗なめしただけで顔をしかめたジルはカップをおいた。

　昔から、正確に言うと吸きゆう血けつ鬼きになったときから、動物の血液以外のものを口にすることは出来なくなっている。いや無む理りすれば飲むことも食べることも出来るのだが、そこから栄養を摂せつ取しゆするのは不可能だった。

「ふぅ」

　ジルはもう一度ため息を吐き出すとつまらなそうにガラス張りの窓から見える街がい路ろへ目を向けた。

　ちょっと電話探してくるといって飛び出していった森しん写じや歩ぶ朗ろうはまだ帰ってこない。

　それにしてもなんでこんなとこに連れてこられたんだろ？

　風ふ呂ろへ入ろうと服を脱ぎかけていたジルのもとへ森写歩朗が飛び込んで来たのが今から三十分程前の出来事。

　それから慌あわただしくものごとが経過して気が付いてみればこの薄暗い喫茶店に連れてこられていた。

　十二時からの深夜ドラマ。楽しみにしてたのに。

　ジルは最近毎週欠かかさず見ている深夜恋愛ドラマ、『愛の終わりは味み噌そ煮に込こみ』に思し考こうを向けた。

　確か先週はゴウがノリコを喫茶店に呼び出して別れ話を持ちかけたのよね。

　でゴウが隠かくれて付き合っていたメグミがやってきて泥どろ沼ぬまの様よう相そうを呈ていし始めたところで終わったのよ。

　別れ話、喫茶店。

　ふとそんなデンジャラスな単語が現在の自分の状況と合がつ致ちしていやな鐘かねを響かせる。

「まさかそんなこと。あるわけないじゃない」

　ジルは自分に言い聞かせるようにしてそう口に出すと再び外へと目を向けた。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは帰ってこない。

「どうしちゃったんだろ？」

　不安気にそう呟つぶやいた。

　実はちょっとだけ不安だった。




　やっと見つけた電話ボックスに飛び込んだ森写歩朗はその場で腕を組んだ。

　よく冷静になって状況を理解し、そしてこれから自分が行おうとしている行動が正しいかどうかを判断する。

　今、お子様吸きゆう血けつ鬼きが自分の家にいる。

　クラレンスと同じく心臓に爆弾を埋うめ込まれ、ジルを殺すためにやってきたのだろう。

　あんなお子様に百年以上も生きてそれなりに力を持っているジルが負けるとも思えなかったが。

「用心に越したことないからな」

　何しろ相手の背はい後ごにはブラックウイナーがいるのだ。

　とにかくジルとお子様吸血鬼を会わせるのは避さけたほうがいい。

　こっそりとジルにこのことを話して打開策を………。

「待てよ」

　森写歩朗は電話ボックスのガラスに背をつけた。冷たい感かん触しよくが背中に伝わる。

　もしジルに正直に話したらどうなるだろうか？

　ジルの性格からして、心臓に爆弾を埋め込まれた吸血鬼を返かえり討うちにしてやろうとは考えないだろう。

　反対に同情してしまう可能性もある。

　森写歩朗の脳のう裏りに泣きじゃくるお子様吸血鬼が浮かんだ。かなりデフォメルされている。




お子様吸血鬼「え～～～ん。え～～～～～～～～ん」

ジル「どうしたの？」

お子様吸血鬼「お姉さんを倒さないとアタシ殺されちゃうんでしゅ」

ジル「可哀かわい想そうに。安心して。一いつ緒しよになんとかする方法を考えましょ」

　お子様吸血鬼を抱きしめるジル。

　お子様吸血鬼は一いつ瞬しゆん下げ劣れつな笑みを浮かべると手にしてたナイフをジルの胸に突き立て……。




「駄だ目めだ駄目だ駄目だ駄目だ駄目だ」

　森写歩朗は首を振った。

「こんな事態になる可能性花ハナ丸マル大ダイ吉キチなんだよ」

　かといって森しん写じや歩ぶ朗ろうが倒せる相手とも思えない。

　とすれば手は一つしかない。

　森写歩朗は拳こぶしを固めた。

「あのお子様吸きゆう血けつ鬼きにジルがこの町にいないと思わせてすみやかに帰ってもらう」

　そのためにはジルを森写歩朗宅から離れさせないといけない。

　問題はジルの居場所である。

　さすがにこの寒空のなか放り出すことが出来る森写歩朗ではない。

　悪友の西にし尾おの顔が浮かんだが問答無用に打ち消した。

　吸血鬼とはいってもジルは女の子。やはり男の家ってのは。

　とすると森写歩朗の知り合いの女の子ということになる。

「考えるまでもないんだけど」

　二人。

　倉くら地ちか三みつ石いし。

　悲しいほどに選せん択たく肢しが少ないが他ほかに頼れるほど親しい人もいない。

　三石は…………確かに心優やさしいお嬢じようさんだが、オカルトマニアと興味シンシン丸の血液が流れているのが少し気にかかる。

　ジルの居場所としては適切とは思えない。

　とすると……………。

　残る選択肢は一つ。

　この選択肢を選択してはたして良いものなのかそれは判断に苦しむところではあるが他にはない。

　森写歩朗はポケットから学校の生徒全すべての電話番号が記載された冊さつ子しを取り出すとお目当てのページを見つけた。

　ゴクリ。

　森写歩朗は唾つばを飲み込んだ。




「お待たせ」

　森写歩朗は固い笑いを浮かべつつ帰ってきた。

「ごめんな急にこんなところ連れてきて」

　ジルの向かい側に腰を下ろした森写歩朗はいそいそとメニューを摑つかむと、

「コーヒーでも飲もうかな」

　ジルは無言で自分の目の前のコーヒーを突き出した。

「私、飲めないから」

「あっ、そっか」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは小刻みに首を縦に動かすと差し出されたコーヒーを啜すする。

「う～～～ん。苦にがい」

「森写歩朗」

「ん？」

「説明してくれないかな。ど～してこんなところに来たのか」

「うむ」

　森写歩朗はもごもごと口を動かすとさりげなく目を逸そらす。

　それから拍ひよう子しが悪そうに首の後ろを搔かいたりなんぞしてからおもむろにメニューを手に取る。

「え～～と。ラストオーダーは一時までか。特製渋しぶ茶ちやケーキでも食べようかな？」

「森写歩朗」

　アンダーラインが五、六本は引けそうなジルの声が響く。

「どーしてなの」

「分かった。話すよ。話すから」

　森写歩朗は再びコーヒーに口をつける。

　そして開口一番こう言った。

「もうすぐ。倉くら地ちさんが来る」

「…………………………」

　ジルは押し黙だまった。

　当然と言えば当然だ。

　恐おそれていた可能性がムクムクと頭を持ち上げてレッドスネークと踊っているのだ。

　さらに決定的な言葉を森写歩朗は吐はき出した。

「家を出てくれないか？」













　　第二章　居候物語
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　二人の少女は荒く息を吐はき出した。

　片方は十五、六歳の銀ぎん髪ぱつ。もう片方は七歳程度だろうか、赤毛が目立つ。

　二人は身を寄せ合うようにして瓦が礫れきに身を潜ひそめていた。

　夜明けが近い。

　この事実こそ彼女達にとっては致ち命めい的てきだった。

　敵が近寄ってくる。数は六人、夜ならば簡単に倒せる相手だが体力の残り少ない今、それは難しかった。

　銀髪が赤毛のマントにしがみついた。

　赤毛は銀髪を安心させるようにその肩に小さな手を乗せる。

「大丈夫よ」

　唯ゆい一いつ自分たちに取り残された逃げ路。それは空しかない。

　二人は注意深く辺あたりを見渡してから、一いつ気きに飛び上がった。

　上昇した二人はさらに加速度を高めて空へと消えようとするが。

　ズガガガガガガガガガッ、ガガガガッガガガガガガッ、ガガガガガガガガガガ。

　激しい機関銃の掃そう射しや音おんが静けさを打ち破った。

　少女達の肉体に無数の風穴が開く。そして大量の赤い血液がほとばしった。

　飛行能力を失った二人はコンクリートの上に落下した。華きや奢しやな肉体がバウンドする。

　銃火器を装備した男が五名。崩くずれかけたビルの陰かげから姿を現した。

　皆一いつ斉せいに銃口を二人へと向ける。

　銀髪の少女は怯おびえた瞳ひとみを向けた。

　赤毛の方は違っていた。

　鋭するどい瞳に、絶望はなかった。

　生き残る方法を模も索さくする色だけが輝いていた。

　赤毛の目が止まる。自分の足下に、蓋ふたの閉められたマンホールを発見したのだ。

　赤毛は自分のなすべき行動を悟さとった。

　素す早ばやくマンホールの蓋を開ける、と銀髪を無む理り矢や理りその中へ突き落としたのだった。

「逃げなさい！！！」

　赤毛はそう叫ぶとマンホールの蓋ふたを閉めた。

　下水に流される少女の悲ひ鳴めいが遠くなって行く。

　ここにいるよりは、生き残る可能性は高いはずだ。

　赤毛の少女は鋭するどい目つきで今まさにトリガーを引こうとする男達を睨にらみ付けた。

「ぐわぁぁぁぁ」

　五名の男の銃が爆発した。

　さらに少女は地面を蹴けると一人の男に襲おそいかかりその首筋に牙きばを突き立てた。

　ゴキュリゴキュリ。

　少女の喉のどが音をたてた。紅くれないの液体を飲み干す音だった。

　体に開いていた無数の風穴がみるみる塞ふさがっていく。体内に潜もぐり込んでいた鉛玉がスイカの種を吐はき出すように体外へと弾はじき出された。

　が、そこで少女の目は見開かれた。

　東の方向から差し込んでくる光。

　強い日差しが容よう赦しやなく肌はだを痛めつける。耐えられない吐き気が体内に蠢うごめき始めた。

　遅おくれたように機関銃の掃そう射しや音おんが響く。

　少女と、そして男は数百発の弾た丸まに貫つらぬかれた。

　男は即座に絶命した。

　少女は血だらけの体を引ひき摺ずるようにして日ひ陰かげへと向かう。

　日陰へ入れば、回復出来る。回復出来……………。

　そんな少女のこめかみに銃口が押しつけられた。
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　お子様吸きゆう血けつ鬼きは目を覚ました。

「夢？」

　ごそごそとベッドの下から這はい出る。視し界かいはまだ暗い。

　まだ夜が明けてないと思いきや時計を見るとすでにその針は七時を指している。

　それにしては辺あたりは驚く程暗い。

　それが目張りされたカーテンによるものだと気が付いたお子様吸血鬼は誰だれもいないベッドに腰を下ろすと感心したように息を吐き出した。

「あれ、起きたんだ。珍めずらしい」

　ひょこりと扉ドアを明けて森しん写じや歩ぶ朗ろうが顔を出す。

　シャコシャコと歯ブラシを規則的に動かしながら制服の上着に片手を通していた。

　シャコシャコシャコ。

「どうしたんだ？　暗い顔して」

「ちょっと、昔のいやな夢を見たでしゅ」

「へえ、お母さんにしかられる夢でも見たのか？」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは目張りのとれかかったカーテンに近寄ると素す早ばやく直した。

「昼間はつらいんだろ。それじゃ僕学校行くから。帰ったら、人ひと捜さがしを手伝ってあげるよ」

「……………お兄ちゃん」

「何だよ」

「なんか手慣れてないでしゅか？　吸きゆう血けつ鬼きの扱い」

　森写歩朗は歯ブラシを噴ふき出した。

「な、何を馬ば鹿かな。とにかく。僕が帰ってくるまでは大人おとなしくしているように。絶対にだよ」

　森写歩朗は念を押すように泡あわぶくまみれの言葉で言うと背を向ける。

「待ってでしゅ」

　お子様吸血鬼の声が飛ぶ。

「何？」

　森写歩朗は振り向いた。

　お子様吸血鬼はじとぉぉぉぉぉって目つきで森写歩朗を見つめている。

　森写歩朗は内心汗じとぉぉぉぉっでかまえた。

　森写歩朗の目的はただ一つ。

　このお子様吸血鬼と行動を共にしてなんとかこの町にジルがいないということを認識させなければならない。

「名前、なんて言うんでしゅか？」

　森写歩朗はほっと一息。

「僕の名前？　言うのも恥はずかしいくらい変わってるんだけど。花はな丸まる森写歩朗って言うんだ」

「花丸森写歩朗…………………。変わってるでしゅね」

　お子様吸血鬼は面おも白しろそうに頷うなずく。それからベッドからぴょんと飛び上がった。

「改めて言うでしゅ。アタシの名前はサファイア。サフィーって呼んでくれればいいでしゅ」

「サフィーね。そらいいや。覚えやすくて」

　森写歩朗は制服を着用する。

「それじゃ。また後でね」
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「え～～～～～それじゃ倉くら地ち先せん輩ぱい。その外人をホームステイさせることになったんですかぁ」

　飯いい波なみ高校演劇部部室において三みつ石いしは黄色い声を上げた。

　毎度のことながら片手には弁当が握にぎられている。

「まあね」

　最後の公演も終了し、引退したはずの倉くら地ちが何な故ぜか部長席にふんぞりかえっていた。

[image: ]

「ところで三みつ石いしちゃん。いつもここでご飯食べてるけど、友達いないの？」

　サンドイッチ片手に倉地はそう尋たずねた。

　そういう倉地先せん輩ぱいこそ。

　つい口に出しかかった言葉を三石は慌あわてて飲み込んだ。

　喉のどにひっかかった言葉をなんとか飲み下すと三石は答える。

「そんなことありませんよ。ただ演劇部の新部長としてですね。権限は何も持ってない部長ですけどね。部長席にも座れない部長ですけどね。いつ新入部員が来てもいいように」

　けっこう倉地のことをうとましく思っているのかもしれない。

「それよりホームステイの話ですよ。話を逸そらさないでください。先輩。詳くわしくお願いします」

　倉地は面めん倒どうくさそうに腕時計に目を向けた。

　まだ次の授業まで時間があることを確認する。

「だから、昨日きのうの夜、トーマスから電話があったのよ。なんかツアコンの父親の知り合いの娘を預かることになったけど、狭せまい部屋の中さすがに男女ってわけにはいかないからどうか一週間くらい預かってくださいって。これからあなた様の言うことはなんでも聞きますのでどうかどうかお願いしますって」

「完全に時代劇の農民ですね」

「まあ似合ってるんじゃないの」

「で、倉くら地ち先せん輩ぱいＯＫしたんですか？」

「だってしょうがないでしょ。あの馬ば鹿かが泣いて頼むんだから」

　別に森しん写じや歩ぶ朗ろうは泣いて頼んだりはしていない。

　ただ、昨日きのうはかなり気温が低かった。

　そして彼は電話ボックスを探すのに歩き回っていた。

　したがって鼻水をすすり上げていてもおかしくない。

　倉地は鼻水の音で心を動かしたのだ。

　倉地は鼻水に説せつ得とくされたのだ。

「で、夜中迎えに行ってその娘こ連れてきたのよ」

「へ～～～～～。どんな娘なんです」

　興味シンシン丸の血がそうさせるのか、目をらんらんと輝かせる三みつ石いし。

「わりと可愛かわいらしい娘だったわよ。ま私ほどじゃないけど」

　物理法則を無視して最近成せい層そう圏けんを突破したプライドがそう答えるのだ。

「まっ、うちも部屋があまってたし。いいかなぁと思って」

「で、その娘今何をやってるんですか？」

「時差ボケが激しいとかで昼間は眠ってるようだけど。会ってみたい」

「ええ、是ぜ非ひ」

「そう。それじゃ。今日の放課後にでも家に来なさいよ」

「本当ですかぁぁぁぁぁ」

　三石は大げさに喜んだ。

「それじゃぁ。伺うかがわせていただきます」

　それから三石は中断していた弁当へと取りかかる。

「そうだ。先輩、前から聞こうと思ってたんですけど、花はな丸まる先輩の進路って知ってますか？」

「ん？」

　倉地は百パーセントオレンジジュースのストローから口を外はずした。

「トーマスの進路」

「そうです」

　倉地は息を一つ吐はき出すと肩をすくめた。

「確かに、十二月のこの時期。三学年はもう決めなくちゃいけないわよね」

「倉地先輩は進学ですよね」

「そうよ」

「花丸先輩は………専門学校ですか。それとも就職」

「本人に聞いたほうが早いんじゃないの。ただね」

　倉くら地ちはそこで声を潜ひそめた。

「あんまり先生達もトーマスの進路については真マ面ジに考えてないのよ」

「どうしてです」

　三みつ石いしの質問に当然とでもいうような顔をして倉地は言った。

「来年、トーマスと三石ちゃんが同学年になる可能性が高いからよ」




　夕方近く、ジルは目を覚ました。

　視し界かいに広がる豪ごう奢しやな天てん井じよう、そしてシャンデリア。

　少し目を動かすといかにも高そうなカーテン等が目に映る。

　あれ？　どうしてこんなところにいるんだろ？

　目覚めたばかりの脳味噌が答えを出すには少し時間が必要だった。

　そうか。

　ジルは思い出した。

　昨夜ゆうべの悪あく夢むのような出来事を。

「これから倉地さんが来る………」

　ア～～～ンド。

「家を出てくれないか」

　この二つの言葉が森しん写じや歩ぶ朗ろうの口から飛び出たときには、正直南極に放り出されたタロウとジロウの心境だった。

　しかし今から考えると別に別れ話を切り出されたわけではないらしい。

　森写歩朗の言動がいまいち理解出来ないのだ。

「君の身の安全のため、しばらく家から離れていたほうがいい。長くても一週間でなんとかするから」

　これで分かったら超能力者。

　何をなんとかするのかさっぱり分からないがいくら尋たずねても暖の簾れんに腕押し。見事に茶を濁にごされてしまった。

　そしてその後いかにも高そうな服着て登場した倉地に連れられてこの倉地邸へとやってきたわけではあるが。

　ジルはもう一度室内を見渡した。

　そんじょそこらの一般家庭にあるまじき豪ごう華か絢けん爛らんさ。

　確かにここまでやってくるときに乗った自家用車も高そうだった。

　専属のドライバーらしき老人が運転していたが彼もやっぱ高そうだった。

　きっと休日はきらきらと光る太陽の下、あの高そうな黒い車をごしごし洗うに違いないわ。

　貧びん乏ぼう人にん的てき想像を張はり巡めぐらせるジル。

　それにしても森しん写じや歩ぶ朗ろうは一体何のために自分をこんなところへ。

　森写歩朗が口がすっぱくなるほど言っていた言葉が思い浮かぶ。

　迎えに行くまで絶ぇぇぇぇぇぇぇぇぇ対に帰ってきてはいけない！

　絶ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ対に正しよう体たいがばれるようなことはしないように！

　さらにしばらくの間空は飛ぶなだとか、吸きゆう血けつ鬼きっぽい仕し種ぐさはするなとか、様々なことを言われている。

「う～～～～ん」

　ジルはベッドに腰を下ろしたまま悩むポーズを決めた。

　今すぐにでも森写歩朗宅へ飛んで帰り、森写歩朗の首を締め上げて真しん相そうを吐はき出させたい。

　しかし、あれほど強く言われた後としては……。

「あぁぁぁぁ。も～～。どういうことなの」

　コンコン。

　ドアがノックされる。

「はい」

「失礼いたします。お食事をお持ちしました」

　いかにもメイドですぅぅって感じのお姉さんがワゴンを押しながら入ってくる。

「どうぞ」

　トーストにオレンジジュース。コンソメスープにスクランブルエッグといったメニューを置く。

　メイドだった。

　ジルは天然記念物でも見るような目つきでメイドを見つめた。

「失礼しました」

　メイドは頭を下げると出ていった。

「メイドだ」

　ジルは呟つぶやいた。

「メイドよね」

　誰だれもいないのに話しかける。

「こ～～～ゆ～～～家もあるんだぁ」

　最後にジルは感心したようにそう吐き出した。

　目の前の料理は食べられない。が毎日毎日残しても不ふ審しんに思われる。

　ここはやはり……。

　ジルは近くの紙ナプキンで食パンだけ包んだ。

　後でこれだけ始し末まつしておこう。トイレに流せばポポイのポイだ。

　ジルがそう思ったときだった。

　再び扉ドアがノックされる。

「もしもし。香かおりだけど。ジルさん起きてる？」

　ジルは少しだけ表情を固くした。

　ジルからしてみれば結けつ構こう前から知ってるけど向こうは昨日きのうが初対面。

　ジルは一いち応おう、イギリス生まれのイギリス育ち。スモウとカブキに興味を持ち単身日本に留学、現在日本語勉強中の花の十七歳独身よってな設定になっている。

　設定では父親の名はピエール。母親の名前はサラ。

　ピエールはカルバンクラインを愛用していて休みの日には庭で草刈りをするのが趣味。

　サラは合あい気き道どうが好きで今まで二回痴ち漢かんを病院送りにした経験がある。

　役に立つとは到とう底てい思えない設定までてんこもりに決められていた。

　とにかく設定を崩くずさないためには流りゆう暢ちような日本語は厳禁なのだ。

　いまさらカタカナ日本語を喋しやべるのはなかなか骨の折れる仕事だが仕方ない。

「ドウゾ」

　ざーとらしくつたない日本語で返事を返す。

「ハイッテモヨロシイノコトネ」

　ここまでくるとさすがにやりすぎかなぁとジルはちこっと反省した。

「入るわよ」

　重厚な扉を明けて倉くら地ちが入ってくる。そしてその後ろから入ってきたのは。

　ジルは内心思い切り顔をしかめた。

　ジルの一番苦にが手てな人種だったからである。

　霊れい長ちよう類るい、ヒト科、オカルトマニア亜あ族ぞく。個体名を三みつ石いし秋あき子こという。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。本当に外人さんだぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　さらに興味シンシン丸の血が流れている三石は、さっそく値ね踏ぶみするような視線をジルへと向ける。

「初めまして。私、三石秋子っていいます」

　三石はジルの手を握にぎるとぶるんぶるんと上下に振った。

「えぇぇぇっと。日本語出来るんですよね」

　ジルはこくりと頷うなずいた。

　一応微笑ほほえみを浮かべて新たな出会いに感激する外人を演じてはいるが内心は冷静ではいられない。

　先月、目の前のこのオカルトマニアには正しよう体たいを知られているのだ。

　最終的にはブラックウイナーから派は遣けんされてきたマイブというロボットが妙みような音波で記憶を消してくれたから大事にはいたらなかった。

　もしひょっこり思い出したら……。

　二度とこの手が離されることはないだろう。

　それでもジルの不安は的中しなかったらしく三みつ石いしはひとしきり握あく手しゆを終えると手を離した。

「え～～と。ジルさん。ですよね」

　ジルはこくりと頷うなずいた。

「相撲すもうと歌か舞ぶ伎きが好きでそれで日本に留学してきたんですよね」

　苦しいながらもジルは再び頷いた。

「ジルさんのお父さんのピエールさんと花はな丸まる先せん輩ぱいのお父さんが缶カンポックリの友で、それで花丸先輩んところにやって来たんですよね」

　そういえばそんな設定だったかしら。

　忘れている事こと柄がらを改めて認識する。

「年は十七歳……………ってことはアタシと一いつ緒しよ。仲良くしましょ」

　なおも三石は好こう奇きの目を向け続ける。

　あまり居心地がいいとは思えない状況だった。




「えっと、こっちが繁はん華か街がいで、こっちが商店街。若い女の子が集まっているのはこの辺あたりかな」

　その頃ころ、森しん写じや歩ぶ朗ろうは森写歩朗で献けん身しん的てきに努力していた。

　お子様吸きゆう血けつ鬼き、サフィーに言われるまま町を案内しているのである。

「ふむふむ」

　サフィーは赤毛を揺ゆらしつつ森写歩朗の説明を聞いている。

「それじゃ、今晩はこの辺りを中心に探してみるでしゅ」

「まぁ、がんばって。応援してるからさ」

　そこで森写歩朗は唇くちびるを嘗なめると、思い切って尋たずねた。

「ところでさ」

「何でしゅか？」

「その、君が狙ねらっている吸血鬼の顔とかって、知ってるの？」

「そりゃ知ってるでしゅよ」

　森写歩朗は軽く目を閉じた。

　オーマイゴッド。

　ちょっとだけ絶望的な気分となる。

「見たことないでしゅか？　ストレートの銀ぎん髪ぱつで背はあなたより少し低いくらいでしゅ、外がい見けん年齢は十六か十七ってところ」

　見たことあるに決まっている！

　毎日毎日見てる。

　毎日、その相手に飯メシを作ってもらっている！

　ともに苦難を乗り越えて現在に至る。

　なんてことは口が裂さけても言えない。

「ちょっと、記憶にないなぁ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはわざとらしくとぼけた。

「何かそれらしいことが分かったら教えるよ」

「そう。悪いでしゅね。じゃあもう帰っていいでしゅ」

「まあ、がんばって」

　森写歩朗は片手を上げてにこやかに手を振ると極めて素す早ばやくその場を後にする。

　そして向かうは電話ボックス。

　先日押した番号をもう一度押す。

　プルルルル。プルルルルル。

　呼び出し音がひどく長く感じられた。




「もしもし。あ、トーマス？」

　突然脇わきで鳴り出した受話器を手にとった倉くら地ちは響いてくる声に向かってそう言った。

　ジルの眉まゆがピクリと動く。出来ればいますぐにでも真しん相そう究明したいがそうもいかない。

「何の用。元気よ元気。心配しなくても楽しくやってるわ」

　それから倉地は受話器をジルへと突きつける。

「話があるって」

　ジルはひったくるようにして受話器を手にした。

　そして早口にまくしたてる。

「ねえ森写歩朗。どういうことなの？　いいかげん説明してよ。なんで私がこんな」

『馬ば鹿か！　設定ではジルはイギリス生まれのイギリス育ち！　相撲すもうと歌か舞ぶ伎きに魅み了りようされて単身留学してきて、現在日本語勉強中なんだぞ。流りゆう暢ちような日本語喋しやべってどうする！』

　ジルはハッとして三みつ石いしと倉地に目を向けた。

　突とつ如じよとしてまくしたてられた流暢な日本語に倉地、三石も驚いている。

「ハハ」

　ジルはとりあえずカタカナで笑って誤ご魔ま化かした。

「日本語ッテムツカシイデスハイ」

　インターナショナルな愛あい想そ笑いでなんとか誤魔化すと再び受話器に耳を当てる。

「森写歩朗サン。ナンカ御用デスカ？」

『これから僕が言うことをよく覚えておくように』

「ハイ」

『今日は絶対に南町の繁はん華か街がいへは行かないように。食事はもう多少まずくてもその近所で済すませるんだ。いいな』

「ドウシテ？」

『理由は今は言えない。とにかく空を飛ぶんじゃないぞ』

「ワカッタ」

『それじゃ倉くら地ちさんに代わってくれ』

　ジルは不ふ可か解かいそうに顔をしかめたまま倉地に受話器を渡した。




　森しん写じや歩ぶ朗ろうはボックスの中でため息を吐はき出した。

『もしもし』

　倉地の声が響く。

「ああ、実は倉地さんに頼みがあるんだ」

『何よ』

「ジルが外へ出るときはさ。髪かみ型がたを変えたり、服装を変えたりして変装させて欲しいんだ」

『どうしてそんなことさせなきゃいけないのよ？』

「うっ」

　森写歩朗は言葉に詰まった。

　そら普通に考えたら誰だれだって疑問に思うわな。

「え～～～と、それには山よりも深く海よりも高いわけが」

　なんじゃいそりゃ。

　正直に言うわけにもいかないし……。ここは何か適当に言って誤ご魔ま化かすしか。

「実はね」

　森写歩朗はつとめて深しん刻こくそうな口調で言った。

「単身家を飛び出してきたジルを連れ戻すためにイギリスからジルの身み内うちがやってきたんだ」

『それは大変だわ』

「だから、もしジルが出歩くときは、その髪型を変えたり、服装を変えたり、そういった風に変装させて」

　突発的に思いついたにしては驚く程つじつまが合っている。

　もしかして僕って閃ひらめきの天才かも。

　なんて自じ己こ陶とう酔すい的てきに心中で呟つぶやく。

『分かったわ。そういう面おも白しろいことなら協力するわよ』

「で、そのことはジルには言わないで欲しいんだ。ほら心配すると可哀かわい想そうだし。なんとか僕が説せつ得とくして身内の方にはイギリスに帰ってもらうから」

『あんた英語の平均成績、１・５じゃない。どうやって説せつ得とくするのよ』

「それは、まぁ、もうすぐ父さん帰ってくるし。ジョンソンさんも日本語出来る人だから」

『ジョンソン。ピエールじゃないの？』

「そうそう。ピエールさん。だからそっち、よろしく頼むよ」

『了りよう解かい』

「ごめんな。いろいろと迷めい惑わくかけて」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは礼を言うと受話器を置いた。

「いかん。自分で考えた設定を忘れてた」




「さてと」

　受話器を置いた倉くら地ちはさも楽しそうに笑顔をジルに向ける。

「二人とも、ついてきて」

　返事も待たずに歩き出す倉地。

　ジルは三みつ石いしと顔を見合わせた。

「まぁついてこいって言ってるんだから、ついていこうよ」

　さっさと三石が立ち上がる。

　続いてジルも立ち上がるとさっそうと歩く倉地の後をついていった。

　しばし廊下を歩く、広い二階にはいくつもの扉ドアがあった。

　倉地は突き当たり脇わきの扉を開ける。

「どうぞ」

　促うながされるままに室内へ入った三石とジルは口を半開きにして驚いた。

　入った部屋はクローゼットだった。そして壁かべから壁へ渡らせたアルミ棒には様々な服が並んでいる。

　ここが誰だれのためのクローゼットであるかは簡単に想像がつく。

「まあ、倉地先せん輩ぱいのことですから普通の洋服ダンスじゃ足りないとは思ってましたけど」

　三石が感嘆の息を漏もらした。

「ここまで大きいとは想像してませんでした」

「私基本的に古着も捨てない主義だから。毎年毎年増えていくばっかりなのよね」

　倉地は慣れた手つきで整えられた服を選んでいる。

「ジルちゃんの体型なら、私の小学校六年のときの服で丁ちよう度どいいかな」

　なんだか幼児体型を馬ば鹿かにされているようで気分がよくなかった。

　だが、それ以上に目の前の膨ぼう大だいな量の服に感心する。

　百何年生きているが心は若き乙女おとめのつもり。

　目の前にかわいい服がたくさんあればそれなりに胸躍おどるものがある。

「この中から好きなのを選んでいいわよ」

　可愛かわいらしい服をドサッとジルの前に置くと今度は壁かべ側がわの巨大な鏡かがみの前へと向かう。そこは据すえ付つけの化け粧しよう台だいだった。

「それから髪かみ型がたも変えた方がいいかもしれないわね」

　引き出しからパーマをかける道具やらをごそごそと引っ張り出す倉くら地ち。

「アノ…………」

「いいから。好きな服に着替えてごらん。素材はいいんだから磨みがけはぴっかぴっかに光るはずよ」

　ジルは言われるままにとりあえず気に入った服を一つ選び出した。

　素す早ばやく着替える。

　さらに倉地に促うながされるまま鏡の前に座らされる。

「髪が長いからちょっと編あんでみようか。違う雰ふん囲い気きが出て誰だれだか分かりにくくなる」

「？？？」

「いや、なんでもないの。三みつ石いしちゃん。手伝ってくれない」

「はい」

　三石も喜んでそれに従う。

「顔は軽くお化粧して、洒落しやれた帽子でもかぶればもう別人」

　慣れた手つきで倉地はジルの顔に化粧を施ほどこした。

「こんなもんかしらね」

　倉地が退しりぞくとそこは一面の鏡。

「…………！」

　ジルは鏡に映った自分の姿に目をぱちくりさせた。

　これが私………？

　灰かぶり姫が水難救助された直後に口にしそうな台詞せりふを頭の中で呟つぶやく。

「かわいい三編みが出来ましたぁ」

「どうかな。さっきとは別人みたいでしょ？」

「さすが倉地先せん輩ぱい。美容師の才能あるんじゃないですか」

　三石が本心からそう言う。

「まぁ、自分でもけっこうセンスはある方だと思ってたのよ」

　倉地はまんざらでもない顔で得とく意い気げに言った。

　実際なかなかのものだった。

　これも毎日の自分の服のコーディネートにより鍛きたえられたといっても過言ではない。

　人の何十倍も手て間ま暇ひまかけてるから。

「後で伊だ達て眼鏡めがねをかければ完かん璧ぺきね」

　倉くら地ちは満足そうに頷うなずいた。

「？」

　ジルはふとその鏡かがみの脇わきに小さな写真立てが置いてあることに気が付く。

　ジルは何気なく手を伸のばした。

　頭に鉄アレイがゴンと落ちた。

　その写真にはどこかで見たような情けない顔がでかでかと写っていたからである。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの顔である。

　この世の中、憎にくい相手の写真をわざわざ写真立ての中に飾かざるような奴やつも………いるかもしれない。

　しかし、一般的には好きな相手を写真立てに飾るのが普通である。

　これは……………。

　ジルは写真立て片手にちっとばかし敵意のこもった目を倉地へと向けた。
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　新たなライバルの登場ってか……。

　絶対競争率低そうだと思ってたのに、思ってたのに。

「あぁぁぁぁ。これって花はな丸まる先せん輩ぱいの写真じゃないですかぁ！」

　さすがにめざとく三みつ石いしが発見する。

「なんでこんなところに、ははぁ。やっぱり倉地先輩って」

「言っておくけど。馬ば鹿かなこと言ったらいくら新部長でも許さないからね」

　三みつ石いしは口を閉じると肩をすくめた。

　痛い目に会うのがいやだったからだ。

「これは、まあいわば目安っていうか、目標………打倒！　ってのが適切かもしれないわね」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの写真に遠い目を向けながら倉くら地ちが呟つぶやく。

「あのね。倉地先せん輩ぱいは花はな丸まる先輩に自分の価値を認めさせるという壮そう大だいな目的のために日夜励はげんでいるのね」

　三石の説明が入る。

「惚ほれた腫はれたなんて話なんかもううんざり。私は大人おとなの女なんですからね。三石ちゃん。もし恋の悩みごとがあったら相談に乗ってあげるわよ」

　倉地は近くの椅い子すを引き寄せると腰を下ろした。

「私はいいです。まだそういった経験もないですから」

　三石が後あと退ずさる。

「そう言わないで。何かあるでしょ。高校二年生ともなれば」

　しつこく食い下がる倉地。カミナリでも落ちなきゃ口を離してくれないだろう。

　三石は迷めい惑わくそうな表情を少しだけ浮かべた。

「そうだ。ジルさん。何かあるんじゃないですか。恋の悩み」

　矛ほこ先さきを変えるという行為に果か敢かんに挑戦。

「インターナショナルな恋の話も聞いてみたいわね」

　そして果敢な挑戦は見事成功しちゃったりする。

「エ～～～～」

　ジルは困ったように息を吐はき出す。が同時に別の考えも浮かぶ。

　どうやらこの倉地、恋愛についてはなかなか経験深いらしい。

　かなり詳くわしいのだろう。

　件くだんの不ふ可か解かいな事こと柄がらに、もしかしたら答えを出してくれるかも…………。

　実は倉地、人気こそあるものの男性と付き合った経験は０ゼロ。理由は極度の理想主義だからである。これは飯いい波なみ高校では周しゆう知ちの事実だ。

　しかしそんなことをジルは知らない。

　知る由よしがない。

「実ハ…………」

　ジルは口を開いた。

　正直に言うわけにはいかないから適当に脚きやく色しよくし、変更して別の話を作り上げる。

「私ノ友達ガ、男ノ人ト住ンデマシタ。デモ急ニ一週間ホド出テイクヨウニ言ワレマシタ。コレ、ドウイウコトカ想像出来マスカ？」

「簡単な問題よ」

　倉くら地ちは無責任に断言した。

「女ね」

「オンナ？」

「そうよ。それはどう考えても女がからんでるとしか想像出来ないわ」

「ソレハ一体ドウイウコト？」

「決まってんじゃない。あなたの友達がいなくなっている間、その男は別の女を引っ張り込んでるはずよ」

「ソンナ」

「そうとでも考えなきゃ不自然じゃない。他ほかにどんな理由があるってのよ」

　そう断言されるとそんなような気がしてこないでもない。

　悩みを抱かかえている乙女おとめの心は風になびくススキのようなもの。

「あの、そんなに気にしないほうがいいですよ。倉地先せん輩ぱい、ああですけど恋愛経験って０ゼロなんですから」

　ジルの耳元で三みつ石いしが小声で囁ささやいた。

　なんだそうだったのか……。

　小指三本分ほど安心するジルだったが不安の全すべてを拭ぬぐい去るのは無む理り。

　まだガラスには不安がこびりついている。

　本当に、どういうことなんだろ？

　ジルは鏡かがみに映る自分を見つめた。

　長くても一週間。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはそう言っていた。

　正直言って本当に長かった。
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「で、昨夜ゆうべは見つかったの？」

　制服に着替えつつ森しん写じや歩ぶ朗ろうはサフィーに話しかけた。

「全ぜん然ぜん、それらしい影もみなかったでしゅ」

　ベッドの下から這はい出したサフィーは面おも白しろくなさそうに呟つぶやいた。

「これでもう五日でしゅ」

「五日も探していないってことは、その探してる吸きゆう血けつ鬼き、もうこの町にはいないんじゃないかな？」

　森写歩朗は打だ診しんするかのようにそう言った。

「そうかもしれないでしゅ」

「そういえば前に大きな鳥が飛ぶって話題になったんだよ。なんか東の方へ飛び去っていったって噂うわさだけど」

「それいつのことでしゅか？」

「先月。それ以来そんな話は聞いたことがない」

　森写歩朗は決して口から出で任まかせだとは気が付かせないように真剣な顔で応じる。

「やっぱりいないのかも」

　サフィーがそう吐はき出す。

　森写歩朗は心の中で万ばん歳ざい三唱。

　これも毎日毎日、ジルに連絡を入れてどこどこ付近には絶対に足を踏ふみ入れるな！　と細こまかく指示を出したたまものだ。

　これで、このお子様吸血鬼がここを出ていってくれさえすれば全すべては丸く収まって角がないから子供でも安心して遊べます。

「もう、この時期だろ。人が夜出歩いてるって場所はもう」

「もう一度だけ、今晩だけ探してみるでしゅ。それでいなかったら、出直しってことでしゅ。また情報が入るのを待つでしゅ」

　あと一歩！　あと一歩！　あと一歩！　あと一歩！

　森写歩朗はしっちゃかめっちゃかになった部屋の中、今にも踊り出したくなる心境にかられた。

　同じ吸きゆう血けつ鬼きと住むにしてもサフィーよりジルの方が何倍もいい。

　掃除してくれるし飯メシ作ってくれるし寝ね首くびをかかれる恐きよう怖ふもないし。

「じゃあ、もう一カ所、心当たりがあるから、今晩はそこへ行ってみようか。それじゃな。バイバイ」

　慌あわただしく鞄かばんを摑つかむと森しん写じや歩ぶ朗ろうは家を飛び出した。

「ふ～～～ん」

　サフィーは一人、ベッドの下から顔を突き出したまま掌てのひらを当て考える。

「本当にもういないんでしゅかね」

　それから欠伸あくびをかましてごそごそとベッドの下に潜もぐり込む。

「…………コニー」

　小さな呟つぶやきがベッドの下から漏もれた。
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　天てん道とう様さまが冬の前まえ原はら町を照らす頃ころ、この寒空の中、何な故ぜかアロハシャツで踊る男がいた。

　鼻歌を歌いながらボストンバッグを引っぱっている。

　こんなことをする奴やつはあいつしかいない。

「うむ一句出来た」

　男は立ち止まると冬の空を見上げて歌を読む。




　久しぶり

　帰った故郷はチョー寒い

　アロハシャツでは

　風か邪ぜをひくかも




「う～～～む」

　森写歩朗の父親、花はな丸まる辰たつ太た郎ろうは腕を組む。

「もしかして俺おれは歌人としての才があるのかもしれん」

　なんて馬ば鹿かなことをのたまってから盛大なくしゃみをかました辰太郎は思い切り鼻を啜すすり上げた。

　一メートルくらいの鼻水がズルズルと音を立てる。

「冗じよう談だん抜きでこりゃ風邪をひくな」

　体を縮ちぢませると足早にマンション矢や吹ぶきと書かれた建物へと向かう。

「我が家が俺を呼んでるぜ！」




　近所の奥様や大おお家やという障害物を安物チョコレートというアイテムを駆く使しして乗り越え、やっと自宅へたどり着く。

「ただ～～～いま」

　鍵かぎを開けて中へ飛び込んだ辰たつ太た郎ろうは馬ば鹿かみたいな声でそう叫んだ。

　午後を少しまわったところの木曜日、人がいるはずないのだが、叫ばずにはいられない性格なのだ。

　有害汚染物質である靴下を脱ぎ捨てて、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに荷物をまき散らしつつ居間へと向かう。

「へ～疲つかれた。疲れた」

　辰太郎は居間のソファーに横になった。

「少し休まねえと体が持たねえよ」

　軽く目を閉じる。

「俺おれも若くないんだな。これくらいで疲れるなんて」

　辰太郎はソファーの上で寝返りをうつと何気なくテーブルの広告を手にとった。

『パチンコマンチュリー。新装開店』

　辰太郎は飛び起きた。

　スタンガンでも押しつけられたような勢いだ。

「何ぃ。今日じゃね～～か馬鹿野や郎ろう！」

　すでに疲ひ労ろうという感覚は彼の体からことごとく消え失せている。

　あるのは脳のう裏りに流れる軍ぐん艦かんマーチ。

　そして銀色の玉と戯たわむれる自分の姿。

「よっしゃ。久しぶりにパチンコ行くぞ」

　辰太郎はアロハシャツを脱ぎ捨てると居間を出て森しん写じや歩ぶ朗ろうの部屋へと向かった。

　息むす子この部屋をチェック。へんな雑誌とか出てこないかな、なんてことをする父親ではない。

　どちらかといえばへんな雑誌とかを置いてゆく父親なのだ。

　辰太郎は森写歩朗の部屋の扉ドアへ向かうとまっすぐタンスへ直行。そして中から靴下を取り出す。

「靴下履はかないと靴擦ずれが出来るからな」

　片足を上げて靴下を履く。バランスが崩くずれて、

「おっとっとっと」

　辰太郎はふらふらとよろめくと背はい後ごのベッドの上に尻しりもちをついた。

「最初からこうやって履きゃよかった」

　踵かかとの部分が表側にきてしまいその修正に苦労している辰太郎の足下から赤毛の頭は飛び出した。

「うるさいでしゅ。何時だと思ってる……！」

　赤毛の少女は辰たつ太た郎ろうと目をあわせて呆あつ気けにとられる。

　辰太郎も右に同じで目をぱちくりと。

　普通ならばここに混こん沌とんの海が現れるはずだ。

　しかし、さすがは傍ぼう若じやく無ぶ人じん無敵ツアーコンダクター、花はな丸まる辰太郎。不ふ可か解かいなことには自分なりの解釈をつけてさらにそれに確信を持つという偉い業ぎようが日常茶さ飯はん事じに行える男。

「ははぁ。もしかして君は妹さんかな？」

「？？？？？」

「へぇ、いつからいるんだい？」

「……………………」

「おぉ、自己紹介がまだだったな。俺おれは辰太郎。え～～と近いうちに君のお姉さんの義ぎ理りの父親になる人物だといえば納なつ得とくしてくれるだろ」

　パンパーカパンパカパカパカパン。

　中断していた軍ぐん艦かんマーチが辰太郎の頭の中で流れ出した。と同時にちんじゃらちんじゃらと玉の音も。

「おぉぉぉぉっと。こうしちゃいられない」

　辰太郎は踵かかとが上側にきた靴下のまますっくと立ち上がる。

「悪いな。ちょっと稼かせぎにいかなくちゃならねえんだ。夜に皆が帰ってきたら語り合おうね。かわいらしいお嬢じようさん。アデュー」

　軍艦マーチのリズムでタップを踏ふみながら去って行く辰太郎をサフィーはポカンとした顔のまま見続けていた。

「アタシのお姉さんの義理の父親になる人物？」

　口の中でもごもごとその言葉を反はん芻すうするがその意味は０・05パーセントも理解出来ない。

「誰だれよあれ」

　関東大だい震しん災さいが去った後のような家の中でサフィーは首を傾かしげ続けた。

　いつまで考えても解けない謎なぞだった。
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「あれ、こりゃ珍めずらしいところで会うなぁ」

　部室へ向かう森しん写じや歩ぶ朗ろうのすぐ脇わきからそう声がかけられる。

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがキラリ光る友、西にし尾お克かつ起おきがマイクを片手に歩いていた。

　マイクってところがなんかあれだった。

「お前もう引退したはずだろ。なんで部室へ向かってるんだよ」

「そういう西尾だってあの慰い問もんコンサートで最後じゃなかったのか」

「馬ば鹿か言うなよ。卒業式が最後の晴れ舞台なんだよ。受験で忙いそがしい奴やつは別だが、それ以外の奴は最後の最後まで活動を続ける」

「ご苦労なこって」

「ちなみに部長も変わってない」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは顔をしかめた。

　合唱部部長、宮みや下した政まさ則のりは何を隠かくそう倉くら地ちファンクラブの会長さんなのだ。

　傍はた目めから見れば親密そうに見える倉地と森写歩朗の関係を誤解している節フシがある。実際には武力による完全な主従関係なのに。

　これまで幾いく度どとなく命を狙ねらわれた経験のある森写歩朗としては宮下部長には受験に熱中していてもらいたい。

　っていうかこっちを見ないで欲しいのだ。

「まぁ気をつけるんだな。お前が引退したから多少緊きん迫ぱくしてた空気も穏おだやかになってる。しかしまだまだバックドラフトなんだからな」

　一いつ触しよく即そく発はつの状況らしいが森写歩朗は触ふれるつもりもない。

「分かってるさ」

　森写歩朗は軽く手を上げると崩くずれかけた部室へと足を踏ふみ入れた。

　久しぶりの部室は、相変わらず汚かった。

　来年は新入部員としてぜひとも奇き麗れい好きの子が入ってくれることを祈るしかない。

「遅おそかったじゃない。トーマス」

　一番でっかなソファーに女王様のようにふんぞりかえって倉地がいた。そしてその反対側にはパック入りのジュースをちゅーちゅーと吸う三みつ石いし。

「購買所がこんでて」

　森写歩朗はパイプ椅い子すに腰を下ろすと焼きソバパンの包みを開いてかぶりついた。

　男は黙だまって焼きソバパン。

「最近、あんた弁当持ってこないわね」

　焼きソバが食道につかえる。

「い、いや面めん倒どう臭くさくなっちゃってさ。はは」

　軽く笑って茶を濁にごしてから、

「ところで、ジルの様子はどう？」

「全ぜん然ぜん心配いりませんよ」

　何な故ぜか三石が答えた。

「私毎日遊びに行ってるんです」

　森写歩朗はジルの苦労がなんとなく想像出来た。

「耐たえてくれ。もう少しだから耐えてくれ」

「何ぶつくさ言ってるのよ」

「なんでもありません」

「たださぁ。ジルちゃん。ちょっとだけおかしな癖くせがあるのよね」

　倉くら地ちが片かた眉まゆをつりあげて言う。

「癖？」

「そう。夜の七時頃ごろになるとふらふらっと散歩に出かけて、それで二時間くらいどこかをうろついてるの」

　そりゃ食事にいってるんですよ。心配しないでちょーだい。

　え、食事？

　んなもん血に決まってるじゃないすか。首筋にストロー差し込んでチューチューですよ。

　これらは第一級機き密みつ事項なのである。

「心配することはないさ」

「でも毎日なのよ」

「夜に一人で散歩して自分を見つめるってのはイギリスの北部じゃわりとポピュラーな習慣なんだ」

「初耳ね」

「そりゃそうさ。本当に限られた地域だけだからね。その地域の人は夜七時になると皆外へ散歩に出かけて静かに一人自分を見つめるのさ」

「でも皆出かけたら外の方が騒さわがしくなっちゃいません？」

　またすぐそういうあげあしをとる。

　三みつ石いしにそう愚ぐ痴ちをこぼしたくなるが森しん写じや歩ぶ朗ろうは奥歯を嚙かみ締めて我が慢まん。

「いやその地域は単位ヘーホーキロメートル当たりの人口が目め茶ちや苦く茶ちや少ないからね。問題ないんだよ。ほら知ってるだろ。単位面積当たりの米の収穫量は日本の方がアメリカよりもはるかに多いってことは」

　イギリスの北部の習慣と日米の米の収穫量にどういった関係があるのか定かでないが一いち応おう二人は納なつ得とくする。

「それから、もう一つ。なんかジルちゃん。ご飯食べてないみたいなのよ」

「そりゃ。……………宗教だな」

「宗教？」

「そうイギリス北部のその地域にはヒンズー教の流れをくむイスラム教がキリスト教と融ゆう合ごうしてそこに仏教が交じって出来た独自の宗教があるんだ」

「それで？」

「その宗教の戒かい律りつでこの時期はしばらくの間断だん食じきを」

　我ながら苦しい言い訳だがいたしかたない。

「初耳ね」

「何せ限られた地域ですから」

　韻いんを踏ふむようにそう言う。

「世界にはまだまだ知られていない宗教とか風習とかがあるんですね」

　三みつ石いしの感嘆にも似た呟つぶやきに森しん写じや歩ぶ朗ろうは安あん堵どした。

　誤ご魔ま化かせた！

「でだ。倉くら地ちさん。多分明あ日すか明後日あさつてには迎えに行けると思うんだ。で、彼女に伝えて欲しいんだけど、今日は絶対に南みなみ繁はん華か街がいには近寄るなって」

「そこいらで親類がうろついているのね」

「なかなか飲み込みが早いじゃないすか。それからくれぐれも飛ぶなと」

「飛ぶ？」

「宗教で奇き声せいを上げることを言うんだ」

　勢いづいた森写歩朗はさらに出で鱈たら目めを並べる。

「とにかくそれだけ伝えてくれればいい」

「了りよう解かい」

「ところで、さりげなく変装の件けんなんだけど」

　倉地、三石両名は顔を見合わせて微笑ほほえみを浮かべ合った。

「安心しなさい。毎日、腕によりをかけてコーディネートしてるから」

　倉地、三石の着せ替え人形になっているジルの気の毒な姿が目ま蓋ぶたに浮かんだ。

「今日はクリスマス特別仕立てで行くんですよね」

「ええ、たとえ肉親でもあれをジルちゃんだと一目で見破ることは出来ない！」

　断言する倉地を前に森写歩朗はちょっとだけ不安に思う。

　もしかして、おめ～ら、トナカイのぬいぐるみでも着せるんじゃねーだろうな？
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　夕焼け子焼けで日焼けして、背中の皮がめくれちゃう。

　そんなのどかな町中をジルはスキップ踏ふみながら歩いていた。

　天てん頭とう様さまはその頭の天てつ辺ぺんを地平線から出しているに過ぎない。もうすぐさよならの時間なのである。

　食事をするために出てきたのだが、なかなか思うような獲え物ものと遭そう遇ぐうしないのだ。

　まぁ、はなっから至し高こうの味は期待していないのだが。

「え～～～と。南繁華街へ行かなければいいのよね」

　そういう声は弾はずんでいる。

　なぜちょっとだけハッピーなのかと説明すればそれは単純明快。

　明日か明後日には森写歩朗が迎えに来ると倉地から聞いたからである。

　倉くら地ち宅にいられるのも限界に近かった。そろそろ怪あやしまれ始めている頃ころ。

　潮しお時どきである。

　森しん写じや歩ぶ朗ろう宅に帰れるという事実が彼女にとっては嬉うれしくて嬉しくてたまらないのだ。

「さて」

　ジルはしばし付近を歩き続けて人通りの少ない路ろ地じを見つける。

　そして電柱の陰かげに身を潜ひそめた。

　今日の許きよ容よう範囲に入る人間が来たら餌えさとするためである。

　選えり好ごのみするわけではないがそれでも最低限度のレベルというものがある。

　そのレベルを満たしていない相手の血液を吸うつもりはない。

　ジルは人が通過してゆくのを観察し続けた。

　太った若い女学生がスカートの裾すそをひらひらさせて通り過ぎる。

　ジルは思った。

　油っこそうね。

　続いてがりがりに瘦やせて青白い顔をした女子高生。

　彼女から血をもらうのは、ちょっと可哀かわい想そうよね。

　続いて杖つえをついた元気なおばあさんが小さな孫の手を引いて通り過ぎる。

　片方は成熟しすぎ。片方は未成熟。

　なかなか思うような人物には出会えない。

　ジルはため息を吐はき出した。

　通り過ぎてゆく全すべての人々が自分に好こう奇きの目を向けて行くのが少し気になったが。

　そんなにおかしな格かつ好こうかな？

　ジルは自分の格好を一いち瞥べつした。

　そんなにおかしくないという結論がでた。

　したがって気を取り直して張り込み作業に戻る。

　しかしそれからは男ばかりが続きジルを落らく胆たんさせるだけだった。

　男は問答無用に排除、確認するのは女のみ。

　性しよう分ぶんなのだから仕方ない。

　そういえば、ジルの知る人物で一人、美少年の血液しか飲まないという偏へん食しよく家かがいた。

　もし生きていたならば、今もどこかで美少年を追いかけていることだろうが。

　生きていたら……。

　ジルはちょっとだけ悲しい気分になった。

「ジルさんじゃないか」

　不ふ意いに後ろから声をかけられたジルは体をビクリと震ふるわせた。

　反射的に振り返ったジルは茶色の紙袋と直面する。

　ポンポンに膨ふくれ上がった紙袋からはチョコレートやらクリスマス用のパーティー用品などが姿を覗のぞかせている。底の方にもごつごつした凹おう凸とつが見られることから缶詰め類がぎっちりなのだろう。
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「森しん写じや歩ぶ朗ろうのダディ」

　ジルはいつもの呼び方を口にした。

「おいおい。その他人行ぎよう儀ぎな呼び方は止めてくれって言ってるだろ。どうせ近いうちに俺おれは君の父親になるんだから。ダディだけでいいよ」

　辰たつ太た郎ろうの言っている意味がどういうものか乙女おとめなジルは電光石火に理解する。

「そんな。冗じよう談だんは止めてください」

　ジルは頰ほおを赤らめてはにかんだ。

「冗談なんかじゃないさ。俺は森写歩朗の結婚相手はジルさんしかいないと思ってるんだからな」

「でも」

「頼りなく馬ば鹿かな息むす子こだがよろしく頼むよ。ジルさん」

　調子にのって大声を張り上げたせいか体が揺ゆれて微び妙みような均きん衡こうを保っていた荷物の山が崩くずれ落ちる。

　チョコレートやらパーティー用品やらが道路に落ちた。

「おっといけね」

　荷物を持って動けない辰太郎に代わってジルが屈かがんでそれを拾い上げもとに戻す。

「どうしたんです？　この一杯の荷物」

　ジルはまじまじと紙袋を見つめた。

　辰太郎は誇ほこらしげに戦利品を持ち上げて見せた。

「久しぶりにパチンコ行ったら大当たりさ。少し早いクリスマスプレゼントって奴やつだな」

　それから辰太郎は改めてまじまじとジルを見つめて言った。

「しかし、面おも白しろい格かつ好こうしてるね。いつもと雰ふん囲い気きが全ぜん然ぜん違うから一いつ瞬しゆん誰だれだか分からなかったよ」

「え、おかしいですか？　この格好」

「全然。とってもかわいいさ。うん。それは保証するよ」

　辰太郎はコクコクと首を縦に頷うなずかせつつ言う。

　それから紙袋からパーティー用品の一つを取り出すとジルに手渡した。

「これでまさにクリスマスだな。うん」

　ジルは改めて自分の格好を見つめ直した。そう言われれば確かにコケチッシュでもあるような気がする。

「お、ジルさん。今何時だか分かるかな？　荷物持ってるから腕時計が見れないんだ」

「え～～と。六時五分前ですけど」

「おっと、急いで帰らなきゃ吉よし沢ざわの由ゆ宇うちゃんに会えなくなってしまうではないか」

　辰たつ太た郎ろうは七時のニュースキャスターの名前を口にした。

「それじゃ。俺おれは帰るから。また後でな」

　歩き出す辰太郎。

　呼び止めようとするが声は出ない。

　結局、他人の家で厄やつ介かいになっているという近況報告もしないまま終わってしまった。

「そうそう」

　角を曲がろうとしていた辰太郎が不ふ意いに首だけを後ろに向ける。

「妹さんには会ったよ。いやぁぁぁ。かわいらしい妹さんだね」

「妹………？」

「誰だれもいないと思って家に帰ったら妹さんがいるんだもんな。びっくりしちゃったよ。家に来て一週間くらいになるらしいけどまだ時差ボケが治らないみたいだね。初顔見せは問題なしにすんだから心配しないようにな」

　辰太郎はそれだけを言うと姿を消した。

　困こん惑わくの海が後には残った。

　困惑の海の中央ではジルが漂ひよう流りゆうしていた。

　岸きし辺べは見えない。

　どこを見渡しても。

　よく状況が理解出来ないから落ち着いて考えてみよう。

　ジルは深呼吸をすると現在分かっていることがらを黒板に箇か条じよう書きにした。


　●森しん写じや歩ぶ朗ろうの家には現在女性がいる。

　●滞たい在ざい一週間らしい。

　●つまり自分が家を出た頃ころやってきたということ。

　●しかもかなりかわいいらしい。

　●自分には妹なんかいない。



　つまり、かわいい女の子と森写歩朗が現在同どう棲せい中ちゆう！

　ジルの頭の中で倉くら地ちとの会話が三倍速で再生される。

　倍速再生のデメリットとして声質が甲かん高だかくなってしまうがヒアリングに苦労するレベルではない。




「簡単な問題よ」

「女ね」

「オンナ？」

「そうよ。それはどう考えても女がからんでいるとしか想像出来ないわ」

「ソレハ一体ドウイウコト？」

「決まってんじゃない。あなたの友達がいなくなっている間、その男は別の女を引っ張り込んでいるはずよ」

「ソンナ」

「そうとでも考えなきゃ不自然じゃない。他ほかにどんな理由があるってのよ」




　とまあ、文字にするとこれだけの会話がドナルドダックの声こわ色いろで一いつ気きに脳のう裏りをかけ巡めぐった。

「どういうことなのよ」

　ジルは不ふ可か解かい火か山ざんが大爆発寸すん前ぜんで拳こぶしを握にぎり締める。

　辰たつ太た郎ろうから受け取ったパーティー用品の包みがくしゃくしゃと音をたてた。

　困こん惑わくの海は疑ぎ惑わくの海へと姿を変えた。

　疑惑の海はおおしけになった。

　今すぐ真しん相そうを確かめなければ耐たえられない。

「あ、いたいたいた」

　倉地と三みつ石いしが駆かけ寄ってくるのも目に映ってはいなかった。

「ねえジルちゃん。これから喫きつ茶さ店てんにでもいかない？　いいところがあるのよ」

「…………ゴメンナサイ。私。行カナクチャ」

「どこへ？」

　倉くら地ちがそう尋たずねる。

「南ノ繁はん華か街がい」

　さぁ慌あわてたのは倉地だ。

「駄だ目めだって。南の繁華街だけは駄目」

　耳元でそう言われたジルは懐かい疑ぎ的てきな目を倉地に向けた。

「ドウシテ駄目ナンデスカ？」

　倉地は言葉を詰まらせた。

　ジルの身み内うちが連れ戻しに来ていることは秘密にする約束だ。

「だから、最近あそこ少し物ぶつ騒そうなのよ。ねぇ三みつ石いしちゃん」

「そうですよ」

　倉地からジルを連れ戻しに来た肉親の話を聞いているため三石もすかさず相あい槌づちを打つ。

　二人ともそれが森しん写じや歩ぶ朗ろうの作り話だということには気が付いていない。

「最近パンツがよく盗ぬすまれるって噂うわさです。知らないおじさんも一いつ杯ぱいいるんですよ」

「そうそう。先日も知り合いが繁華街で中華料理を食べたら味が濃かったそうよ」

　そんな三石、倉地の猿さる芝しば居いではジルの懐疑的な瞳ひとみを変化させるのは不可能。

　この二人は何かを隠かくしてる。私だけ仲間外はずれで。

　かえって疑ぎ心しん暗あん鬼きの念を強くしてしまったジルは踵きびすをかえすとさっそうと歩き出す。その矛ほこ先さきは南の繁華街。

「ちょっと待ってよ」

　倉地が慌ててジルの肩を摑つかむ。

「ね、悪いこと言わないから」

「そうですよ」

　ジルは振り返った。

「三人でどこか行きましょ」

　倉地と三石が自分の瞳を見つめているのを確認したジルは目つきを鋭するどくし力を込めた。




　　　　５




　飯いい波なみ市南に位置する繁華街、レストランやブティックもあれば普通のスーパーマーケットなどもある。

　クリスマス直前ということもあり、クリスマスセールを行う店が殆ほとんどだ。だから人が一杯。

「そりゃ父さんだよ。たぶん」

　電車と徒歩でここまでやってきた二人は何事か話し合っていた。

「パパ？」

　サフィーはいぶかしげに目を細める。

「似てない親子でしゅね」

「信じられない気持ちは分かる。僕だって三日に一度は疑うからなぁ」

「パパさん見習ってもう少し元気になったらどうでしゅか？」

　サフィーは森しん写じや歩ぶ朗ろうを見上げて言った。

「それは昔から言われていることだよ」

　森写歩朗は力なく答えた。

　最後の捜そう索さく場所へやってきたのだ。サフィーなら空を飛んでもこられるのだがさすがにまだ人目につく。

「それからさ」

　サフィーは不ふ可か解かいそうに小首を傾かしげた。

「サフィーちゃんに向かって。自分はお姉さんの義ぎ理りの父親になる人物だって」

「[image: えだくてん]……」

　濁だく音おんのついた母音で反応する森写歩朗。

「なんかアタシを誰だれかの妹と誤解してるみたいだったでしゅ」

　間違いなくジルだ。

　父親らしいなんと安直な思し考こう回かい路ろだなと少し感心する。

「はは」

　森写歩朗は誤ご魔ま化かすために作さく為い的てきな笑みで応じた。

「父さん、時々訳が分からないことを言うんだ気にしちゃ駄だ目めだよ」

「病院へ連れていった方がいいんじゃないでしゅか」

「うん。考えておくよ」

　サフィーは見上げていた視線を辺あたりへと向けた。

「えらく人が多いでしゅね」

「クリスマスシーズンだからなぁ。皆プレゼントとか用意してるんだよ」

　確かに、明後日あさつてはクリスマスイブ。

「今年最後の稼かせぎ時ってやつだね」

「これはなんて書いてあるんでしゅか？」

　サフィーは足を止めると百貨店のビル前に掲かかげられる巨大な看かん板ばんを指さした。

「漢字をあまり知らないんでしゅ」

「え～と」

　森写歩朗は看板に目を向ける。

「年末、特別展示会。中世ヨーロッパ、無名画家絵画展示会……だそうだ」

「ふむ」

「つまり、中世ヨーロッパの無名画家の作品を展示すると、まぁ東京や大阪ならともかく長なが野の県だからなぁ。しかも飯いい波なみ市。大したもんはないと思うぞ。ほら画家の名前が書いてあるけど知らない名前ばっかりだ。ドンドチョリゲス。ピロッタナクガリート。ジョイリーカルナッタ…………やっぱ知らないや」

　サフィーはすたすたとビルの入り口へと向かって行く。

「見てみたいでしゅ」

　さっさとビルの中に入って行くサフィーを森しん写じや歩ぶ朗ろうは慌あわてて追いかけた。




　無名絵画展は、どうやら不評だったらしい。

　ビルの最上階の展示室に人の姿はまばらだった。

　大人料金、子供料金合計二千三百円を払った森写歩朗はふてくされた表情で足を踏ふみ入れた。

　フロアには五十枚程の絵が並べられていた。

　サフィーは中央の小さな絵の前に立ち食い入るようにその絵を見つめている。

「気に入ったのか？」

　森写歩朗は財布をポケットにしまいつつサフィーに近寄った。

　古ぼけた絵は男の絵だった。

　ひじょ～～～～に変わっていた。

　これが本当に中世ヨーロッパで描かれたものなのかと、つい疑ってしまう。

　絵の中の男はウインクをしさらにピースサインをしているのだ。

　無責任そうなちょび髭ひげを生やしたフケ顔の男の絵。髪かみの毛は糊のりでもつけたようにツンツンとんがっている。

　森写歩朗は絵の脇わきのプレートに目を移した。

『ジョイリーカルナッタ、ポーランド１５２１～１５５０（享きよう年ねん三十）自画像』

「う～～～ん」

　森写歩朗は妙みような気分を覚えた。

　初めて見る絵なのに何な故ぜか見覚えがあるような気がする。

「この男の人。誰だれかによく似てるような気がするんだよな」

　隣となりのサフィーに話しかけるが、返事は返ってこなかった。

　お世せ辞じにもかっこいいとはいえない男の絵。

　だがサフィーは真剣な瞳ひとみで絵を見つめているのだ。

「どう思うでしゅか？　この絵」

「どうって、僕はどうも好まないな」

「アタシは大好きでしゅ」

　それからサフィーはその横にスライドすると別の絵へと目を向ける。

　こ～～～いったタイプが好きなのかぁ。

　変わった趣味だな。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは心の中でそう呟つぶやくと再び絵に目を戻した。

　やはりどこかで見たことがある顔だった。もしこのとがった髪かみをなでつけて、ちょび髭ひげを消したとしたら…………。

　頭の中でシミュレーションしてみる。答えはすぐに出た。

「あぁぁ」

　森写歩朗は苦笑した。

　どうりで記憶があるわけだ。どうりで好まないわけだ。

　目の前の絵の男、それはあいつに似ていたからである。

　幾いく度どとなく森写歩朗の命を狙ねらうあいつ。

　倉くら地ちファンクラブ会長、宮みや下した政まさ則のり。

　いや髭と髪の毛さえなんとかすればそっくりと言ってもいいだろう。

　世の中には、三人、同じ顔をした人がいるって聞いたが本当だったんだな。

　腕を組んで感心する森写歩朗の裾すそを引っ張るサフィーの小さな手。

　何も出来ない手ではない。

　その気になれば森写歩朗を引き裂さくくらい簡単にこなす手なのだ。

「行こう。探さないといけないでしゅ」




　ビルを出た地点でサフィーは言った。

「じゃあ今晩はここいらを探してみるでしゅ。これで見つからなかったら、他ほかの町を当たってみるでしゅ」

　よし、今晩だけ逃げ切れば。今晩だけ逃げ切れば…………。

　呪じゆ文もんのようにそう反はん芻すうする森写歩朗。

「何をぶつくさ呟いてんでしゅか？」

「いや、なんでもないよ。それじゃ。がんばって」

　森写歩朗は模範的な笑顔で手を振るとその場を後にした。

　これで終わったという安あん堵ど感覚が胸にはあった。

　いくらサフィーがこの辺あたりを散さん策さくしてもジルを見つけられるはずない。これでお目当ての吸きゆう血けつ鬼きがこの町にいないことを認識したサフィーは明日あしたの夜には別の町へ向けて旅立つことだろう。

　そして安息の日々が訪れるという筋書きだ。

「トーマス！」

「花はな丸まる先せん輩ぱい！」

　その二つの言葉が混じり合い渾こん然ぜん一いつ体たいとなって森しん写じや歩ぶ朗ろうの耳に飛び込んできた。

「ん？　なんだか倉くら地ちさんと三みつ石いしちゃんの声が聞こえてたような気がするが」

　足を止めて辺あたりを見渡すが見えるのは人の波のみ。

「気のせいか」

　再び歩き始めた森写歩朗の目の前に突とつ如じよとして突き出る二人の顔。

　全速力で走っていたのかぜいぜいと息を吐はき出しながらもその血ち走ばしった目だけはしっかりと森写歩朗に向けられている。

「トーマス！」

「花丸先輩！」

　かなりの迫はく力りよくだった。

「ど、どうしちゃったの二人とも？」

　半歩後あと退ずさって応じる森写歩朗に倉地は早口にまくしたてた。

「ジルちゃんがここに来てるの」

「えぇぇ」

　筋書きに狂くるいが生じた瞬しゆん間かんだった。

「なんでか分かんないけど突然ここに来るって言い出して」

「止めなかったのか？」

「止めたんですけど」

　三石は言いよどむようにトーンを抑える。

「なんか急に目め眩まいがして。気が付いたら」

「いなくなってたの」

　その場で何が行われたのか大体予想がつく。ジルの軽度の催さい眠みん術じゆつだ。

　ジルがここに来ている。この事実はサフィーと出くわしてそのまま超能力対決になるという可能性を孕はらんでいる。

　こいつはまいった。

　森写歩朗は血の気が失せて行くのを感じた。

　それでもいつまでも貧ひん血けつ君くんしてるわけにもいかないからなんとか心臓ポンプの圧力を上げて脳味噌に血液を取り戻す。

「分かった。とにかく手分けして探そう」

　三人は険けわしい表情で頷うなずき合うとばらばらに散った。




「ったく。なんでなんだよぉ」

　ぼやきながらも森写歩朗は小走りに駆かける。

　人混みを縫ぬうようにして辺あたりに目を向けるが、ジルの姿は見えない。

　ジルの姿…………。

　ジル………。

　待てよ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは足を止めた。

　すれ違う人々の中、大きな問題に気がついた彼は、夜空を見上げると呟つぶやいた。

「ジル……どんな格かつ好こうしてるんだろ？」

　確か倉くら地ちと三みつ石いしはこう言っていたような気がする。

　肉親が見てもあれがジルちゃんだとは分からないはずよ。

　肉親でない森写歩朗が見たら余よ計けい分からないかもしれない。

「確か………クリスマス特別仕立てとかなんとか言っていたな？」

　なんて思い出してみても、世の中の女の子がクリスマスにどのような格好をするのか知らない森写歩朗にとってはそれは何の助けにもならない。

「クリスマスだから、ジングルベルジングルベルで鈴すずが鳴る。首に鈴でもつけるのかな？」

　一言呟いて森写歩朗は頭を搔かいた。

「いくらなんでもそりゃないよな」

　チリンチリンチリン。

　タイミングよく響く鈴の音。

　後ろの方向からである。

　振り返ると人混みの中、こちらへ向かってくるトナカイがいた。

　トナカイだった。

　どこからどう見てもトナカイだった。

　森写歩朗はあんぐりと口を開けた。

　まさかとは思う。まさかとは思うがあれがジルなのか？

　そこで森写歩朗は激しく首を振った。

　いくら倉地さんでもさすがにあんなぬいぐるみは持っていないだろう。

　それでも可能性を捨て切れない森写歩朗は無言でトナカイを観察し続けた。

　いくらなんでも。

　いくらなんでも…………。

　いくらなん………。

　もしかしてジル？

　最初は十パーセントにも満たなかった可能性が、トナカイが近寄ってくるに従ってグングンと上昇する。

　トナカイは森写歩朗めがけて歩いてくるのだ。

　目の前でトナカイが止まった。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは絶望的な表情で天を仰あおいだ。

「やっぱりジルなんかぁ」

　それ以外にトナカイが自分のところにやってくる可能性が考えられなかったのだ。

　表情を固くするとトナカイの毛むくじゃらの手を握にぎり締める。

「馬ば鹿か！　なんでこんなところに来たんだよ」

　それから神経質そうに辺あたりを見渡しサフィーがいないのを確認してから摑つかんだ手をグイと引っ張った。

「とにかくここから離れるぞ」

　トナカイの手を握ったまま森写歩朗は駆かけ出した。

　トナカイが意志を自己主張する暇ひまはなかった。




「あれ？」

「どうしたの三みつ石いしちゃん」

「今、花はな丸まる先せん輩ぱいがトナカイの手を引っ張って走っていったんですけど」

「いくらあの馬鹿でもこんなときにそんなことして遊ばないでしょ。ほら、早くジルちゃんを見つけるわよ」

「見間違えかなあ」

　三石はトナカイが消えた方向をしばしの間見つめていた。




「ここまで来れば……大丈夫だろ」

　ぜいぜいと息を吐はき出しつつ森写歩朗は屈かがみこんだ。

　トナカイの疲ひ労ろうも激しいようで完全に地面にへばり込んでいる。

　繁はん華か街がいから少しだけ離れたところ。保育園の敷地内。

　近くの住宅から漏もれる光やテレビの音などでそれなりに騒さわがしかった。

「なんで来るんだよ。目め茶ちや苦く茶ちや危ないところだったんだぞ」

　トナカイは返事をしなかった。

　まだ地面にへたりこんでいる。

　森写歩朗は疑問を覚えた。

　現在は夜、どう考えても自分よりジルの方が強い。

　少し走っただけで息が切れるなど考えられない。

　しかし目の前のトナカイは声を出せない程へたりこんでいる。

　ぐったりと。

「ジル。どうかしたのか？」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはへたりこむトナカイにそう声をかけた。

「誰だれかにピーマンでもぶつけられたのか？」

　するとトナカイはむっくりと起き上がる。そしてその中からくぐもった叫びが響いた。

「何をするんですか！！！」

　どう聞いても怒いかりのエッセンスがぎっちりと詰まった叫び声だ。

　それからトナカイは首に手をかけるとごそごそと脱ぎ出す。

　森写歩朗の目が大きく見開かれた。

　ジル。いつの間に変身の術を…………。

　恒こう例れいにもそう思ってしまう。

　目の前でトナカイの首だけ外はずした人物は……。

　ジルじゃなかったのだ。

　ごく普通の日本人の女の子。高校生くらいだろうか？

「いきなりこんなところに連れてきて。変なことしたら警察呼びますよ」

　森写歩朗は強こわばった目ま蓋ぶたを必死に押し広げて相手の顔を見つめた。

「店長にしかられちゃうじゃないですか」

　その娘はぷりぷりと怒おこると手にしていた茶色の塊かたまりを森写歩朗に突きつける。

「ケーキ屋の前で落としましたよ」

　自分の財布を目にして森写歩朗はようやく理解した。

　この娘は財布を落とした自分を追いかけてきただけでジルでもなければ今回の騒そう動どうに右足の親指すら踏ふみ込んでいない部外者なのだ。

「ったく、冗じよう談だんじゃありませんよ」

「ごめん……………」

「ハナオキ洋菓子店ですからね。ケーキを買うんでしたらそこにしてくださいよ」

　きっちりと宣伝だけはしておくところが抜け目ない。

　トナカイは首を小こ脇わきにかかえたまま背を向けた。

　去って行くトナカイの背を見つめながら森写歩朗は嘆息した。

　毎度のこととはいいながら、なんて僕はこう頭がパパラッチ？

　しかしいつまでもここで落ち込んでても仕方ない。

　戻らなければ、戻って今度こそ本当にジルを見付けなければ。

　うなだれた首を持ち上げ座っていたタイヤから腰を浮かした森写歩朗。

　歩き出した彼はまっすぐに出口へと向かう。

　そして入って来た人物と出くわした。

　森写歩朗は軽く鼻を鳴らした。

「さっきはトナカイ。今度はサンタクロースか」

　大おお方かた先ほどのトナカイを追ってきたのだろう。それにしても小柄なサンタクロースだ。どうせならもっと大きな内臓を雇やとえばよかったのに。

「トナカイさんなら帰りましたよ。どうもご迷めい惑わくをかけてすみませんでした」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは立ち止まるとペコリと頭を下げた。

「今年のケーキはハナオキ洋菓子店にするんで、許してください。それじゃ僕急いでるんで」

　サンタクロースの脇わきを擦すり抜けようとする森写歩朗だったがその首筋をぎゅっと摑つかまれて引き戻される。

　ものすごい力だった。

　こんな小柄なサンタクロースから生まれるとは到とう底てい思えない。

「説明してくれるかな」

　淡たん々たんとする部分がかえって凄すご味みを感じさせるそんな口調。

　しかしその声こわ色いろには聞き覚えがてんこもりおばちゃん。

　森写歩朗はまじまじとサンタクロースの顔を見つめた。

　どこかで見た顔だった。

　この髭ひげさえなければ。

　おもむろにその髭に手を伸のばすとひっぱってみる。

　髭は簡単に外はずれた。

　顔面の半分を隠かくしていた髭がなくなるとそこに現れたのはどこかで見たような顔………。

「ジル！」

「久しぶり。森写歩朗」

　ジルは不ふ機き嫌げんそうな顔でそう言う。

「さ。ここなら人もいなし。ちゃんと説明出来るでしょ」

「何を？」

　ジルは目を吊つり上げていった。

「あなたが一いつ緒しよに暮くらしている女の子についてよ」

　森写歩朗は露ろ骨こつにまいったなぁぁぁってな顔を見せる。

「え？　何のこと。僕よく分からないよ」

　とりあえずとぼけてみたがその行為になんの効力もないのはジルの変わらない表情から窺うかがえた。

「とぼけたって無む駄だ」

　やっぱり無駄だった。

「森写歩朗のダディから聞いたんだから。もっともダディはその娘こを私の妹だと誤解してたみたいだったけど」

　そうか、あの後父さんジルと会ったのか………。

　悪い偶ぐう然ぜんって重なるもんなんだね。

　心中でそう呟つぶやく。

「納なつ得とくのいく説明されるまで帰らないからね」

「ジル」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは努つとめて真剣な表情を作るとジルの瞳ひとみを見つめた。

　必死に純粋無む垢くな瞳を構こう築ちくして。

「もう少し待ってくれ。あと少し。それで全すべて終わるんだ」

「待てない」

　きっぱりと言い切られた。

　純粋無垢な瞳は意味がなかった。

　仕方ない。

　森写歩朗は嘆息した。

　やはり正直に打ち明けるしかないのか…………。

　決心を固めると、森写歩朗はゆっくりと切り出した。

「実は………その、この間、女の子が飛んできたんだ」

「その話なら聞いたわよ」

「だから、その」

　言うべきか言わないべきかまだ心の中で葛かつ藤とうは続けられている。

　ジルは別べつ段だん森写歩朗を急せかせることもせず言葉を待っている。

「あれ？　こんな所で何やってるんでしゅか？」

　不ふ意いに森写歩朗の後ろからそんな声が響いた。

　どう聞いてもサフィーの声だった。

　なんでこんなに運が悪いんだ？

　森写歩朗は慌あわてて手にしていた白い髭ひげをジルの顔へと押しつける。

　そしてジルを隠かくすようにして振り返った。

「はは」

「あそこ駄だ目めでしゅ。サフィーちゃん歩いてるだけでもう十回くらいお巡まわりさんとかに話しかけられるんでしゅ」

　サフィーがふわりと着地する。

「お母さんとはぐれちゃったかな？　おうちはどこなの？　って。冗じよう談だんじゃないでしゅ」

　サフィーは唇くちびるを尖とがらしてから森写歩朗の後ろの人影に目を向ける。

「誰だれでしゅか？」

「いや～誰でもないって気にしちゃいけないよ」




　ジルは直感で感じ取った。

　現在森しん写じや歩ぶ朗ろうが会話している人物こそ辰たつ太た郎ろうが妹と誤解した人物。

　その顔を見ようとするが森写歩朗がとおせんぼお化ばけのように、はたまたピッペンの完かん璧ぺきなディフェンスのごとく体を左右に動かしてジルの視し界かいを遮さえぎる。

　腹立たしいものを感じたジルは森写歩朗の体に手をかけると無む造ぞう作さに払いのける。

　ジルにとっては無造作でも森写歩朗にとっては曙あけぼのの張り手をくらったようなもの。

「うわあ」

　そのまま横に飛ばされて少し離れたところの砂場に頭から突っ込んだ。

　頭を引き抜いた森写歩朗は対たい峙じする二人を前に絶望的な呻うめき声を漏もらした。

　ジルとサフィー。二人の吸きゆう血けつ鬼きは無言でお互いを見つめ合っている。

　このままでは鮮血の戦いｉｎ飯いい波なみ市サード。

「逃げろ！　ジル！」

　しかしジルは森写歩朗の言葉など耳に入っていない様子で歓かん喜きの表情を浮かべたのだった。

「姉さん！」

　その言葉が空気を震ふるわせた。

　姉さん？？？

　森写歩朗は目をぱちくりさせた。

　この言葉が、サフィーからジルに向かって言われたのならば違い和わ感かんなしに受けとめられただろう。しかし実際にその言葉を口にしたのはジルなのである。

　森写歩朗はジルを見て、それからサフィーを見て、それからまたジルを見た。

　どう見てもジルがお姉さんだ。

「姉さん！」

　しかしそれは聞き間違いではなかったらしい。

　どういうことやねん？

　思わず困こん惑わくの海へ出港してしまうところだったが、笑みを浮かべたままサフィーに抱きつくジルを見てなんとか踏ふみ止とどまる。

「逃げろ！　ジル！　殺されるぞ！」

「何言ってるのよ。森写歩朗」

「そいつは君を殺すためにブラックウイナーからやって来たんだぞ！」

　ジルは吹き出した。

「そんなことあるわけな…」

　パシッ！

　サフィーがジルの手を払いのける音が響いた。

「悪いけど……花はな丸まるボーイが正解なのよ。コニー」

　それまでとは打って変わった、冷れい淡たんな声が響いた。

　それまでのお子様言葉とは全く異質の声が。

　発したのはサフィーだった。

　しえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはあまりの展開にあごを落とす。

「サフィーちゃん？」

　かすれた声でそう呟つぶやいた。

　聞き間違いだ！　そうに決まってる。

　しかし、森写歩朗の聴力に異状はなかった。

　サフィーは森写歩朗に目を向けるとさもおかしそうに呵か々かと笑った。

「最初からおかしいおかしいとは思ってたのよ。知り合いだったとはね。道どう理りで吸きゆう血けつ鬼きの扱いに慣れてたわけだ」

「姉さん。もしかして………」

　ジルの視線がサフィーの膨ふくらみもない胸に注がれる。

　サフィーは微笑を浮かべると、親指で右の胸を指さした。

「そうよ。ここに爆弾が入ってる。これはあなたを殺さない限り外はずされることはない」

　サフィーの体がゆっくりと上昇する。マントの裾すそがひらひらと蠢うごめいた。

「アタシはね。コニー、あなたよりちょっとは長く生きてるけど、それでも命は惜おしいの。あなたを殺して生き延びられるなら、それを実行しない理由はないわ」

「姉さん」

「同じ吸血鬼に生命いのちをもらった仲として今日だけは見逃してあげる。今日だけはね」

　サフィーのマントが一いつ瞬しゆん大きく巻き上がると、次の瞬間その体は一いつ気きに飛び出す。

　サフィーの姿が見えなくなるまでにそれほどの時間はかからなかった。

「姉さん」

　ジルはサフィーの消えた空を見つめながらそう呟いた。

　いや、並外れた視力を保有するジルには見えていたのだろう。姉の姿が。

「よそ見して飛ぶから、電柱にぶつかるのよ」

　森写歩朗がいくら目をこらしてもその面おも白しろい光景は見えなかった。
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　イギリス。

　温暖な海流の影響で十二月下旬ながらそれほど厳きびしい寒さではなかった。

　でもちっとは寒い。なんてったって冬だから。

　十六世紀に造られたような古くさい家が立ち並ぶ中、場違いにきらびやかな看かん板ばんを掲かかげたレストランが一つ。

『ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＲＥＳＴＡＵＲＡＮＴ ＫＡＥＤＥ』

（なお、これ以後の会話は英語で行われています。日本語で書いてありますけど英語なんです。ご了承ください）

　とぼとぼとボストンバッグ片手に歩いていたスッグルナックはその看板の前で足を止めた。

　五年振りの祖国だ。再就職先を探さなければならないのだが、既すでに暗くなっている今、どうすることも出来ない。

　機内食は敬遠してきたため腹はすいていた。

　これからを考えると比較的コストの高い日本料理は避さけた方が良さそうなのだが………。

　久しぶりにジャパニーズフードを口にしたいような気もする。

　心の中でしばし葛かつ藤とうした後、スッグルナックは重い扉ドアを押した。

　ソイソースの香かおりが鼻をつく。

　あぁ、間違いなく日本食屋だ。

　明るい店内へ足を踏ふみ入れるスッグルナックに景気のいい声がかけられる。

「へいらっしゃい」

　包丁を片手にした板前だった。

「お客さん。カウンターが空あいてますぜ」

　スッグルナックは板前に促うながされるままカウンターへとつく。

　目の前のガラスケースにはイカやらタコやらの寿す司しネタが寝ね転ころがっていた。

　いつ指名されるか？　いつ指名されるか？

　ほら僕達指名料なんていらないんだよ、何でも好きなものお言いよ！

　なんて無言で自己アピールをしているがスッグルナックは寿司を食べる気はしなかった。

　生魚があまり得とく意いではないのだ。

　幼い頃ころ、川で泳いでいてなまずを飲み込んだことがトラウマとなっている。

　店内を軽く見渡す。

　他ほかの客の姿は見られなかった。

　カウンターにはスッグルナックを迎え入れた日系板前、年は四十前後だろう。

　そして奥で背を向けてる若い板前。

　シャリシャリシャリ。

　包丁でも研といでいるのだろうか。しゃりしゃりと規則的な音が響いていた。

「それじゃあ。まず最初、ビールにします！　それともサケ！」

　パワフルな親父だった。

　ガソリンでも飲んでるとしか思えない。

「それじゃ。サケをホットで」

　おしぼりで手を拭ふきながらスッグルナックは顔を上げる。

「サケ、ホット！」

　自分で用意するくせに大声を張り上げた板前はいそいそと徳とつく利りをかんつけする。

「この店新しいようだけどいつ出来たんですか？」

「実は今日で三日目なんですよ」

　なんでこんだけの距離なのにそんな大声出すんだよぉ！　と文もん句くを言いたくなるような傍はた迷めい惑わくな声量が響く。

「だからまだ知られてない。お客さんついてますぜ。あと一週間もすればここは行列が出来て一時間くらい外で待たなければ入れなくなるんですから」

　それはないな。

　スッグルナックは口の中で呟つぶやいた。

「さ、お待たせしやした」

　かんが完了した徳利をふきんで持ち上げるとスッグルナックのおちょこに注ぎ入れた。

「ありがとう」

　おちょこに注がれたサケを一いつ気きに飲み干すとスッグルナックは大きく息を吐はき出した。

「ふうぅ」

「さ、どうしましょう」

「じゃあこの焼魚定食を」

「寿す司し、食わねえんですかい？」

「いや生魚は少し」

「うちの寿司は一ひと味あじ違いますぜ」

「いや、その」

「寿司、食べていってくださいよ」

　迫せまる板前の迫はく力りよくにスッグルナックは根負けする。

「それじゃ、何か適当に握にぎってください。あぁ、イクラだけは食べられませんから」

「了りよう解かい！」

　板前は意気揚よう々ようとガラスケースを開けると中から魚を取り出した。

「それじゃ、適当に握ってくんで。腹が一いつ杯ぱいになったら言ってください」

　板前は手慣れた手つきで寿す司しを握り始める。

「今日はお仕事ですかい？　こんな遅おそくまで」

「ふふ」

　スッグルナックは自じ嘲ちよう気味に笑うとサケに口をつける。

「仕事を止めたばかりなんですよ。私は」

「………」

　さすがにこの板前もまずいことを尋たずねてしまったと後こう悔かいの色を見せる。

「ま、元気出しましょうや。ほら後ろで包丁研といでるあいつも先月仕事止めたばかりなんですぜ。それがこうやって前途明るい一流レストランに雇やとわれたんだ」

「はは。そうですね」

「で、どういった関係のお仕事をしてたんです？」

「……有害動物駆く除じよ？　ですか」

「へぇ、そりゃまた大変そうな」

　板前は出来た寿司を下げ駄たの板のような台へ置いた。

　実は下駄なんじゃないの？　って疑いたくなるくらいそれはそっくりだった。

「どうぞ」

「いただきます」

　スッグルナックは寿司を手に取るともぐもぐと食べた。

　ゆっくりと。

　生魚が苦にが手てな彼にとってどうにも一いつ気きに口に放りこむ気にはなれない。

　そんな様子を板前はぷるぷると肩を震ふるわせつつ見つめている。

「え～～～～～～い。もう我が慢まんならねぇ」

　突然包丁を振り上げた板前はそれをテーブルへ突き立てた。

「お前さんには覇は気きってもんが足りねえ。寿司をそんなちみちみ食べるなんざお天てん頭とう様さまが許してもこのジェームス原はら田だ様さまが許さねえ。仕事のことなんか忘れちまいな。俺おれが特効薬を用意してやっから」

　板前がカウンターの下から取り出したのは一升瓶びんだった。

『馬の洗あらい水みず』と書かれていたが日本語であるためスッグルナックには読めない。

「幻まぼろしの銘めい酒しゆ。馬の洗水だ。これを飲めば悩みなんて吹き飛ぶ。さぁ」

　コップに並々と注がれた透明な液体。しかしこの液体には人間の理性を狂わせる毒薬がたっぷりと含ふくまれているのだ。

「いや、私は」

「飲め」

「その」

「飲め」

「だから」

「飲まなかったら、生きてこの店を出られると思うなよ」

　内心、とんでもないところへやってきてしまったもんだと後こう悔かいしながらコップを受け取る。

　冗じよう談だん抜きで飲まなければ殺される。

　スッグルナックは目を閉じると一いつ気きに液体を飲み干した。

　喉のどと頭が同時に灼しやく熱ねつする。

　これ一いつ杯ぱいで解放されるなら……。

　大きな間違いだった。

　それは地じ獄ごくの始まりにすぎなかったのだ。




「だから、あまりにもやり方がひどすぎるんです」

「うん分かる分かるぞ」

　酔よっ払ばらいが二人、くだを巻いていた。

　かなりの長さのくだだった。

　片方はジェームス原はら田だ。そしてもう片方は顔を真っ赤に染めたスッグルナック。

　叩たたけば音のなりそうな空の一升瓶びんが二人の足下に転ころがっていた。

「いくら仕事だからってね、小さな女の子の胸を切り裂さいて心臓に爆弾を埋うめろって言うんですよ、私に。ずっと外科医で人の命を救ってきた私にですよ」

「そりゃひどい、ひどすぎる」

　そこでジェームス原田はうつろな目をスッグルナックに向ける。

「え～～～と。何のお仕事だったっけ」

「ＷＨＯでバンパイアを退たい治じする課にいたんです」

「ほぉぉぉ。そうだった。そうだった。アンパイアね。審しん判ぱんを退治したら試合が出来なくなっちゃうなぁ」

　アルコールにまみれた会話を背中に若い板前は無言で包丁を研とぎ続けていた。

　シャリシャリシャリシャリ。

　全身全霊を込めるかのごとく包丁を研ぐ。

　シャリシャリシャリシャリ……。

　規則的に動かされていたその手がはたと止まる。

　スッグルナックの口から漏もれたＷＨＯの一言によって。

「で、審しん判ぱんの心臓に爆弾を埋うめ込んでどうするって言うんだい？」

「ジャパンに向かわせたんです」

「我が祖国ジャパン！」

　ジェームス原はら田だは立ち上がると演歌を一曲披ひ露ろうした。

　そんな原田など視し界かいにも入れずスッグルナックは続ける。

「ジャパン在住で、今まで二度も我々の派は遣けんした狩人かりうどを撃退したバンパイアをね、倒させるっていうんですよ。命を人ひと質じちにして。そりゃ彼女は何百年も生きてるバンパイアですよ。でも、見かけはほんの幼い子供なんですよ」

「そりゃひどい。いくらつらい判定を下したからといって殺すなんて。たかが野球の試合じゃないか」

「そうなんですよ」

　スッグルナックは酒くさい息を吐はき出すとコップに残っていたサケをあおった。
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　そしてさもおかしそうにくっくと笑いを漏らす。

「でもね。私、やってやったんですよ。カプセルの接続が甘あまくなってるんですよ。生き延びる可能性を与えてやったんですよ。もし爆弾が外はずれれば、あの子も、そしてジルコニアも生き延びることが出来るんだ」

「おめでとう。わが祖国。この曲を巨人軍に捧ささげようじゃないか！」

　二人は立ち上がると一升瓶びんを手に踊り始めた。

「すみません。その話、もう少し詳くわしく聞かせて戴いただけませんか」

　それまで背中を向けていた見習いの板前がカウンター越しに呟つぶやく。

「え、どんな話？　こんな話？　そんな話？」

　すっかり出来あがった二人はおちゃらけている。

　シュパッ。

　空気を切り裂さく音が響いた。

　スッグルナックが手にしていた一升瓶が輪わ切ぎりにされ床ゆかに落ちた。

「頭は冷えましたか？」

　見習い板前の淡たん々たんとした声。

　沈ちん黙もく………………。

　ジェームス原はら田だが弾はじかれたようにカウンターに駆かけ寄った。

「モンドー。お前がやったのか？　お前そんな包丁技わざを持っていながらなんで今まで隠かくしてたんだ！　よし、明日あしたから毎日五回、ショータイムの時間を取ろう。離れた場所から魚をさばく奇き跡せきの板前」

　見習い板前はジェームス原田を押し退のけるとツカツカとスッグルナックに近寄った。

「………モンドー。ミルカ・ベル・モンドーなのか？」

　スッグルナックは驚きのあまり口をぱくぱくさせる。

　先月、ブラックウイナーに辞表を叩たたき付けて去っていった狩人かりうど。ミルカ・ベル・モンドー。まさかこんな所で見習い板前をやっているとは誰だれも予想していない。

　出来るわけがない。

「お願いします」

　ミルカ・ベル・モンドーは端たん正せいな顔立ちを険けわしくしたまま言った。
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「そうか、そういうことだったのね」

「理解した？　納なつ得とくした？」

「私に話してくれなかったのは正直頭に来てるけど、まぁいいわ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはため息を吐はき出した。

　混乱する頭をなだめさせながら必死に説明すること二時間と三十二分。

　ちなみに現在二人がどこにいるかと言うと。

「それにしても……」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは改めて室内を見渡した。

「あれだけ服買うくらいだから貧びん乏ぼうじゃないとは思ってたけど………めちゃ金持ちだったんだな」

「しっ。あまり大きな声出さないで」

　ジルは森写歩朗の口元に手を当てると用心深げに聞き耳をたてる。

「大丈夫みたいね」

「さすがにまずいからな。こんなところに僕がいちゃ」

　倉くら地ち邸ていの一室において森写歩朗は息を吐はき出した。

　あの後、自宅へ帰るわけにもいかず、結局ここへもぐりこむ羽は目めとなったのだ。

「さて、問題はこれからどうするべきかという点だが」

　コンコンコンコン。

　ノックの音が響く。

「ジルちゃん。入っていい？」

「倉地さんだ！」

　森写歩朗は小声で囁ささやいた。

「とにかく早くここに隠かくれて」

　ジルがベッドの下を指さす。

「これじゃまるで間ま男おとこだな」

　森写歩朗はそうぼやいてからごそごそとベッドの下に体を潜もぐり込ませた。

　扉ドアがガチャリと音をたてて開かれる。

「ジルちゃん。それじゃアタシ寝るわ。お風ふ呂ろは沸わいてるからいつでもどうぞ」

　パジャマ姿の倉地が顔を見せた。

　慌あわてて毛布で森写歩朗を覆おおい隠したジルはコクコクと頷うなずく。

「ワカリマシタ。アリガトウ」

「お休み」

　扉が閉じられて、ジル、そしてベッドから頭を突き出した森写歩朗は息を吐き出した。

「ところでさあ。ジルちゃん」

　倉地カムバァァァァァァァァック！

　森写歩朗は頭を引っ込めて、ジルの言葉がカタカナになる。

「何デスカ？」

「明後日あさつてが何の日か知ってるよね」

「……………………サア」

「駄だ目めじゃないイギリス出身のジルちゃんが………」

　そこで倉地は言葉を遮さえぎると噴ふき出す。

「そっか。キリスト教じゃなかったんだ。ヒンズー教の流れをくむイスラム教がキリスト教と融ゆう合ごうして、そこに仏教が混ざって出来た独自の宗教だったわね」

「ハア？」

「でも、いいか。明後日あさつてクリマスパーティーやることにしたの。参加出来るでしょ？」

　ここでウンと言わないと倉くら地ちは出ていってくれそうにない。

「ハイ」

「ＯＫ。それじゃおやすみ」

　倉地は手を振ると姿を消した。

　扉ドアが閉められる音が響いたが用心して森しん写じや歩ぶ朗ろうはまだ頭を出さない。

「どうやら大丈夫みたいよ」

　ジルにそう声をかけられてから森写歩朗はごそごそと這はい出した。

「見つからなかったよね」

「大丈夫のはずよ。でもなるべく早く出ていった方がいいみたいね」

「でも……」

　森写歩朗は躊ちゆう躇ちよする。まだ夜なのだ。しばらくは夜なのだ。

　サフィーが襲ってきても不思議はない。まぁこの場所は知られていないはずだが。

　森写歩朗の危き惧ぐしている内容を悟さとったのかジルは言った。

「大丈夫よ。今夜、襲われることはないから」

「しかし」

「姉さん、約束は守るから」

「姉さんねえ」

　森写歩朗は腕を組んで苦笑を浮かべた。

「まぁいまだに実感っていうか、信しん憑ぴよう性せいってのが湧わいてこないんだよなぁ。サフィーちゃんがジルの姉さんなんて」

「さっき説明したじゃない」

「そりゃ頭では分かってるよ。吸きゆう血けつ鬼きは歳としを取らない。ジルよりもサフィーちゃんの方が早くに吸血鬼になったんだろ。でもどうもさぁ」

「森写歩朗。これだけは言っておくけど」

　ジルは深しん刻こくな表情を森写歩朗に近寄らせた。

「姉さん見かけはお子様だけど、アタシの二倍近く生きてるのよ」

「二倍」

　ということは四百年近く生きていることとなる。

「うへぇ」

　森写歩朗は舌したを三回転半程巻いた。

「とうぜん力も目め茶ちや苦く茶ちや強いし、悪知恵だって働くの。嘗なめてかからない方がいいわね」

「外がい見けんに騙だまされると痛い目を見るってことか」

「でも一いつ緒しよにいる間血は吸われなかったでしょ。姉さんって美少年の血しか飲まない主義だから」

　ひっくり返せば森しん写じや歩ぶ朗ろうが美少年ではないと言っているようなもんだが別に腹もたたない。んなことは生まれたときから知っている。

「戦って勝てる自信………ある？」

　しばらく間を置いた後、森写歩朗はおずおずと尋たずねた。

　ジルはきっぱりと否定した。

「ないわ」

「ないのか」

「それに姉さんと戦うなんて考えられない」

「それじゃ、残された手段はあれしかないな」

　森写歩朗はベッドの上であぐらをかくと軽く目を閉じた。

「逃げよう」

「逃げる？」

　ジルの目が輝いた。

　もしかしてもしかして、この意味は愛の逃とう避ひ行こうでララバイではないだろうか。

「ほとぼりが冷めるまでジル一人で逃げるのがベストなんだろうけど」

　薄うす目めを開ける森写歩朗の目の前でジルは首をプルプルと振っていた。

　一人じゃいや！　一人じゃいや！　一人じゃいや！　ってなオーラがその大きな瞳ひとみから溢あふれている。

「………………荷物作ってくるよ。明日あしたの夜には出発だな」

　森写歩朗はそのままごろりとベッドの上に横になった。

　豪ごう奢しやな天てん井じようが見える。

「ジル。サフィーはジルの弱点を知ってるのかな？」

「弱点？」

「ピーマンのことだよ」

　吸きゆう血けつ鬼きはその類たぐいまれなる嗅きゆう覚かくからある種の匂においにアレルギー反応を起こすのである。

　むろんそれは個体によって千差万別だがジルの場合はピーマンの香かおりなのだ。

「知ってるわ」

「そうか……」

　森写歩朗は天井を見上げたまま舌した打うちした。

「でもその条件については向こうも同じなのよ」

「つまりジルもサフィーの弱点を知ってるのか！」

　絶望的だった視し界かいにかすかな希望の星が光った。

「よし。そいつを大量入荷すれば対抗出来る」

　しかしジルはゆっくりと首を振った。

「残念だけどそれは出来ないと思うわ」

「どうして？」

「この弱点が分かったのって、ほら、けっこう前に日本にいたって言ったでしょ。その時なの」

「じゃあ日本の物なのか。それなら余よ計けい手に入れやすいじゃないか」

　ガッツポーズを決める森しん写じや歩ぶ朗ろうの耳元にジルは口を近寄らせるとぼそりと囁ささやく。

　森写歩朗の笑顔が固まった。

「………それがサフィーの弱点なのか？」

「そう。それが姉さんの嫌きらいな香かおり」

　ジルはこっくりと頷うなずいた。

　かすかに光った希望の星は木こつ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれた。




　サフィーは高層ビルの屋上に腰を下ろしていた。

　虚きよ脱だつ感かんに体は支配されている。

　あまりいい気分とは言えなかった。

　先程電柱にぶつけた頭がまだ痛むとか、吹きすさぶ風が寒くてつらいとかそういった類たぐいの理由は……ちょっとだけある。

　しかし一番の理由は別だった。

「元気にやってるみたいじゃない」

　サフィーはフンと鼻を鳴らした。

　五十年振りに出会った姉妹。とても見かけでは判断出来ないだろうが。

　本来なら抱ほう擁ようしあい積もりすぎて半分崩くずれているこれまでの話を語り合うのが普通なのだが。

「あなたを殺して生き延びられるなら、それを実行しない理由はないわ」

　サフィーはポツリと呟つぶやいた。

　小さな手を持ち上げてそれを握にぎり締める。

　腹立たしそうにその拳こぶしを脇わきのコンクリートに打ち付けた。コンクリートにぽっかりと穴が開く。

「はは」

　サフィーは静かに笑った。
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　森しん写じや歩ぶ朗ろうは目を覚ました。

　冬だから外でピヨピヨとさえずるような酔すい狂きような小鳥はいない。それでも目を覚ました。

　なんで目を覚ましたか分かんないけどなんとなく目を覚ました。

「はて？」

　頭をぼりぼりと搔かく。

　豪ごう奢しやな部屋、豪奢なベッドに自分は眠っていた。

　脇わきに寄より添そうようにしてジルが眠っている。

　いつの間にこんなに僕の部屋が広くなったっけやあ。

　秒針が脳味噌の中で三回動いた。

　眠気がペリーの黒船からの大砲に吹き飛ばされる。

　森写歩朗は飛び起きた。

　なんてこったい。

　あの後眠ってしまうなんて。

　それでも六時というわりと早朝に目を覚ますことが出来たのは不幸中の幸い。

　森写歩朗は窓へ近寄る。飛び降りられない高さではないがたぶん骨折するだろう。死ぬかもしれない。

　世間では普通これを飛び降りられない高さと形容する。

　森写歩朗はビニール袋に入れておいた靴を取り出すと素す早ばやくそれを履はいた。

「森写歩朗」

　ジルがむっくりと頭を上げる。

「あれ、眠っちゃったんだ」

「眠っちゃったんだじゃないよ。まぁまだ六時だから人に見られないとは思うけど……」

　窓を開ける。薄うす暗ぐらい空気の中、冷たい風が吹き込んでくる。

「悪いけど下まで連れてってくれないか」

　ジルに抱えてもらってなんとか着地した森写歩朗は広大な庭を見渡した。

　目撃者はいない。

「じゃ、六時頃ごろ迎えに来るよ」

　森写歩朗はジルにそう告つげるとコソコソと倉くら地ち邸てい玄関へと向かった。




「にふふふふふふふふ」

　倉地邸宅前の道路、少し離れた角のブロック塀べいに身を隠かくして無気味な笑みを浮かべる男。

　その手にはグレイトフォーカスのいかにも高そうなカメラが握にぎられている。

　実際それは高かった。

　中古ディスカウントでも六万円。

　それでもこれくらいのカメラは必要なのだ。使い捨てというわけにはいかない。

　なんてたって倉くら地ちさんを撮とるんだから。

　倉地ファンクラブ会長、宮みや下した政まさ則のりは慣れた手つきでカメラをいじくり回す。

　倉地ファンクラブ会長としての最後のお仕事。会報クイ～～～ンオブイイナミの表紙の写真を撮るのである。

　写真のタイトルだけはすでに決まっていた。

　天あまの岩いわ戸とからいずる我らが女王様。

　う～～～む。

　我ながらこのフレーズは気に入っていた。

　宮下はカメラをセットする。

　こんな朝早くに出てくるとは思えないがそれでも何があるか分からないのが世の中だ。

　何があるのか分からない世の中。

　世の中……………。

　ガゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン。

　宮下の顎あごがコンクリートに突き刺さる音が早朝の澄すみ切った空気に響く。

　宮下は目を凝こらした。

　彼の記憶が確かならば、今倉地邸正面玄関から首を突き出してキョロキョロやっているのは、憎にくき花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろうではないか？

　飯いい波なみ高校で一番倉地との距離が近い男子としてブラックリストにのっているあの花丸森写歩朗ではなかろうか。

　森写歩朗は誰だれもいないのを確認するとピンクパンサーのステップを踏ふみつつ去って行く。

　呆ぼう然ぜんとする宮下の手からカメラが滑すべり落ちた。

　こんな早朝に、どうして、森写歩朗が、よりによって、倉地邸から、逃げるように出てくるのだろう。

　宮下の脳味噌で展開されていた光景。それはあまりにハードでスペクタクル。お子様は覗のぞくことも不可能。十八禁のパラダイスだった。

「んな馬ば鹿かなぁ！」

　宮下は頭をわし摑づかみにすると隣となりのブロック塀べいにゴンガゴンガと打ち付けた。

　全すべての矛む盾じゆんをブロック塀べいにぶつけた。

　全ての無情をブロック塀にぶつけた。

　全ての怒いかりをブロック塀にぶつけた。

　ゴンガゴンガゴンガゴンガゴンガゴンガゴン…………。

　代だい償しようは大きかった。

　それから、三十分後、出勤途中のサラリーマンがひび割れたブロック塀べいの脇わきで血だらけになって倒れる学生を発見した。

　すぐに救急車で運ばれる。

　幸い命に別状はないとのことである。
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「よし」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは中学の登山以来の大きなリュックサックを背負うと自分自身に言い聞かせるようにかけ声一つ。

「出発だ」

　これから倉くら地ち邸てい宅たくへ向かいジルをピックアップ、電車に乗って取とり敢あえず逃げる。

　どこへ行こうか？

　何も考えていなかった。

　電車の中で考えよう。

「一いち応おう、父さんには一言言っておかないといけないなぁ」

　森写歩朗は自室を出ると居間へと向かった。

　ゴジラがひっくりかえって鼾いびきをかいていた。

　まるで愛いとしい恋人を抱きしめるかのごとくその手の中には空からとなった一升瓶びんが存在をアピールしている。

　一升程度の酒で父親がひっくりかえるとも思えないが。

　森写歩朗はソファーの後ろ側に目を向けた。

　たくさんのビールの空缶と焼しよう酎ちゆうの空瓶が発見された。

　証しよう拠こ物件の数々を前に森写歩朗は納なつ得とくした。

「父さん。父さん」

　父親を揺ゆすぶる。

　これで起きなかったら置き手紙という手段もある。

　しかし意い外がいにも父辰たつ太た郎ろうはすぐに目を覚ましたのだった。

「ん………………なんだ？」

　アルコールが絡からみついてはいるが一応意識レベルは起き動どう値ち以上である。

「しばらく留る守すにするよ」

「んん？　どっか行くのか？」

「旅に出るんだよ。自分を見つめ直す」

「ふ～～～ん」

　懐かい疑ぎ的てきな色すら見せない辰たつ太た郎ろう。

　今いま更さらながら父親のこの極限まで脳のう天てん気きな性格には手を合わせたくなる。

「ジルも一いつ緒しよだから」

「そうか」

　辰太郎はごろりと横になった。

　それから背を向けるとごそごそと何かをまさぐっている。

「持っていけ」

　突き出された手には重そうな財布が握にぎられていた。

「父さん…………」

「息むす子こが人生を見付けるために旅に出る。いい話じゃないか。父親として出来ることはこれくらいだからな」

　背を向けたまま語る辰太郎。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

「ありがとう」

　ずっしりとした財布を受け取る。

　その厚みから想像して中身は百円、二百円ではない。

「それからこいつも持っていけ」

　続いて手渡されたのは白い小さな物体だった。

「もし、俺おれの助けが必要になったら、そいつで電話しろ」

　父親愛用の携けい帯たい電話だった。

　さらに不透明度がます森写歩朗の視し界かい。

「おまけだ。こいつも持ってけドロボー」

　涙でぼやける視界に突き出されたその物体は何やら黒っぽい色をしていた。

　黒っぽい色をしたその物体。

　どこかで見たことがあった。

　それが拳けん銃じゆうという名前の恐おそろしい武器だっちゅうことに気が付いたのは、手に取りひとしきり触さわってからだった。

　全すべては曇くもった視界のせいなのだ。

「……………」

　辰太郎はすでに爆ばく睡すいモードで悠ゆう久きゆうの世界の奥底で花を摘つんでいるはずだ。

　彼をこれからサルベージするのは少々困難かもしれない。

　森写歩朗は手の中の拳銃を握にぎり締めた。

　一いち応おう、もしものときには役立ってくれるだろう。

　もしものときには。

　拳けん銃じゆうをポケットに突っ込んだ森しん写じや歩ぶ朗ろうは重々しく頷うなずいた。

「行くか…………………」

　玄関へと向かった森写歩朗はそこで足を止める。

「いけね。忘れてた」

　舌した打うちすると台所へ引き返し、大切な大切な物を慎しん重ちように冷蔵庫から引き出すとそれをリュックの中に詰め込んだ。

　ごくりと唾つばを鳴らす。いますぐに炭火を起こして食したい気になるがそれは自じ重ちようしなければならない。

　これはジルにとって最強の鎧よろいとなるはずなのだから。

　最強の砦とりでとなるはずなのだ。




　ポケットの中には拳銃が一つ。

　ポケットを叩たたいても拳銃は一つ。




　倉くら地ち邸ていの部屋の窓から外を見つめるジル。

　薄うす暗ぐらくなりはじめた町中、ジルの体内時計もがぜん元気に時を刻み始める。これからが彼女の時間。

「遅おそいな」

　ジルはそう呟つぶやく。彼女は何をしているのか？

　待っているのである。

　白馬に乗った王子様を。

　たぶん徒歩で訪れるだろうがジルにとっては白馬に乗った王子様なのである。

　庶民的過ぎる顔立ちしてても王子様なのである。

　倉地には森写歩朗が迎えに来ると話してある。

　ジルは久しぶりに着用したマントで体をくるむようにして窓の縁へりに腰を下ろしていた。

　森写歩朗がやってくる気け配はいはない。

　野良犬に追いかけられているのだろうか？

　駅を乗り過ごしたのだろうか。

「何かあったのかな？」

　ジルがそう呟つぶやいた直後だった。

　ジルの敏感な感覚がそのエネルギーの塊かたまりを感じ取った。

　自分に向かってくるエネルギーの塊。

　ジルは精神を集中させる。

　見えない力が二つ、空中で激しくぶつかり合い、そして四し散さんした。

　ジルはそのまま窓の外へと飛び出し、少し離れたところで静止した。

「へぇ。しばらく見ない間にけっこう力をつけたようじゃない」

　小こ馬ば鹿かにしたような声とともにサフィーが視し界かいへ飛び込んでくる。

　ジルと同じく空中に浮遊しつつサフィーは微笑ほほえんだ。

「これは面おも白しろくなりそうね」

「姉さん」

　ジルはサフィーの目を見つめて言った。

「本気で、本気で私を殺すつもりなの？」

「そうよ」

　サフィーの瞳ひとみの奥が怪あやしく光る。

　と言っても星ほし飛ひゆう馬まを思い浮かべてもらっては困る。

「心配しなくてもいいわ。一発で終わりにしてあげるから」

　ジルは素す早ばやく上昇するとその一撃を避よけた。

　サフィーの見えない一撃は遠く東の空へと去って行く。

　見えない一撃だからきっとどこかでエネルギーを失って散るのだろうが、だからと言って笑ってはいられない。

　直撃したら痛いだろう。いやもし近所を歩いていた一般人に当たってしまったら簡単に大だい霊れい界かいへ行きっぱなしツアー。

　このままここで戦いを続けていたならば間違いなく倉くら地ち邸てい宅たくに多大なる被ひ害がいを与える。

　それに、サフィーと戦う気にはなれなかった。

　サフィーはやる気まんまんてんこもり。

　こちらは米こめ粒つぶ一つ見当たらない。

　こんな時の常じよう套とう手段は逃げるオンリーなのだ。

　ジルは素早く方向転換させると全速力でその場を離れた。

　飛行に全すべての精神力を傾ける。

　冷たい空気が頰ほおを刺激する。

　かなりの速度だ。

　住宅街を越え、やがて大きな河川を眼下にする。

　いくら姉さんでも、ついてこられなかったみたい………。

　少し速度を緩ゆるめたジルの頭上からその声はかけられた。

「それで逃げたつもりなの？　コニー」

「え！」

　驚き上目を向けた時にはサフィーの拳こぶしが背中に食い込んでいた。

　めっちゃ痛かった。

　さらにその衝しよう撃げきでそのまま暗い川面へ飛び込んで行く。

　ボッシャァァァァァァン。

　盛大な水しぶきがあがった。

　サフィーは少し高度を下げると水面を見下ろす。

「痛たぁぁぁい」

　雫しずくをたらしながら濡ぬれそぼったジルが水面から飛び出た。

「今、川の底の岩に頭ぶつけたのよ。どーするのよ。私がパーになったら」

「パーになんかならないから安心しなさい」

　サフィーが飛びかかる。

「あなたは死ぬんだから」

　迫せまってくるサフィーにジルは恐きよう怖ふを覚えた。

　精神を集中させると衝しよう撃げき波はの矛ほこ先さきを初めてサフィーへと向ける。

「甘あまいわ！」

　サフィーの叫び、ジルが衝撃波を発射する前にジルの体に強い衝撃が走った。

　巨大ハンマーで思い切り殴なぐられたような、もしくは自分が野球ボールとなって松まつ井い選手にホームランを打たれるような、そんな衝撃だった。

　ジルは横殴りに叩たたき付けられ、そのまま数メートル離れたコンクリート面に激突した。

　傾けい斜しやをつけた河川脇わきのコンクリートだ。どんなコンクリートだろうが痛いものは痛い。

　痛覚が脳味噌を支配して行く中、ジルは場違いもあるアニメのシーンを思い出した。

　この戦いの展開は、スーパーサイヤ人同どう士しのそれに似ている。

　近寄ってくるサフィー。体をよじり再び空中へと奮ふん闘とうするが押さえつけるように作用する不ふ可か視しの力がそれを許さない。まるで拘こう束そく服ふくを着せられたようだ。

「アタシに勝てるとでも思ってたの」

　フワリと押さえつけられたジルの上へやってきたサフィー。

　白く小さな右手を突き出す。

　そしてその右手をゆっくりとジルの右胸部分へと近寄らせていった。

　その後、どういった光景が待ち受けているのかさすがにジルでも想像出来る。

　ともかく時間稼かせぎだ。時間が経過すれば状況が好転するかもしれない。

　安あん易いで薄い希望だったが。

「姉さん！」

「何よ」

「前から一度聞きたかったけど、今幾いくつなの？」

「女の子に歳としを聞かないで」

　一いつ瞬しゆん止まった手が再び迫せまる。

「あぁぁぁぁ姉さん」

「だから何よ」

「美少年の血しか飲まないって主義、変わってないの？」

「あんただって若い女の血しか飲まないんでしょ」

「あぁぁぁぁ。姉さん！」

「うるさいわね！」

　見えない力が強まる。

　さらにコンクリートに圧迫されるジル。気を抜いたら体がぺしゃんこにされそうな力だ。

　こんなことなら、しっかり食事しておけばよかった。

　ジルはちょっとだけ後こう悔かいした。

「じっとしてなさい。すぐに終わらせるから」

　ジルの胸に手を当て、鼓こ動どうを確かめたサフィー。

「これが………最良の策なのよ」

　目を伏せ、静かに呟つぶやいたサフィーは、ゆっくりと手をマントの裏へと突っ込む。

　そして銀色の杭くいのようなものを取り出した。

　力の込められた指。

　隆りゆう起きした腱すじ。

　このままあの杭が振り下ろされたならば、ジルの心臓など簡単に貫つらぬかれるであろう。

　ジルは死を目前とした。

　最悪の気分だった。

　自分を殺そうとしているのが、同じ吸きゆう血けつ鬼き因いん子しを保有する姉なのだ。

　父親を殺され、さらに追おつ手てが迫せまっていたあのとき、自らの身を犠ぎ牲せいにして守ってくれた姉なのだ。

　これが三カ月前のジルだったら静かに目を閉じたかもしれない。

　サフィーに救われた命だ。サフィーに奪うばわれても文もん句くは言えない。

　そう思えたかもしれない。

　しかし今は駄だ目めだ。

　今は森しん写じや歩ぶ朗ろうを吸血鬼にするという目的があるのだ。

　これは寝込みを襲おそうとか吸血鬼の力でとかの反はん則そく技わざを使わずにである。

　森写歩朗自身の口から、吸血鬼になってもいいと返事をもらい、そしてジル自身が嚙かみついて吸血鬼因子を送り込む。

　そして二人で永遠の時をハッピーラッピー二人三脚で生きる。

　取とり敢あえずお手手繫つないでハワイにでも行こうかな。

　遠大で壮そう大だいな夢なのだ。

　この夢を果たす前に死ぬなんて。

　ジルの思いは一つである。

　絶対いやだ！

　ズキューン。

　そんなジルの思いが届いたのか……………暗くら闇やみに響く銃声。

「ジルを離せ！」

　少々怯おびえでコーティングされてはいるがしっかりとした叫び声が響いた。

「…………？」

　サフィーが声のした方向へ目を向ける。

　一いつ瞬しゆん弱まった拘こう束そくをジルは全力で打ち消した。

「森しん写じや歩ぶ朗ろう」

　十メートル程離れたところに巨大リュックを背負った森写歩朗が立っていた。

　どうやら約束を忘れていたわけではなさそうだ。

　そのポケットから駅を乗り過ごした時の追加切符がはみ出していたりなんかしたがジルが気が付くはずがない。

　犬に嚙かまれたようにズボンの裾すそがビロビロになってるがやはり気が付かない。

　拳けん銃じゆうを握にぎり締めて歩いてくる森写歩朗にジルは飛びついた。

「森写歩朗。どうして？　どうしてここが分かったの？」

　それはジルがいつも肌はだ身み離さず持っているブローチに仕込まれた小型発信器が僕の腕時計のレーダーに映るからさ、とは言えない。別に言っても怒おこられないだろうがやっぱり言いにくい。

「天性のカンって奴やつかな」

　森写歩朗はまたまた適当に誤ご魔ま化かした。

「なんだ。花はな丸まるボーイか」

　ジルに弾はじき飛ばされた衝しよう撃げきもなんのその、サフィーはつまらなそうに森写歩朗を見た。

「どこで手に入れたから知らないけど、そんなもの持ってちゃ危ないんじゃないの」

　銃口がサフィーへと向けられる。

「森写歩朗」

「サフィー」

　森写歩朗はサフィーを見み据すえたまま叫ぶようにして言った。

「あくまで、君がジルを殺すって言うんなら。僕はこの引き金を引く」

「どうしてそんなに守りたいの？」

「へ？」

　予期しなかった質問にポカンとする森写歩朗。

「どうしてそんなに、コニーを守りたいのって聞いてるの」

「…………」

「全国水準以上の良心が痛むから？　それとも、いたいけな吸きゆう血けつ鬼き少女に対する同情。はたまた、コニーに惚ほれてるのかな？」

「馬ば鹿かなこつ言ってんじゃね」

　動どう揺ようした森しん写じや歩ぶ朗ろうは何な故ぜかどもった。

「別に馬鹿なことじゃないけどね。これは重要なところなの。花はな丸まるボーイ。あんた、アタシらの血族になってずっとジルと一いつ緒しよにいるつもりあるの？」

　森写歩朗は言葉に詰まった。

　その理由には何かを期待していうようなキラキラ光る瞳ひとみで見つめるジルの存在がある。

「そんな覚かく悟ごもないのに、簡単に首を突っ込んで欲しくないわね」

「うるさいうるさいうるさいうるさい」

　森写歩朗はわめくと拳けん銃じゆうを構えなおした。

「人助けに覚悟がいるのか。殺されようとしているジルを助けるのにどうしてそんな覚悟が必要なんだよ！　脅おどしじゃないぞ！　ちゃんと弾たまだって入ってるんだぞ」

「だったら撃ってみなさいよ」

　サフィーは抑よく揚ようの激しい口調で叫んだ。

「そんな小さな弾の一発や二発、くらったってどぉってことないわよ。こっちはもっとすごい修しゆ羅ら場ばを生き延びて来てるのよ。生きているのがいやになるくらいボロボロにされてんのよ」

　ズキューンズキューンズキューン。

　三発の銃弾の音が響いた。

「やっぱり意い気く地じなしの花丸ボーイ。銃口が横にそれてたわよ」

　マントを持ち上げるとそこにぽっかりと穴が開いていた。

「せっかく新調したのに穴が開いたのはしゃくに障さわるけど」

　それからサフィーは足を前へと踏ふみ出した。

「さ、どいてくれるかな」

　森写歩朗は乾き切った唇くちびるを嘗なめた。

「ジル。リュックの左脇わきのポケットに入ってる新聞紙の包みを取り出してくれ」

「え？」

「早く！」

　訳も分からずジルは森写歩朗のリュックに手を突っ込んだ。

「何？　次はショットガンでも出てくるの」

　悠ゆう然ぜんと近寄ってくるサフィー、だがその歩みがふいに静止する。

「これって……」

　ジルが新聞紙の包みを手渡しながら目を丸くする。ジルの鋭するどい嗅きゆう覚かくでそれが何ものであるかは判明した。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは包みを受け取るとその中に手を突っ込む。

「苦労した。こいつを手に入れるのに本当に苦労したよ。そこいら中の八や百お屋やをたらい回しに回り、最後は輸入食料品店をあたってやっと発見したんだ」

「まさか……」

　サフィーの青白い顔がさらに青白くなってゆく。

　すでに新聞紙から漏もれる不快な香かおりを感じ取っていた。

　もったいをつけるように間を空けてから森写歩朗はそいつを摑つかみ出した。

「どうだぁ」

　水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうのごとく突き出されたのは、秋の味覚の王様。

　秋、八百屋さんとかで目め茶ちや苦く茶ちや高い値札をつけられて小さなざるの上で横たわっているあいつである。

　ドドォォォォォォン。

　国内産、マツタケ君だった。
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「反則よ！　それは！」

　サフィーがマントで口元を覆おおいつつ叫ぶ。

「イエローカードがいくらあっても足りないわ！」

　サフィーはじりじりと近寄る森しん写じや歩ぶ朗ろうに呼こ応おうするかのごとく後あと退ずさる。

「よく……この時期に手に入れたね」

「ふふ。一万八千円もとられたさ」

　森写歩朗はしみじみと言った。

「卑ひ劣れつな手段を」

　サフィーは憎にく々にくしげにそう吐はき出すと跳躍ジヤンプした。

「覚えてなさいよ！」

　決まり文もん句くだけ残すと何処いずこかへと飛び去っていった。

「さ、これはお守りだ。ただ普ふ段だんはちゃんとラップか新聞紙に包んで冷蔵庫に入れておかないと駄だ目めだよ。匂においが消えてしまうから」

　マツタケ君を丁てい寧ねいにしまう森写歩朗。

　そんな森写歩朗にジルは真剣な瞳ひとみを向けた。

「森写歩朗」

　何な故ぜかジルは森写歩朗に詰め寄る。

「さっきの答えを聞かせてよ」

「答え？」

「どうしてそんなに私を守りたいのか」

「いや………」

　言葉に詰まった森写歩朗は頭の後ろに手をやって呵か々かと笑った。

　今回ばかしは誤ご魔ま化かせなかった。

　それでも必死に誤魔化そうと四苦八苦している森写歩朗のポケットからピピピピピピという軽い音。

　父親から預かった携けい帯たいだった。

　これ幸いと携帯を耳に当てる。

「もしもし」

『モシモシ。森写歩朗クンデスカ？　モシモシ』

　カタカナの日本語だった。

　聞き覚えのあるクールなボイス。

　誰だれだろ？

『家ニ電話シテ緊急ダト辰たつ太た郎ろうサンニツタエタラコノ番号ヲ教エテクダサリマシタ』

　森写歩朗よりも早くジルが反応する。

「森写歩朗。ピーマンの人だよ」

　小声で囁ささやく。

　他ほかに言葉はいらない。

　ピーマンの人。この言葉が全すべてを物語っている。

「もしかして」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは先月、ピーマンのぬいぐるみを着用してジルを追いかけ回した男を思い出した。

　日本愛好者で必殺仕事人の中なか村むら主水もんどを遠い親しん戚せきと信じて疑わない変わった人物だったが、刃物から見えない刃やいばを飛ばすという特殊な力を持っている。

　最後には和解してともに戦ってくれた心強い男である。

「モンドーさん！」

『ドーモ。オ久シブリデス』

　相変わらずのカタカナ日本語は変わっていなかった。

「うわぁぁぁ。って近況を尋たずねたいような気もするんですが今大変なんですよ」

『分カッテイマス』

　受話器の向こうから全すべてを知り尽くしたような返事が返ってきた。

『吸きゆう血けつ鬼きガ、ジルサンヲ狙ねらッテイルノデスネ』

「どうしてそれを」

　もしや、モンドーは千里眼の能力まで持っているのでは………。

　と、誤解する森写歩朗の耳にモンドーの声は飛び込む。

『マダジルサンハ無事デスカ』

「ええ。相手の弱点の松まつ茸たけでなんとか防衛してます。だけど、いつまで鮮度を保てるか」

『ソウデスカ。時間ガナイヨウナノデ手短ニ話シマス』

　受話器の向こうで軽く息を吸い込む音が聞こえた。

『ジルサンヲ襲おそッテイル吸血鬼ノ胸ノ爆弾。ウマクイケバ取リ外はずスコトガ不可能ジャナインデゴザイマス』

　それから受話器の向こうで大きく息を吸い込む音がきこえた。

『ドッキンドッキサセテクダサイ』

　意味不明の言葉にジル、森写歩朗は首を傾かしげたのだった。




　それから二時間後。

　二人仲良く帰ってきた森写歩朗とジルを見て辰たつ太た郎ろうは目をぱちくりさせた。

「お前ら旅に出るんじゃなかったのか？」

「心境の変化」

「ふ～～ん」

「あ、ジル。例のものはタッパーにでも入れて冷蔵庫に閉まっておいて。鮮度を保てるから」

「了りよう解かい」

　台所へ向かうジル。冷蔵庫を開ける音が聞こえた。

「そうそう。モンドーさんから電話があったぞ。緊急だって言うから携けい帯たいの電話教えておいたけど、伝わったのか？」

「ああ」

「何があったんだ？」

「水道の蛇じや口ぐちが壊こわれたんだって」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはポケットに手を突っ込むと分厚い財布を取り出した。

「財布返すよ」

　辰たつ太た郎ろうに財布を手渡す。

「それから携帯電話」

「ああ」

　携帯電話を手渡した後森写歩朗はためらいの色を見せたがやがて反対側のポケットから拳けん銃じゆうを取り出す。

「これ返す」

「ジルさんを守るのに必要じゃないのか？」

「今のところ大丈夫」

「そうか」

　辰太郎は拳銃を受け取るとパジャマの袖そでで磨みがき始めた。

「父さん。どうやってそんなもん手に入れたの？」

「国によっちゃ簡単に手に入るところもあるんだよ」

「物ぶつ騒そうだな…」

「どうだ。これから三人で一いつ杯ぱい」

「遠えん慮りよしとくよ。おやすみ」

　台所から戻ってきたジルとともに自室へと姿を消す森写歩朗。

「付き合い悪いな」

　辰太郎はぼやきつつ台所へ向かうと冷蔵庫から一升瓶びんを取り出した。

　彼がそのタッパーに気がついてしまったのも仕方ない。

「なんだ？」

　蓋ふたを開けた辰太郎は落雷を受けたような衝しよう撃げきを受けた。

「こ、こいつは。まつ、まつたけではないか」

　火であぶって醬しよう油ゆをかければ天下無敵の酒の肴さかなになる。肴にはなるが。

「待て。そんな意地汚いことをしてどうする」

　さすがに辰太郎も理性で押し止める。

「仕方ない。酒だけで楽しむか」

　飲酒後の理性でこの欲求が抑えられるかどうかは定かではなかった。

　抑えられない方に千円！













　　第五章　親父をその気にさせる術
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　飯いい波なみ市中央病院の３０５号室。

　そこには異い様ような目つきをした若者、総勢十五名が世界の終わりでも見物しているような顔つきで並んでいた。

「会長………そろそろ話してください」

　眼鏡めがねをかけた神経質そうな学生服の男がおずおずと、ベッドの上の人物へと声をかける。

「…………」

　ベッドの上で上半身を壁かべに寄りかからせている男は何も言わず、瞑めい想そうするかのごとく目と唇くちびるを引き結んでいた。

「会長………」

　堪たまらなくなったのか眼鏡君は男の肩を揺ゆさぶった。

「一体誰だれにやられたんですか？　一体何があったんですか？」

　ガチャリ。扉ドアが開かれる音とともに現れたのは白はく衣いの天てん使し、その名も看護婦さん。

「あらあら。お見舞い、ご苦労様です」

　白衣の天使は白衣の天使らしい笑顔で集まる男達に一礼する。

　あまりの愛らしい笑顔にベッドの男を除いた皆がえへらぁぁっと表情をとろけさせる。

「みんな、先生が心配で来たのよね」

「だしゃぁ」

　突然ベッドの男は立ち上がると毛布を振り回し歌い始めた。





　俺は若いんだ

　　　　　　作詞作曲　宮下政則




　俺おれはまだ高校生。こいつらと同じ♪

　それなのに俺を見るたび、みなはこう言うんだ♪

（セリフ）お仕事は何を？

　俺はまだ若者。成人していない♪

　なのに親父と歩いてるといつも言われるんだ♪

（セリフ）ご兄弟ですか？

　修学旅行に行けば♪

　引率の先生に間違えられ♪

　妹と歩いていれば♪

　親子に見られる♪

　俺の顔が多少フケてるそりゃ仕方ないけどさ♪

（セリフ）生まれつきだからね。

　いくらなんでも親子はないんじゃないの胸に傷がつく♪

　誰だって、ふけたいなんて、思わない、いつまでも♪

　俺は若い、若い若い。まだ若いの。親父じゃないの♪

　俺は若いのさぁぁぁぁ♪






　魂たましいを込めた歌に看護婦さんを含めた総勢十六名が拍はく手しゆをする。

「ごめんなさい。軽い冗じよう談だんなのよ。そうよね。宮みや下した君は高校生なのよね」

　それから看護婦は隣となりで拍手する学生に小声で尋たずねる。

「ねえ、彼何年くらい学校にいるの？」

「ダシャァァ！」

　怒いかりの宮みや下したアタック（お見舞いのリンゴを投げつけた）をスルリと交わした看護婦さんはにこにこと微笑ほほえみながら宮下に近寄った。

　その手には体温計が握にぎられている。

「さぁ。検温しましょうね」

　看護婦さんは宮下に体温計を手渡す。

「三分したら見ておいてね。私他ほかを回ってくるから」

　看護婦さんがチャオと手を振ると出ていった。

「チャオ」

　エヘラエヘラで手を振りかえしていた学生達。

「大おお馬ば鹿か者もの！」

　宮下のリンゴとバナナアタックが皆にさくれつした。

「貴様達は倉くら地ちファンクラブの戒かい律りつを忘れたのか！」

「忘れてません」

「よし端はしから言ってみろ！」

　宮下は眼鏡めがね君くんを顎あごでさした。

　眼鏡君は直立不動の体勢をとると声高々に叫ぶ。

「倉地ファンクラブ戒律その一。我らが女王、倉地香かおり様以外の女性に目を奪うばわれてはならない！　網膜に焼き付けた倉地様のお姿だけが我々の命である」

「倉地ファンクラブ戒律その二。我らが天てん使し、倉地香様をいかなるときも守しゆ護ごする。邪じや魔ま者ものは排除する！　この際の武力は国際法で認められ合法である。武器の使用も許される」

「倉地ファンクラブ戒律その三。我らが女め神がみ、倉地香様を汚けがしてはならない。よって夜のオカズに使用することは厳禁であ～～る」

「お前らの今の行動は第一戒律に違反しているんだよ。恥はじを知れ！」

「失礼しました！　会長」

　総勢十五名は深く土ど下げ座ざした。

「よろしい」

　先程までの意気消沈した姿は何のその。宮下は悠ゆう然ぜんと体温計をセットする。

「会長、元気が出たところで昨日きのうの朝、一体何があったのか話してくれませんか？」

　宮下ははたと口をつぐんだ。

　そしてぐるりと倉地ファンクラブ特とつ攻こう部隊の顔を見渡した。

「話そう。昨日の早朝。俺おれは倉地さんの素す晴ばらしき登校風景を撮ろうと、倉地邸てい宅たく前でカメラをかまえていた」

「はい。それは知っています」

「はやる気持ちを押さえつつ静かにカメラを握にぎっていた俺は、門から出てくる人影を目にした。あいつだ。あいつが出てきたんだ」

　ガンガンガンガンガン！

　宮みや下したは狂くるったように壁かべに頭を打ち付けた。
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「俺おれはまだ認めね～～ぞ。そうさ。あれは目の錯さつ覚かくだ。錯覚に違いない！　そうさ見間違えの幻げん影えいの寝ね惚ぼけ眼まなこでお化ばけなんていないさ！」

「会長。落ち着いてください」

「鎮ちん静せい剤ざいを飲ませるんだ。早く！」

「これですね」

　錠剤を飲み下しようやく精神の平均を保つ。

「教えてください。あいつとは誰だれだったんですか？」

「…………我らが宿しゆく敵てき」

　十五名がゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「花はな丸まる…森しん写じや歩ぶ朗ろうだ」

　一人の生徒が扉ドアへ向かって駆け出す。

「待つんだ！」

　とっても恫どう喝かつ的てき親父チックな声が響いた。

「まだ分からないと言ったろう。あの時、霧きりが出ていたような気もする。見間違いかもしれない。よく記憶がハッキリしないんだ」

　血が出るほど頭をコンクリートに打ち付けてたからだろう。

「しかし、もし、花はな丸まる森しん写じや歩ぶ朗ろうだとしたら」

　皆の頭に十八禁の映像が投影されたのは説明しなくてもいいだろう。

「止めろ！　戒かい律りつ第三に違反してるぞ！」

　ガンガンガンガンガン！

　皆自らの頭を壁かべに打ち付けて痛みで映像を吹き飛ばす。

「とにかく……………この真しん相そうを確かめなくてはならない」

　宮みや下したが重々しく言ったときだった。

　扉ドアががちゃりと開かれ、巨大な花束を持った見舞い客が現れたのだった。

　本当に巨大な花束だった。

　花束に隠かくれて顔が見えないくらい。

「失礼しま～～～～す」

　見舞い客は少々上うわ擦ずった声でそう言うとその花束を近くの台に置いた。

　そこで初めて見舞い客の顔が明らかになった。

「ど～～も。具合……………どうすか？」

　片かた頰ほおをぴくぴくさせながらそう言う森写歩朗の存在に、倉くら地ちファンクラブ一同、啞あ然ぜんとしたのだった。
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「どうだった？　森写歩朗」

　自宅へ帰った森写歩朗にジルはかけよると開口一番そう尋たずねた。

　昼間だが、カーテンに閉め切られた部屋は非常に薄うす暗ぐらい。

　珍めずらしく出勤しているのか辰たつ太た郎ろうの姿はなかった。

　森写歩朗は心しん底そこ疲つかれたといった様子で玄関にへたりこむ。

　そしてジルにしがみついた。

「とっても恐こわかったよ～～」

「森写歩朗」

　満まん更ざらでもない顔で森写歩朗の背中を撫なでるジル。

「目が殺さつ気きに満ちあふれてるんだもん」

「殺気……」

「あいつらナイフとか持ってるんだもん」

「ナイフ………」

　頼んだ本人とはいえ少々危険すぎる場所へ森写歩朗を向かわせてしまったような気がした。

「本当にご苦労様。で返事は」

「一いち応おうＯＫしてくれたのはいいんだが、いいんだがな」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはそこで顔をしかめる。

「条件があるんだ」




「会長。どうしてあんな申し出を受け入れたんですか！」

「そんなに恐こわい顔をするな」

　宮みや下したは詰め寄る眼鏡めがね君くんを押し戻す。

「俺おれには俺の考えがあるんだ」

「花はな丸まる森写歩朗に協力するなんて」

「馬ば鹿か。初めから協力するつもりなんてないさ」

「じゃあ」

　宮下は眼鏡君の顎あごに指を押し当て黙だまらせる。

「俺がなんて条件を出したか覚えているだろ」

「ええ……」

「復唱してみろ」

「花丸森写歩朗の知り合いと一日デートしてあげる代わりに」

「デートしてあげる代わりに」

「倉くら地ちさんのパンティーとブラを持ってくること」

「もう一回！」

「倉地さんのパンティーとブラを持ってくること」

「腹に力を入れて！」

「倉地さんのパンティーとブラを今日中に持ってくること！」

　ぜいぜいと息を吐はき出す眼鏡君を満足げに見下ろした宮下。

「つまりそういうことだ」

　ぐるりと特とつ攻こう隊たいを見渡す。

「しかし、手に入るはずがあるわけないじゃないですか」

「そうだ。しかし、もし万が一、俺が昨日きのう見たのが見間違いではなく、ありえないことではあるが倉地さんと森写歩朗がそ～～～ゆ～～～仲だとしたら」

　ガンガンガンガンガン！

　そこで宮下は仮か説せつといえども耐たえられなくなったのかさらに壁かべに頭を打ち付けた。

　一分ほどで気分が落ち着いたのか視線を戻す。

「それならば下着を手に入れるのも可能であろう」

「つまり……試すということですね」

「そうだ。はなからあいつを助けるつもりなぞ皆かい無む。持ってこられなかったらそれでよし。だがもし持ってきたりでもしたら」

「持ってきたりでもしたら」

　宮みや下したは凄すご味みのある表情でライオンキングの悪ライオンのように呟つぶやいた。

「キル・ヒム」




「あれ？」

　西にし尾おはふと足を止めると怪け訝げんそうに通り過ぎた女性下着専門店をみやった。

　チラリと見ただけだがあれはもしかして……。

　西尾は数歩戻るとガラスに顔を近寄らせる。

　彼の見間違いではなかった。

　現在店内部で女性下着を手にとっている男。

　サングラスにマスクという見え見えの変装をしてはいるがどっからどう見ても森しん写じや歩ぶ朗ろうだったからである。

　西尾はそれなりに好こう奇き心しんが旺おう盛せいな人間だった。

　そして森写歩朗が同どう棲せいしているという事実も知っている。

　彼の頭の中ではその同棲相手は武器密売組織の構成員ということになっていたが。

　ははぁ。

　西尾は無ぶ粋すいな笑みを浮かべた。

　ひやかしてやろう、って言葉が頭に思い浮かぶ。

　西尾は店内に入ると下着を選ぶ森写歩朗の肩をポンと叩たたいた。

「何やってるんだよ。森写歩朗……」

「うわぁぁぁ」

　驚いて手にしていたブラをばらまく怪あやしい男。

「ひ、人違いなのでは」

「あいにくこんな顔した知り合いはお前しかいないんでな」

　西尾は森写歩朗のサングラスを取るとうすら笑いを浮かべつつ言った。

「一いつ緒しよに住んでいる女の子の下着か？　なんなら俺おれが選んでやろうか？」

「いいよ」

　そっけなく西尾の申し出を断った森写歩朗だったがふとその手を止める。

　確か西尾には姉が一人いたはずだ。女性下着にそれなりに詳くわしいかもしれない。

「なぁ、西尾。ちょっと聞くんだけど」

　森写歩朗は小声で尋たずねた。

「倉くら地ちさんってどんな下着つけてるのかな」

「お前………」

　西にし尾おが少し驚いた表情を見せる。

「マゾッ気があるのか？」

「いいや違うんだ。う～～ん。なんて言うのかな。例えばの話だよ。合唱部の部長に」

「宮みや下したか」

「そう。彼にどんな下着を渡したら倉くら地ちさんのだと信用するかな」

「どんな下着を渡したって信用するはずないだろ」

　西尾は近くのブラを手にとり、それを眺めながらあっさりと言った。

「どういうこと」

「どんな下着を渡したって信用しないって言ったんだよ。宮下を甘あまく見るなよ。下着を一ひと嗅かぎすればそれが倉地のじゃないかくらい簡単に判断できる」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは目を丸くした。

「本物を持っていかなくちゃ、まぁ信用するわけないよな」

　森写歩朗は信じられなかった。そんな世界超人偉人伝説のような芸当が出来る奴やつがいたとは。

「たとえ洗せん濯たくしてあろうが……宮下の類たぐいまれな嗅きゆう覚かくは倉地の匂においを嗅ぎ取れるんだよ」

「そんな……………」

「仲間うちではシェパードの宮と言われているらしい」

　西尾はよほどその下着が気に入ったのか森写歩朗に目を向けずに言った。

　そしてそのままプッと噴ふき出す。

「噓うそだよ～～～～ん。そんなん出来る人間がどこにいるんだよ。下着にＫＫってイニシャル書いておけばあんな単純な奴誤ご魔ま化かせるに決まってるじゃね～～か」

　へらへらと森写歩朗に目を向けるが………。

　森写歩朗はいなかった。

「あれ？」

　きょろきょろと辺あたりを見渡すがやはりいない。

「あの、ここに立っていたサングラスとマスクの男知りませんか？」

　レジの若い店員はにっこりと商業的笑顔を向けた。

「先程その方なら糸の切れた操あやつり人形のように出ていきましたよ」

　もしかして、誤解したまま出ていっちまったのかな？

　西尾はなんかヤバイかな～～～って顔をした。

　でもすぐに忘れる。

　そ～ゆ～～男なのだ。

「すいませ～ん。これください」

　気に入ったブルーの女性下着を手に西尾はレジへと向かった。
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　その日の夜。

　セイントクリスマスイブである。

　若者が恋人と予約したレストランに入り財布をひっくり返して購入したプレゼントを渡し、しまいにはどっかのホテルにしけこんで愛を確かめ合う日である。

「ジングルベルジングルベル鈴すずが鳴る。今日は楽しいクリスマス」

　トナカイの格かつ好こうをした森しん写じや歩ぶ朗ろうは景気よく調子外はずれた声を張り上げた。

　なんで僕がこんなことしなきゃ……、てな疑問もあったが仕方ない。

　崇すう高こうで偉大なるこの計画を実行するには多少の羞しゆう恥ち心しんはドブに捨てて蓋ふたをしておかなくてはならない。

　その計画とは、名付けて……。

『倉くら地ちさんの下着獲かく得とく大作戦』

　悲しくなるくらいの動機ではある。ではあるが宮みや下したをその気にさせるには必要不ふ可か欠けつなアイテムなのだ。

　したがって、森写歩朗とジルはひょこひょことクリスマスイブの夜、倉地邸てい宅たくへやってきたのだった。

　主催した倉地とちゃっかり参加してる三みつ石いし。

　二人揃そろって恋人いないのがばればれである。

　そして無む理り矢や理りサンタクロースの格好をさせられたジルア～～ンド無理矢理トナカイの格好をさせられた森写歩朗のクリスマスコンビ。

　最後はカラオケするならと森写歩朗が引っ張ってきた合唱部員、西にし尾お克かつ起おき。

　歌い終わった森写歩朗は拍はく手しゆを受けながら席へと戻った。

　倉地邸宅のカラオケルーム。

　カラオケボックスの覇は者しやと呼ばれる西尾ですら感心した設備である。

　何な故ぜにクリスマスにカラオケという疑問もあるが盛り上がってるならそれでいい。

「おっ、次は俺おれじゃねえか」

　流れ出した演歌のイントロに西尾が立ち上がる。

「西尾先せん輩ぱい。渋しぶいところついてきますね」

「天然のビブラートって奴やつを聞かせてやるぜ」

　マイクを片手に瞳ひとみをめらめらと燃やした西尾が親指を立てた。

　そして歌い出した。

　合唱部で光合成しているだけあってそれなりに歌はうまい。

　手て拍びよう子しを入れつつ、森写歩朗はジルに目め配くばせした。

　そろそろいいんじゃないか…………。

　ジルはコクリと頷うなずいた。

　下着獲かく得とく作戦。

　ジルが倉くら地ちらの目を盗ぬすんで密ひそかに倉地部屋へ侵入。下着を奪うばって来るという大して練ねり込こまれてもいない作戦であった。

　そろりそろり。

　ジルはカラオケルームを抜ける。

「あれジルさんどこに行くんですか？」

　余よ計けいな三みつ石いしが余計な質問をする。

「トイレ」

　ジルは端たん的てきに、しかし何か文もん句くあるのってニュアンスを込めてそう告つげる。

「いえ。ごゆっくり」

　逆さからい難がたい気き迫はくのようなものを感じて三石は言った。

　ジルは旅だった。

　倉地自室へ向けてである。

　よし………。

　ジルの話だと倉地の部屋は二階の一番奥とのこと。鍵かぎはかかっていないらしい。

　本領発はつ揮きの夜だ。素す早ばやく下着を採取してくることであろう。

　その後は直行で病院へ向かい……宮みや下したに下着を渡せば取とり敢あえず今回の計画は成功である。

　真剣にこれからの計画を心の中で復唱する脇わきでは相変わらずのカラオケ大会が繰り広げられるのだった。

「次はアタシ。長なが野のの恋の物語を歌いま～～す」

　三石が元気よく手を上げた。

　こうして夜はふけていくのだ。




　倉地の部屋へ到着した。

　ジルは慎しん重ちように、辺あたりを見渡すと人がいないのを確認してから部屋へ飛び込んだ。

　普通なら電気をつけなくてはならないがジルの目ならば問題ない。

　素早く洋服ダンスの引き出しを開ける。

　山のような下着がきちんと整理されてぎっちりと詰められていた。

　見えないところにもお洒落しやれする倉地の性格はなかなかのものらしい。

　ひとしきり感心してからジルはめぼしい下着に手を伸のばす。

　なんだかむしょ～～～～に私って何やってるんだろ？　って気分になってくる。

　ガチャリ。

　その鍵かぎの外はずれるいやな音は背はい後ごの窓の方向から聞こえた。

　ジルは手を止め表情を固くした。

　この部屋に人はいないはずである。閉まっていた窓の鍵を外側から開ける人物といったら、彼女としか思えない。

「どうして私がここにいるって分かったの？　姉さん」

　ジルはそのままの体勢で言った。

「この間、匂においをしっかり覚え直したからね」

　窓が開かれる音、そしてサフィーの声。

「覚かく悟ごは出来た？」

　ジルは懐ふところに手を突っ込むと小さなタッパーを取り出した。

　この中に何が入っているのか？　その説明は必要ない。

　直前まで冷蔵庫に入れておいたから鮮度もばっちりのはずだ。

「姉さん。もう少しだけ待って！」

　ジルは振り返るとタッパーの蓋ふたに手をかけた。

「姉さんの、姉さんの胸の爆弾を外せるかもしれないの」

「馬ば鹿か言うんじゃないよ。こっちはもう何万って方法を試してるの」

　サフィーが一歩前へと歩み出る。

　仕方ない。

　ジルはタッパーの蓋を開けた。

　マツタケの香かおりにアレルギー反応を起こすサフィーだ。耐たえられずに逃げて行くはず。

　はずなのだが………。

　サフィーは平然としている。

　次の瞬しゆん間かんジルも気がついた。

　蓋を開けられたタッパーから匂いが全ぜん然ぜん漂ただよってこないことを。

　慌あわてて覗のぞき込む。

　ジルは絶望という文字を顔面に描いた。

　一万円札が一枚、そこにはあった。

　そして何やら文字の書かれた紙切れも。

『森しん写じや歩ぶ朗ろうへ

　悪い。酒のつまみにくっちまった。これで新しいもんを買え


父より』



　ジルが初めて辰たつ太た郎ろうに憎にくしみを覚えた瞬しゆん間かんだった。




「おかしい」

　トナカイの格かつ好こうをした森しん写じや歩ぶ朗ろうは首を傾かしげた。

　本来ならもうジルが戻ってきてもいい頃ころである。

　それなのにこない。

　あれからもう五曲終わった。

　幸い倉くら地ちも三みつ石いしも、そして西にし尾おもレパートリーは鬼オニのように保有してあるから途と切ぎれて場が持たないってことはないが。

　一体何があったんだろうか？

　さすがに七曲目が終わった時点で三石が不ふ可か解かい気げにジルの出ていった扉ドアを見る。

「ジルさん遅おそいですねぇ」

　まずい………。

　森写歩朗は反射的に立ち上がった。

「僕ちょっと見てくるよ」

　取とり繕つくろうようにそう言うと森写歩朗はニンジンのスティック片手に部屋を飛び出した。




　トナカイが一匹、倉地邸てい宅たく階段をヒョコヒョコと登って行く。

　先月はカメで今月はトナカイかよ……、ってついぼやきたくなる気持ちを抑さえつつ慎しん重ちように慎重に倉地の部屋へと向かう。

　それにしてもどうしてトナカイなんぞが倉地邸宅にあったのか？

　大きな謎なぞである。

　ジルの着用していたサンタクロースの格かつ好こうならまだファッションと言えるかもしれない。まぁ風俗店のクリスマス特別衣装のようにも思えるが。

　なしてトナカイ。

　これもファッションなのか？

　森写歩朗は深く考えるのを止めた。

　現在は一いつ刻こくも早く倉地部屋へ向かいジルに何が起こったのかを確かめなくてはならない。

　森写歩朗の頭にいくつかの仮か説せつが立てられる。

　タンスを開けた途と端たん対下着ドロ対策システムが作動して上から檻おりが落ちてきたのだろうか？

　それとも巨大なネズミ取りバサミがタンスの中に入っていてジルの手を捕えて放さないのか？

　なんてこたねえか。

　森写歩朗はチリンチリンと鳴る首の鈴すずを押さえつつ倉地部屋だろうと思われる扉の前へと立った。

　コルクを切り抜いたひらがなで。か・お・りって書いてあるから間違いない。

　森写歩朗は取とり敢あえず軽くノックした。

　返事はない。

　再度ノックをするがやはり応答はない。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは覚かく悟ごを決めると扉ドアを押し開けた。

　開いたトビラの向こうには………。

　とっても寒～～～い空間が広がっていた。

　扉を閉めて鍵かぎをかけ、ため息を吐はき出した森写歩朗は手探りで電気スイッチを探すと入れた。

　パチリ。

　室内に明かりがともされる。人影はなかった。

　ただタンスの引き出しが引き出され、明け放たれた窓から冷たい空気は吹き込んできている。

　とにかく窓を閉め底そこ冷びえする原因を断ってからタンスへと視線を戻す。

　ジルがここに来たことは確かだ。

　しかしいない。

　何な故ぜかいない。

　窓が開いていた。

　今はいない。

　普通に推理すればジルがどこから出ていったかなど簡単に推測出来る。

　しかし動機はそうはいかない。

　何故、任務を忘れて飛び出していってしまったのだろうか？

　ジルは宮みや下したの入院している病院を知らないから自分で届けに行くなんてこともないだろう。

　もしかしてサフィー？

　その可能性も考えられる。

　まあ必殺マツタケ君があるから大丈夫だと思うけど。

　必殺マツタケ君はガスコンロであぶられ上から醬しよう油ゆをたらされ、辰たつ太た郎ろうの酒の肴さかなになったという事実を彼は知らない。

　とにかくジルがいない今、任務を遂すい行こうするのは他ほかならぬ自分しかいないと、その事実だけで頭は一いつ杯ぱいだった。

　森写歩朗は決意を固めるテンプルで固めると開けられたタンスの前にかがみこんだ。

　色とりどりのパンティーやらブラジャーが目に飛び込んで痛いくらいに暴あばれやがるぜ。チクショー！

　しかし幸いその手テの性せい癖へきは持っていない森写歩朗、下半身が熱くなることはない。

　もしこんな姿を倉くら地ちさんにでも見つかったら…………死あるのみ。

　そんな恐きよう怖ふを背中に背負っている今、欲情出来るわきゃないんだ。

　取とり敢あえずめぼしいパンティーとブラに手を伸のばす。二つ三つあれば十分だろう。

　行動は迅じん速そくに、そしてつむじ風のように去る。

　なんだか自分が００７のジェームス・ポンドになったような快感がほんのちょこっとだけあった。

　奪うばってるのが下着っていうのが無む性しように情けなかったが……。

「なにやってるんですか？　花はな丸まる先せん輩ぱい……」

　聞き覚えのある声が背はい後ごから囁ささやかれた瞬しゆん間かん、森しん写じや歩ぶ朗ろうの血液は凍こおりついた。

　違う。今のは空耳だ！　幻げん聴ちようだ！　鍵かぎを閉めたじゃないか！　それにその扉ドアはタンスの隣となり、すぐ近くなのだ。そこから人が入ってくれば簡単に分かる。

「………」

　森写歩朗は、どうか今のは空耳でありますようお空のお星様にお祈りを捧ささげながら、ゆっくりと振り返った。

　お空のお星様はけっこう薄はく情じようだった。

　振り返った先には、おかっぱの後こう輩はい、三みつ石いし秋あき子この姿があったのだった。

　見間違いではなかった。

「なんで三石ちゃんがこんなところに？」

　動どう揺ようしまくった脳味噌は素すっ頓とん狂きような言動を誘ゆう発はつする。

　それこそ三石の台詞せりふなのだが、純粋な後輩は律りち儀ぎに答えた。

「倉くら地ち先輩に頼まれてクローゼットの部屋へリップクリーム取りに来たんです。そしたらこっちに明かりがついてたから消し忘れかなと思って」

　三石が指さした先の扉で森写歩朗は理解した。

　入り口とは別にもう一つ隣の部屋へ通じる扉があったのだ。

　確かに壁かべと同じ彩色で分かりにくいがそこにはあったのだ。

「花丸先輩こそ、何やってるんです？」

　三石は青ざめる森写歩朗を興味深そうな目で見つめた。

　彼女のサーチアイズが森写歩朗の手の中の倉地の下着をピンポイントするまでにさほど時間はかからなかった。

　三石は目をぱちくりさせてその下着と森写歩朗の顔を見つめる。

　それからうっそぉぉぉぉぉぉぉってな顔に掌てのひらを押しつけた。

「三石ちゃん。これは誤解なんだ」

　自分でも説せつ得とく力りよくね～～な～～って思う。

「いいんです。先輩。アタシ分かりますから」

　どんな風に分かってるか、それが問題だ。

「心配しないでください。倉地先輩には内ない緒しよにしておいてあげます。先輩の燃えたぎる心のことは」

　森写歩朗は悟さとった。

　ここで三みつ石いしを放っておくのは、冷却剤の枯こ渇かつした原子力発電所をそのまま運営させるように危険な行為であると。

「三石ちゃん」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは三石に飛びかかると肩を思い切り摑つかみそして言った。

「話を聞いてくれ」

「なんなんですか？」

「この下着は……この下着はね。全すべてはジルの妹さんにささやかな夢を見せるために必要なんだ」

　三石はさっぱり分かりませんとでも言うように目をぱちくりさせたのだった。




「ここまでね」

　ジルは壁かべに押しつけられた。

　今度ばかりは逃にげ路みちはない。

　サフィーがゆっくりと歩み寄ってくる。

　その表情に迷まよいはなかった。

　ジルは恐きよう怖ふを覚えた。

「覚かく悟ごを決めなさい」

　軽く浮遊したサフィーは懐ふところに手を突っ込んだ。

「これで、あなたを………」

　サフィーが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「あれ？」

　もぞもぞと服をまさぐる。どうやら何かを探しているかのごとく。

　どうやら探し物が見つからなかったのだろう。サフィーはポリポリとこめかみを搔かいた。

「ちょっと待ってなさい」

　サフィーはそれだけ言い残すと飛び去っていった。

「何なの？」

　ジルは不ふ可か解かいそうに呟つぶやいた。

　まあ、どちらにせよ助かったことには違いない。

「早く逃げよう」

　ジルはフワリと飛び上がった。




　　　　４




　最重要アイテム。倉くら地ちの下着をゲットした森写歩朗は飯いい波なみ市中央病院へ向けてタクシーを走らせた。

　なんとか三みつ石いしに説明し飛び出してきたが……。

　あの好こう奇き心しんとおしゃべりが服着て走り幅飛びをやっているような三石のお口のチャックがいつまでもつかどうか？　それは大きな疑問であるしとてつもなく不安だ。

　遠からず倉くら地ちの耳に森しん写じや歩ぶ朗ろうが下着を盗ぬすんだ事実は入るだろう、殺されないことを祈るしか出来ない。

「お客さん。到着しました」

　運転手の声で森写歩朗は我に返った。

「あ、ども」

　ポケットから千円札を引っ張り出すと素す早ばやく運転手に渡した。

「お釣つりはいりません」

「百五十円足りません」

　すかさず入ったツッコミに森写歩朗は苦笑しつつもう一枚千円札を渡す。

「毎度……」

　森写歩朗はタクシーの中で脱ぎ捨てたトナカイの頭部分を小こ脇わきに抱かかえて病院の入り口に飛び込んだ。

　が、内側のガラス戸には既すでに鍵かぎがかかっている。

　脇の小窓が開き若い看護婦さんが不ふ機き嫌げんな顔を出す。

「急きゆう患かんですか？」

「いえ、入院してる人に用事があって」

「すみません。今日の面会時間はもう終わってるんです」

「お願いします！」

「駄だ目めです」

　なかなかきっぱりとした性格の看護婦さんだ。

　思えば今日はクリスマスイブ。本来なら恋人と小お倉ぐら小豆あずきの上に生クリームをたっぷりとかけたようなあま～～～い時を過ごしたいのに夜勤が入ってあぁいやだ。

　そんな状況で気分がむしゃくしゃしてるのかもしれない。

「お願いします」

「駄目なんです」

「お願いします」

「駄目なんです」

　きりがなかった。

　森写歩朗が半なかば諦あきらめかけたとき救いの主は現れた。

　温厚そうな医師が一人。つかつかと入って来たのだった。

　胸に坂さか本もと恭きよう一いちと書かれたプレートが張ってあった。

　外科医らしい。

「坂さか本もと先生からも言ってくださいよ。規定時間外の面会は」

　坂本医師は森しん写じや歩ぶ朗ろうを一いち瞥べつする。

「なんだ。長野医大の方ですか？」

「？？？？？」

「長野医大？」

　看護婦が坂本医師を見上げる。

「忘れたのかい。医大生のボランティアグループが小しよう児に病びよう棟とうでささやかなクリスマスショーをやってくれるって」

　森写歩朗は目をぱちくりさせた。

　どうやら森写歩朗の格かつ好こうを見て都つ合ごうよく勘かん違ちがいしてくれたらしいのだ。

　トナカイが思わぬ効力を発したわけだが、これは僥ぎよう倖こうに違いない。

「早かったですね。さあどうぞ」

　この僥倖の波に船を乗せない奴やつは馬ば鹿かである。

　森写歩朗は勢い良く漕こぎ出した。

「失礼します」

　自分が想像する医大生を演じつつ一礼すると開けられた扉ドアから病院内部へ足を踏ふみ入れた。

「え～～と電話くれた山やま田ださんとは違うみたいだけど」

「初めまして。僕は山田の友人で谷たに田だと言います」

「専攻は何を」

「内科です」

「あれ、山田さんは確か外科の有ゆう志しを集めると」

「内科は内科でも限りなく外科に近い内科だと自負しております」

　森写歩朗の意味不明な説明もさほど疑問に思わないのか、坂本はふ～～んと感心する。

「皆はいつ来るのかな？」

「もうすぐ来ると思います」

「それから一つ聞きたいんだがね。君はおたふく風か邪ぜはやったかい」

　意い図とが読めない質問だった。

「ええ」

　噓うそではない。中学一年、仕事で父親もいない一人の家の中、死にかけた記憶が過よぎる。

「それじゃ君にお願いがあるんだけど」

　坂本は森写歩朗の目を覗のぞき込むと言った。

「実はね。とっても可哀かわい想そうな子がいるんだ」

　同情を誘さそうような口調だ。

「カナちゃんといってね。おたふく風か邪ぜをこじらせて入院してるんだがね。他ほかの小しよう児に病びよう棟とうの子供はやってないから近寄らせるわけにもいかないんだ。よかったら絵本でも読んで寝かしてあげてくれないか？」

「え？」

「可哀かわい想そうな子なんだよ」

　口調こそ穏おだやかなものの坂さか本もとの目には逆さからい難がたい何かがあった。

「あの」

　こっちはこっちで忙いそがしいのだ。しかしこのキラキラと注ぐお願いパワーに対抗出来る程森しん写じや歩ぶ朗ろうの精神は強固ではない。

「少しだけなら」

　森写歩朗はコクリと頷うなずいた。

「そうかい？　それじゃ待合室の絵本を持って行ってくれ。３１７号室だからね」




「ったく。逃げ足だけは早くなってるんだから」

　サフィーはそうぼやきつつ窓から飛び込んだ。

　薄うす暗ぐらい室内部。中央に小さなベッドがあった。

　ここが二日前からのサフィーのねぐらなのである。

　偶ぐう然ぜんに見つけたにしては暖房完備の快適な場所だった。

　サフィーはベッドのシーツをめくり上げると銀色に光る杭くいのようなものを手にとった。

「せっかく追いつめたのに、こいつを忘れてったら話になんないじゃない」

　そう呟つぶやき、しばし無言でその杭を見続ける。

　何を思ったのかそれを床ゆかに叩たたき付けるかのごとく手を振り上げた。がその手はすぐに静止する。

　サフィーはベッドに倒れ込むと静かに鼻を鳴らした。

　何百年も生きて、感覚なんて麻ま痺ひしたと思ってたのに。

「これが一番の方法なのよ……コニー」

　コンコン。

　ノックの音が響く。サフィーが窓から飛び出そうとする前に扉ドアは開かれた。

「寝ちゃったのかい？」

　聞き覚えのある声が聞こえてきた。




　室内は暗かった。

　森写歩朗は取とり敢あえず脇わきの電球を付ける。

　眠っているのならわざわざ起こすような真ま似ねはしない。真似はしないが、さきほど扉の前で聞き耳をたてたとき、聞こえてきたのは紛まぎれもない嗚お咽えつの声。

　そんな寂さびしい子供を放っておけますか？　ねえあんた？

　思わずそう演説したくなる気分で扉ドアを開けたのだ。

　ベッドにこんもりとした山、どうやら頭から毛布をかぶっているらしい。

「今晩は。カナちゃんトナカイさんだよ」

　反応はなかった。

「坂さか本もとってお医者さんに頼まれてね。絵本を読んであげに来たよ」

　脇わきの椅い子すに腰を下ろすと森しん写じや歩ぶ朗ろうは絵本を開いた。

「絵を見ないと分からないよ」

　やはり返答はない。

　内向的な性格なんだな。

　森写歩朗は素直な性格でそう思った。

「カナちゃんてば」

　毛布に手を突っ込んだ森写歩朗。

　指先に軽い痛みが走った。

「痛てっ」

　慌あわてて指を引っ張り出す。

　どうやら中で嚙かみつかれたらしく歯形がついている。

　えらく鋭するどい犬けん歯しだった。

　そうとう内向的な性格なんだな。

　それでもいくら小さいからといっても毛布の中に手を入れたことを反省する。

　決してこの毛布の下に潜ひそんでいるのが別人であるとは想像もしていなかった。

　自分が部屋番号を間違えたなど思ってもいなかった。

　思えば可哀かわい想そうな子供だ。クリスマスなのに病院で一人、寝ていなければならないなんて。

「じゃあトナカイさんが読んであげますからね」

　森写歩朗は優やさしい声でそう言うと、待合室から持ってきた絵本を読み始めた。




　『飛べないトナ』

「さあ今年もプレゼントを配る時期だ」

　サンタクロースが言いました。

　六匹のトナカイもうれしそうにいななきます。

　しかし一匹のトナカイだけが寂しそうにうずくまっていたのでした。

　トナと呼ばれるそのトナカイだけは空を駆かけることが出来なかったからです。

「さあ、トナ行こう」

　サンタクロースがそう声をかけるがトナは家を出ようともしません。

　どうしたのトナ？

　一いつ緒しよに行こうよ。トナ？

　仲間たちも口々に囁ささやきます。

　トナは言いました。

「でも僕はお空を走れないんだ。サンタさんのお手伝いなんか出来ないんだ」

「気にしなくてもいい。さあお乗り」

　サンタクロースの隣となりに腰掛けて、さあ出発です。

「子供達が待ってるぞ」

　六匹のトナカイが勢いよく空へと飛び出しました。

　鈴すずの音を鳴らしながら。

　最初の子供はブリキの玩具オモチヤ。次の家の子供は車の玩具。次は女の子だな。

　六軒目の家です。サンタクロースが少女の枕まくら元もとに熊くまのぬいぐるみを置こうとしたその時でした。

　少女が目をぱっちりと開いたのです。

「わぁサンタさんだぁ」

　少女はおおはしゃぎ。

「連れていってくれないと大声で叫んじゃうもん。サンタさんが来たって」

　サンタクロースは人に見られるのが好きではありませんでした。

「わかったわかった」

　サンタクロースとトナ、そしてプレゼントの入った大きな白い袋。それから女の子。ソリは一いつ杯ぱいになりました。

　それからいろんな国の、いろんな子供達を回りました。

「さあもうお家へ帰るんだ」

　女の子も欠伸あくびをしながら頷うなずきます。それもそのはず少女はずっと起きているのです。

　その時でした。激しい突風が吹きました。ソリが激しくゆすぶられます。

　体の軽い女の子が外へ放り出されました。

「いかん！」

　サンタクロースが慌あわてて追いかけます。しかし間に合いません。女の子はどんどん落ちていきます。

　トナが飛び出しました。

　自分が飛べないことも忘れてトナが飛び出しました。

　そのとき、奇き跡せきが起きました。

　トナは空気を蹴けることが出来たのです。

　翌朝、女の子は自宅のベッドで目を覚ましました。

「ママ。あたしトナの背中に乗ったの」

「あらあら。この子夢を見たのね」

　それが夢だったのか、それは誰だれも知りません。

　　　　　　　　おしまいおしまい。




　絵本を読み終わった森しん写じや歩ぶ朗ろうは鼻をすすった。

「なんて感動的な話なんだ」

　絵本に感動した森写歩朗はしばしその余よ韻いんに浸したる。
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「どうかな、面おも白しろかったかな。カナちゃん？」

　返事はなかった。

　筋金入りの内向的な性格なんだな。

　筋金入りの馬ば鹿かはそう確信した。

　森写歩朗は肌はだ寒さむいものを感じた。

　見ると窓が少し開いている。

「今夜、サンタクロースが来るよ」

　森写歩朗は立ち上がると窓へと歩み寄り窓を閉め鍵かぎを閉めた。

　五階の病室、消灯時間まではまだ少しあるためまだ視し界かいは明るい。

「煙えん突とつなくても窓から入ってこられるんだよ。きっと今晩、カナちゃんが眠った後、この窓から入ってくるさ」

　窓から夜やってくる。まるでジルみたいだな。

　ジルがサンタクロースか……。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは含ふくみ笑いを浮かべた。

　それから本来の任務を思い出して時計を見る。

「じゃあ、トナカイさんはサンタクロースのお手伝いをしなくちゃいけないから。もう行くね」

　それからごそごそと体をまさぐってから。

「じゃあ、たぶん目め茶ちや苦く茶ちや早いかもしれないけど。クリスマスプレゼント。大きくなったら使ってね」

　森写歩朗は出ていった。

　誰だれもいなくなった病室、毛布がまくられそしてサフィーが顔を出す。

「あいつ、なんでこんなとこにいるのよ」

　枕まくら元もとにはカップの深そうなブラジャーが置いてあった。




「急がなくちゃ急がなくちゃ」

　小走りに走る。取とり敢あえず絵本を返すため五階の待合室へ向かうのだが。

　何な故ぜかここにもパジャマ姿で泣きじゃくる女の子。

「どうしたんだい？」

　放ったらかしにするわけにもいかず大だい洪こう水ずいの顔面を覗のぞき込んだ。

「あのね、あのね、トナカイさん。飛べなくてね。それでねそれいないのね（以下省略）」

　それはそれは困難な幼児文法で紡つむぎ出された解読不可能の言葉だった。

　それでもなんとか訳して概がい要ようだけは摑つかみとる。

　彼女が愛読している絵本『飛べないトナ』が何故か今日に限って見当たらずこのまま病室に帰る気にもなれずにいたらしい。

「なんだ。ごめんな」

　森写歩朗は絵本を手渡した。

　洪水が止まった。

「なんでトナカイさんはサンタクロースと一いつ緒しよにいないの？」

「それはね。僕はその絵本のトナと一緒で飛べないんだよ」

「早く飛べるようになればいいね。手伝ってあげようか」

　少女はニコニコしてそういうとつかつかと窓の方へと近寄っていく。

「私がここから飛び降りるから」

「こらこらこらこら」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは慌あわてて駆かけ寄った。

　子供の発想力には驚かされるものがある。

「心配してくれなくてもいいよ。じゃあね。僕サンタさんのお手伝いに行かなくちゃいけないんだ」

　それじゃお休みと手を振って背中を見せる。

「ねえ」

　呼び止める声があがった。

「カナんところにもサンタさん来てくれるかな？」

　少女は自分を指差しながら言った。

「大丈夫さ」

　森写歩朗はにっこりして答える。

　少女は楽しそうに跳はね回りつつ病室の方へと戻っていった。

「子供は無む邪じや気きでいい」

　それから小首を傾かしげる。

「カナって名前多いんだな」

　森写歩朗が己おのれの間違いに気が付くことはたぶんないだろう。

　馬ば鹿かだから。
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　通称親父の宮みや下した政まさ則のりは眠れぬモンモンとした夜を過ごしていた。

　時計を見るとやっと十時三十分。これで眠れという方が不可能である。

「退たい屈くつだ」

　宮下はそうぼやいた。

　電気はつけている。どうせしばらくすれば注意されるに決まっているが。

　読んでいた週刊誌を放り出してごろりと蒲ふ団とんをかぶる。扉ドアの開く音が聞こえた。

「いますぐ消しますよ」

　うんざりしたように宮下は言うとベッドの脇わきのスタンドへと手を伸のばす。

　そこで気が付いた。

　入ってきたのが看護婦さんではないことを。

「ども」

　森写歩朗はペコッと頭を下げた。

　さすがにトナカイは脱ぎ捨てている。

　少々肌はだ寒さむいが仕方ない。

「何の用だ」

　宮みや下したは親の仇かたきでも前にしてるような態度で応じた。

「いや、約束の品を持ってきたんだ」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはポケットから白やピンクの塊かたまりを取り出した。

「ほい」

　麻薬の売ばい人にんのようにささっと手渡す。

　宮下は震ふるえる手で下着を持ち上げた。

　下着だった。

　やわらかな肌はだ触ざわりの下着だった。

　こいつは、倉くら地ちさんの下着を、本当に本当に持ってきやがったのか？

　宮下の殺さつ意いの導火線に火がつけられそうになる。

　しかし慌あわてて首を振った。

　待て、こんなん近所の下着屋で買ってきたバッタモンかもしれん。

　宮下は確かめることにした。

　下着を鼻に押しつけて思い切り息を吸い込む。

　洗剤の香かおりに隠かくれてかすかに臭におってくるのは間違いない倉地の香り。

　西にし尾おが思っていたよりも、宮下は超人だったのだ。

「本物だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　絶望的な表情で宮下はそう吐はき出した。

「そりゃ本物だってば。でさ、約束は守ってくれ」

　森写歩朗は表情を硬こう直ちよくさせた。

　宮下が枕まくらの下からナイフを取り出したからだった。

　殺意の導火線に火がつけられたと気が付いたのはダイナマイトが爆発してからだった。

「殺す！」

　目の前でこんなん言われたら、逃げるしかない。

「なんでこうなるんだぁぁぁ！」

　森写歩朗は逃亡者となった。




　ただでさえジルの身が危ぶまれているというのに、どうしてこんなところで宮下に追われなければならないんだろう。

　最初はクラレンスという吸きゆう血けつ鬼きに追いかけられ。

　次はピーマンのモンドーに追いかけられ。

　今回は宮下に追いかけられる。

　厄やく年どしか？

　ついつい自問してみるが答えは出なかった。

「言う通りにしたのにい」

　決死の覚かく悟ごで下着も盗ぬすんで来た、タクシーに二千円も払った、トナカイさんで絵本も読んだ。

　苦労を乗り越えてたどり着いたところがこことは………馬ば鹿からしくて涙も出ない。

「待ちやがれぇぇ」

　背はい後ごから逆ぎやく上じようした宮みや下したの声が響く。それでも逃げ足は森しん写じや歩ぶ朗ろうの方が多少早くまだ生き延びる可能性はあった。

　可能性はあったのだが。

　なんだか先程から階段ばかり登っているような気がする。

　息を切らし森写歩朗は思った。

　階段ばっかり登ったら、行き着く所はあそこしかないじゃん。

　その不安は、最後に薄汚れた鉄の扉とびらを開いた瞬しゆん間かん、的中した。

　十二月の木こ枯がらしが吹きすさぶ。

　屋上だった。

　ただの屋上じゃない。

　一歩間違えば人生の終着駅となる屋上なのだ。

　ああ。

　森写歩朗は膝ひざをつくと両手を合わせて祈った。

「神様仏様。お月様、お星様。どうかこの可哀かわい想そうな僕を救ってください」

　皆薄はく情じようだった。

　森写歩朗は排気用のダクトが突き出ている一角を見つけて身を隠かくすために飛び込んだ。

　そこで意い外がいな人物と出会ったのだった。

　サンタクロースである。

　えらく可愛かわいらしいサンタクロースだった。

「ジル？」

「森写歩朗」

　二人は見つめ合った。

「なんでこんなとこに？」

「それは私が聞きたいわ」

「だって、宮下が入院してるのってこの病院なんだ」

「ここ病院だったの？」

　ジルは驚いた声を上げた。それから、

「ちょうどよかった。森写歩朗」

　ジルは急せき込んで言う。

「一回逃げられたんだけどちょっと前にまた見つかっちゃったの。今晩一晩逃げ切る自信ないわ。お願い大至急計画を遂すい行こうして」

「へ？」

「下着は渡したの」

「ああ」

「じゃあ、あと一時間。いや、あと三十分逃げ回ったらここに帰ってくるから。あそこから出てくるから」

　ジルは今いまし方がた森しん写じや歩ぶ朗ろうが飛び出してきた扉とびらを指さした。

「それまでに準備させといて。お願いもう限界なの」

　勝かつ手てに手を摑つかみ勝手にそう頼むとジルは体をびくつかせて虚こ空くうを睨にらみ付ける。

「いけない。きたわ」

　森写歩朗には何も見えない。

「三十分後、ここよ」

　ジルは飛び出していった。森写歩朗の制止も聞かず。

　森写歩朗は言えなかった。

　言う暇ひまがなかった。

　下着を渡すには渡したが、何な故ぜかその後宮みや下したから命を狙ねらわれる羽は目めになっていると。

　だから助けてと。

　救いのサンタクロースももういない。

　森写歩朗はハラハラと涙を流した。

「ここまでぇかぁ。森写歩朗」

　振り返ると奴やつがいた。

　この世で一番見たくない顔だ。

　思わず対抗してここまでだぁと叫びたくなる。

　宮下がナイフを振り上げる。

　森写歩朗は人生の終演を知った。

「止やめなさい！」

　凜りんとした声が森写歩朗を救った。

　脳味噌を貫つらぬき、運動神経を麻ま痺ひさせるようなその声。

　森写歩朗にとっては悪あく魔まの声。宮下にとっては女め神がみ様さまなのかもしれない。

「う……そだろ」

　森写歩朗は呆ぼう然ぜんとぼやいた。

　しかし明け放たれた扉から姿を現したのは………。

「倉くら地ちさんじゃないですかぁ！」

　宮みや下したの殺さつ意いのダイナマイトは一いつ瞬しゆんにして消滅した。

「もしかして俺おれのお見舞いに」

　そうとうおめでたい脳味噌を持っているらしい。

　倉地は駆かけ寄る宮下を無視すると固い表情のまま森しん写じや歩ぶ朗ろうへと歩み寄る。

　その後ろには申し訳なさそうに三みつ石いしがついてきていた。

　考えるまでもない。

　三石のお口のチャックが打ち切れたのだ。

　森写歩朗は再度死を予感した。

　自分を殺す人物が変わっただけなのだ。

「トーマス」

　倉地は森写歩郎を見下ろすようにして言った。

「私の下着………盗ぬすんだんだって？」

　誤ご魔ま化かせない。

　このえぐるような視線の中、誤魔化すなんてできない。

　森写歩朗は頷うなずいた。

　倉地の右手が握にぎられた。これからあの拳こぶしが飛んでくるのかと思うと恐きよう怖ふで歯がカタカタとなってしまう。

「ど～～～～して言ってくれなかったのよ！」

「……」

　予期せぬ倉地の言に森写歩朗は呆あつ気けにとられた顔で倉地を見上げた。

「一言言ってくれれば下着なんていくらでもあげたのに」

「へ？」

「ど～～してそういう面おも白しろいことに仲間外はずれにするのよ」

　それから倉地は拳を握り締めた。

「ジルちゃんの妹さんの趣味も分からないけど。この私が出てきたんだからもう安心。何がなんでもミラクルイチゴミルクな思い出を作ってあげるわ」

　盛り上がる倉地を前に森写歩朗は息を吐はき出した。

　助かったのだが……。

「先せん輩ぱい。アタシも協力します」

　これでいいのだろうか。

　ふとそんな疑問が過よぎった。




「大人おとなになれない～～～男に～～～なるなぁぁ～～～」

　その頃ころ、西にし尾おは四十八曲目の歌に喉のどを震ふるわせていた。

　皆どこにいっちまったんだろって素そ朴ぼくな疑問を小こ脇わきにかかえて。













　　第六章　ドッキンドッキ大作戦
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　ビルの隙すき間まをぬって逃げ回る影。

　子供が見れば大喜びしそうな光景だ。

　サンタクロースが、飛び回っているのだから。

「待ちなさいよ！」

「待てって言われて待つような奴やつはいないのよ！」

　ジルは振りかえると精神を集中させた。

　すぐ背はい後ごを追ってきていたサフィーが吹き飛ぶ。

　弾はじかれたサフィーはクルクルと回転すると近くのビル寸前で体を制止させた。

「子供をいじめていいと思ってるんでしゅか？　サフィーもう泣いちゃうでしゅ」

「な～～にが子供よ。妙みようなお子様言葉遣づかいなんてしちゃって。どういうつもりなのよ。私よりも年上のくせに」

「失礼ね。そんなに変わんないわよ！」

「じゃあ人間だったころ同時代にどんな有名な人がいたか言ってみなさいよ」

「う～～ん。レオナルド・ダビンチが絵書いてたかな？」

「レオナルドって…………」

　ジルは概がい算さんする。

「じゃあもう五百年くらい生きてるじゃない？」

「そんな難しいことわかんないでしゅ」

「前に聞いた時はまだ三百ぐらいって言ってたのに………姉さん二百近くもサバ読んでたのね」

　スケールが大きい話だ。

「うるさいわね。自分だってかなりの年寄りじゃない」

　サフィーの言葉にジルは一言一言区切るようにして言った。

「私はまだ百八十！」

「……若い」

　もはやここまで来ると感覚が麻ま痺ひしてくる。

「姉さんの方が二倍以上も生きてるオバンなのよ！」

　ジルは吐はき捨てるようにそう叫ぶと方向を転換させる。

「オ、オバン」

　サフィーの唇くちびるの端はしがヒクヒクと動いた。

「言うにことかいてオバンなんて……」

　サフィーは飛び出した。

「アタシは永遠に七歳なのよ！」




「こりゃマズイわ」

　どうりでサフィーが強いわけだ。

　一般的に吸きゆう血けつ鬼きの力はその年齢に比例している。

　古くから吸血鬼やっていればいるほど、その力は比例的に上がっていくのだ。

　百八十年と五百年。この壁かべは大きいようでいてやっぱり大きい。

「いけない！　速度が落ちてきたわ」

　ジルはサンタクロースのポケットに手を突っ込むとパックに入った赤い液体を取り出した。

　愛用のストローを差し込んだ。

　トマトジュースでない。

　これこそ前回の戦いで最後の逆転ホームランを打たせた一物。

　パック入り血液である。

「献けん血けつ車しやを襲しゆう撃げきしてたっぷりくすねて来たけど………」

　ストローに口をつけると一いつ気きにすする。「まずうぅぅぅぅぅい」

　すこぶる味は悪い。四十前後の、しかも前日油っこいものを食べた男の血液だった。

「でもこれがなかったらとてもじゃないけど姉さんから逃げられないもんね」

　なんとか飲み干すとパックを捨てる。

　ゴミの不法投棄と怒おこらないで欲しい。命かけているのだ。

　吸収した血液で力を振り絞しぼりジルは速度を保った。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうとの約束の時間まであとわずか。

　サフィーは知らなかった。

　ジルがある場所を目指しているのに。

　ジルは飯いい波なみ市中央病院へと向かっていた。

　ドッキンドッキ大作戦の舞台へと誘ゆう導どうされているのにサフィーは気が付いていなかった。
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「準備はいい？」

　倉くら地ち隊長の毅き然ぜんとした声が響いた。

「はい！　隊員Ｎｏ・１、三みつ石いし秋あき子こ、音響設備のセッティング終了しました！」

　三石が直立不動の体勢を取るとそう叫ぶ。

「次、トーマス！」

　森写歩朗は苦にが虫むしをかみ潰つぶしたような顔で苦笑した。

「あのさぁ、別に手伝ってくれなくてもいいんだけどさ」

「何言ってるのよ。他人ならともかく、ジルちゃんの妹なのよ」

「世の中、助け合いなんですよ。花はな丸まる先せん輩ぱい」

「…………僕にはただ面おも白しろそうだから首突っ込んでるようにしか見えないんだが…」

　図ず星ぼしだった。

　二人はちょっと怯ひるんだ。

「何よトーマス。せっかく協力して上げてるのにさっきから不ふ機き嫌げんじゃない。何か文もん句くでもあるの」

　誤ご魔ま化かすために倉地が凄すごんだ。

「分かってます。先輩の気持ちは」

　三石が近寄ると森写歩朗の肩をポンポンと叩たたく。

「私に隊員ナンバー１を取られたのが悔くやしいんですね。かまいませんよ。アタシが２ツーでも」

「違ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁう！」

「とにかく、トーマス。そっちの準備は出来たの」

「まあ、一いち応おう」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはパンパンと手を二回叩たたいた。

　貯ちよ水すい塔とうの壁かべからステップを踏ふむ宮みや下したが現れた。

　どこから持ってきたのか、白いタキシードを着用し、そして手には花束。

　髪かみの毛をポマードで無む理り矢や理り立たせて、そしてマジックでちょび髭ひげを書いている。

　あの時の絵と全く同じである。

　キュウリが二本だった。

「お待たせしました。倉くら地ちさん」

　宮下は鼻にかかったような声でそういうと一番自信のある角度で倉地を見つめた。

「う～～～ん」

　三人、腕を組む。

　そして同時に呟つぶやいた。

「一体、どこが気に入ったんだろうか」

　そんなぼやきも宮下は聞いていなかった。

「本ほん意いではないけれども、倉地さんからの直じき々じきのお願いとあれば断れません。俺おれはその娘さんに一晩の甘あまい夢を与えてやればいいんですね」

「甘い夢って言うかさ、とにかくドキドキさせて欲しいんだ」

　森写歩朗が口を挟はさむが宮下の瞳ひとみには倉地しか映っていない。倉地の声にしか鼓こ膜まくを震ふるわせていない。

「ドキドキさせて欲しいんだって」

　倉地が仕方なく代だい弁べんする。

「任せてください。男、宮下政まさ則のり、この命に代えても……」

　宮下は盛り上がっていた。

　これでもかってくらいに。

「で、トーマス。ジルちゃんとその入院している妹さんはいつここに来るの？」

「そろそろ来るはずだよ」

　森写歩朗はそう答えてから腕時計に目を落とした。

　あれから三十分、確かにいつ来てもおかしくない。

「よし、それじゃ行くわよ」

　倉地のきびきびした指示で皆貯水塔の陰かげに隠かくれる。

　隙すき間まから覗のぞき見るようにして扉とびらに目を向ける。

「さあ、いつでもやってきなさいよ」

　倉地、三みつ石いし、さも楽しそうに目をらんらんと輝かせている。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは心中で断言した。

　こいつら絶対、面おも白しろくて首突っ込んでるんだって。

　頼みの綱の宮みや下したは背はい後ごで倉地の髪かみにクンクンと鼻を鳴らして恍こう惚こつとしている。

　綱はいつ断ち切れてもおかしくなさそうだった。

　森写歩朗は祈った。

　ドッキンドッキ大作戦が成功することを。

　森写歩朗の頭にモンドーの言葉が浮かび上がる。

　あの日、受話器越しに聞いたカタカナの日本語だ。

『心臓ヘノ接続ガ弱イラシイノデス。心臓ガアル一定以上ノ激シイ鼓こ動どうヲシタナラバ簡単ニ外はずレテシマウソウナンデス。イッタン外レテシマエバアトハ吸きゆう血けつ鬼きノ回復能力デ体外へ排出。ドキドキサセテクダサイ。ドキドキサセルダケデイインデス』

　サフィーの好みの絵の男と酷こく似じした宮下によるアプローチ。

　それによってサフィーの心臓が普ふ段だんの臨りん界かい点てんを超えてドキドキする。

　最後に心臓の爆弾が外れてめでたしめでたし。

『倉地さんの下着獲かく得とく大作戦』よりは練ねり込こまれていたがそれでも単純な作戦だった。

『ドッキンドッキ大作戦』

　うまくいくんだろうか。

　かなり不安だった。




　最後の血液のパックを捨てたジルは一いつ気きに高度を下げた。

　後ろにサフィーの気け配はいを感じる。かなり追い上げられている。

　無む謀ぼうとも思えるスピードでジルは目の前の建物に突っ込んで行く。

　直前まで来た窓ガラスに力を注ぎ込んだ。

　窓ガラスが粉々に砕くだけ散る。ジルはぽっかりと口を開けた窓に飛び込んだ。

　目指すは階段、上へのぼる階段。

　暗い階段が見える、ジルは飛び続けた。

　病院特有の薬品臭くさい香かおりが鼻を刺激する。

　サフィーのことだ。ぴったりくっついてきているはずだ。

　屋上に到着するまでは、屋上に到着するまでは捕えられるわけにはいかない。




　トイレから出たカナちゃんは眠い目をこすりつつ自分の病室へと向かう。

　熱もすっかり引き、ともすれば自分が病気であるのも忘れそうだった。

　そんなカナちゃんの前をサンタクロースが通り過ぎていった。

　一いつ瞬しゆんだった。

　カナちゃんはお子様だった。

　だから危機感を感じる。

「サンタさんは眠ってないとプレゼントくれないんだ！」

　カナちゃんは急いで病室へと向かった。

　駆け足で走る中、カナちゃんは頭の中で呟つぶやいた。

　サンタさんはおじいさんだって絵本には書いてあったけど、本当のサンタさんってかわいいお姉さんだったのね。

　一つおりこうになったカナちゃんだった。




　もうすぐ！　もうすぐ！

　扉とびらが見える。屋上へと続く扉が。

　ジルは力を振り絞しぼった、再び精神を集中させる。

　重厚な扉が音をたてて開かれた。そしてその向こうに見えるのは間違いない。夜空だ。

　たどり着いた！

　ジルは屋上に躍おどり出ると、数メートルよろよろと歩き、そしてがっくりと膝ひざをついたのだった。

「へとへとなんでしょ」

　後ろから声が響いた。

「いい加か減げん観かん念ねんしなさいよ」

　サフィーがゆっくりと歩きつつジルの背はい後ごに立つ。

「コニー。あなたにしてはよくがんばったわね」

　サフィーはマントの内ポケットに手を滑すべり込ませる。

「今、楽にしてあげるわ」

　そして銀色の杭くいのようなものを取り出した。

　その時だった。

　チャララリラ～～～チャララリラ～～～～。

　恋の曲が流れた。

　恋の曲が、いずこからか流れ出した。

　サフィーは引き出した手をもとに戻すと曲が流れた方向へ不ふ審しんそうな目を向けた。

　人影が見えた。

「誰だれ？」

　サフィーの、お子様だが大人おとなの雰ふん囲い気きを持つ声が静かに発せられた。

　返事の代わりに返ってきたのは、反へ吐どが出そうになる程の気き障ざったらしい声だった。

　ウシガエルがネクタイをしめたような声なのだ。

「桜は春の調べとともに咲き乱れ、そしてはかなく散って行く。だが君の美しさは散ることがない」

　人影がゆっくりと歩み出る。貯ちよ水すい塔とうの陰かげを抜けて男の全容が現れた。

　似合ってない白いタキシード。似合ってない花束。ここまで来たら言うのもつらいけどやっぱり似合ってない髪かみ型がた。それと台詞せりふ。

　ジルは一いつ瞬しゆんで絶望を感じた。

　これでときめける人ってのは、そうはいないだろう。

　暗あん澹たんたる気分のまま横目でサフィーをチラリ見る。

「……………」

　サフィーは目を丸くして口をパクパクさせていた。

　こんなことってあるのって表情だった。

　うまくいってるじゃないのぉぉおおおお!!

　信じられないって表情でジルは感涙した。

「君を一目見た時から、俺おれの心は君が奪うばった。君はルパンさ。一瞬で俺の心を奪いやがった。可か憐れんで清純で、純真で、そして気品ある恋こい泥どろ棒ぼうさ」




　舞台裏の二人は笑うのを勘こらえるのに苦労していた。

「プッ」

「駄だ目め、三みつ石いしちゃん。笑ったら、とってもいい場面が。ププ」

「でも、倉くら地ち先せん輩ぱい。これで笑うなって言われてもアタシもう」

　耐たえる三石の耳にその核兵器は容よう赦しやなく飛び込む。

「そして俺は君に大切なものを奪われた、かわいそうな市民の一人さ」

「駄目！　プップ！」

「クククク」

「倉地先輩だって……プップ」

「駄目、つぼに入ったらしい」

「クククお腹なか痛い」

　その場で笑いを堪えるために悶もん絶ぜつする二人。

　甲かん板ぱんに打ち上げられたマグロのように七しち転てん八ぱつ倒とうしている。

「堪えられない」

　倉地は三石の鼻と口を手で塞ふさいだ。

　三石も倉地の鼻と口を手で塞いだ。

　お互いに協力しあい、必死に笑いを堪える二人だった。

　この作戦の深刻さを熟じゆく知ちしている森しん写じや歩ぶ朗ろうとジルは笑う気にはなれなかった。

　ただ拳こぶしを握にぎり締めて見守っている。

　現在、状況としてはものすごくいけてるのだ。

　このテレビのゴールデンタイムで放送しただけで日本のお笑い界の新星として誕生しちゃいそうな宮みや下したを前にして……。

　サフィーは感動の眼まな差ざしを向けているのだ。
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　これは理解出来ない状況だがめちゃくちゃいけている。めちゃくちゃ良好なのだ。

「返してくれとは言わないさ。たとえ君が送り返してくれても、僕はそれを受け取ることは出来ない。君に奪うばわれた心は永遠に取り返すことは出来ないのさ」

　宮下は花束からバラの一本を取り出すと香かおりを嗅かいでから胸のポケットに差し込む。

「今度は俺おれの番さ。俺が奪ってみせる。君がどんなに大金庫に鍵かぎかけようが、何万人の男達が君の心の周りでピラミッドを作っていたとしても、俺は小さな隙すき間まから君の心を奪ってみせる」

　ゆっくりと近寄った宮下は花束を投げ捨てた。

「今日が何の日か知っているね。そうだよ。今日はクリスマスイブなんだよ。君が望むなら、俺はどんなことでも可能にするサンタクロースになれるんだ」

　宮下はさらに距離を縮ちぢめると片かた膝ひざをついた。

　そして、ほっそりとした手を取って言った。

「愛してる。腰こし骨ぼねが砕くだける程」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは啞あ然ぜんとした。

　笑いを押し殺すために鼻と口をお互いに塞ふさぎ合っていた倉くら地ちと三みつ石いし。

　そんな仲良し二人は仲良く酸さん欠けつで意識を失っていた。

　サフィーは相変わらず信じられないって顔で宮みや下したの顔を見つめていた。

　そして、ほっそりとした手の持ち主はつい叫んでしまったのだった。

「人違いです！」




　ジルの手を握にぎった宮下の制御は出来なかった。

　暴走を始めているのだ。

「人違いなんかじゃないぜ。君のハートをこれから盗ぬすみ出すのさ」

　エンジンが過剰運動しすぎてヒートしたらしい。

　肝かん心じんの冷却剤はまだ三石と一いつ緒しよにひっくりかえっている。

「だから、違うんです。その、私じゃなくて」

　小声で説明してサフィーを指さすが宮下は聞いていなかった。

　さらに迫せまってくるのだ。

　宮下の顔が近寄ってくる。ゆっくりと、ゆっくりと、ゆっくりと。

　このままでは、チューになってしまう。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ジルは宮下を思い切り突き飛ばした。

　いくら弱っているとはいっても夜中の吸きゆう血けつ鬼き。

「なんでやぁぁぁぁぁぁ」

　宮下はそう吐はき捨てながら貯ちよ水すい塔とうを越えて飛行する。

　このなんでやぁぁぁぁ、には、俺おれに一ひと目め惚ぼれをしてるって話はどうなってるんだぁぁぁって意味が込められている。

　ドシャァ！

　女の子二人の上に落下したような音が響いた。




「宮下。宮下」

　森写歩朗が小声で叫びつつ宮下を揺ゆり動かす。

「う～～～ん。倉地さん万ばん歳ざい！」

　宮下の瞳ひとみに浮かぶナルトを確認した森写歩朗は、一分や二分で起きてくれる状況でないことを理解した。

　どうすりゃいいんだ。

　頼みの綱はやはり切れてしまった。

　ぶっつりと。

　相談出来る人物も近くにはいない。三みつ石いしも倉くら地ちも仲良くおねんねしているのだ。

　絶望的という言葉は、こんなときに使われるべきなのだろう。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは考えた。

　何かこの場を、この場を乗り越える新たなる作戦を。

　うまくいっていたのだ。サフィーの瞳ひとみも普ふ段だんとは違っていた。あのまま宮みや下したがサフィーに迫せまってくれれば、心臓はドッキっとしたはずなのだ。あと一押しなのだ。一押し。

　たった一押し、小指でつつくだけでいいのだ。

　森写歩朗は覚かく悟ごを決めた。

　その一押し、通称、飯いい波なみ高校のペンペン草、自称、前まえ原はら町のペンペン草。この花はな丸まる森写歩朗が、その一押しをしてやろうではないか。

　覚悟を決めた森写歩朗は宮下の脇わきにしゃがみこむと素す早ばやく服を脱がす作業に入った。




「今の男………」

　サフィーが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　そしてゆらりと足を踏ふみ出す。

　その瞳は大きく見開かれ、方向は宮下が飛んでいった貯ちよ水すい塔とうの方向だった。

「姉さん」

　ジルの制止も聞かず、サフィーはゆっくりと歩き続けた。

　ジルはオロオロした。

　神経質そうに爪つめを嚙かみ息を荒くする。

　町中なら絶対に挙きよ動どう不ふ審しんで職務質問されるレベルだ。

　このままサフィーが貯水塔の裏へ向かえば、裏に隠かくれている森写歩朗、その他のオマケが見つかってしまう。

　作戦は失敗。

　これが箸はしにも棒ぼうにもかからない失敗だったらまだ諦あきらめがつくのだが、一時は成功を障しよう子じの向こうに見た失敗なのだ。

　納なつ得とく出来るわけがない！　いや納得してたまるか！

「姉さん！」

　ジルは腹に力を込めた声で叫んだ。

「何よ」

　不ふ機き嫌げんそうに足を止めて振り返るサフィー。

「………」

　ジルは言葉に詰まった。

　一時の足止めには成功したが総合的に見れば意味がなかった。

　ジルは絶望という言葉を知った。

　絶望という漢字は難しくて書けなかったけど。

　そんな絶望で覆おおわれたジルの瞳ひとみに飛び込んだのは白いタキシードの男だった。

　こちらを向いているサフィーの背はい後ごから静かに歩み寄る男。

　白いタキシードを着用してはいるがそれは宮みや下したではなかった。

　森しん写じや歩ぶ朗ろう……！

　森写歩朗はサフィーを背後から優やさしく、抱きしめたのだった。

　最後の一押しのために……。




　サフィーの体が一いつ瞬しゆんピクリと動いたのが感じられた。

　そして、大きく息を吐はき出されるのも。

　最後の一押し。

　森写歩朗は頭の中でそう強く叫ぶと、さらに力を込めてサフィーを抱きしめた。

　サフィーからは自分は見えない。見えているのは白いタキシードの袖そでと、手のみ。

　長時間は無む理りだろう。だが少しの時間くらいは宮下と錯さつ覚かくするはずだ。はずに違いない。

　ドッキっとすれば、爆弾が飛び出る。

　ドッキっとすれば………。

　おかしい。

　森写歩朗は目でジルに合あい図ずした。

　察さつしの早いジルは森写歩朗の困こん惑わく気ぎ味みな表情を読み取る。

　ジルは目で答えた。

　もう一息よ！　姉さんの表情普通じゃないもの。きっとドッキっとする瞬間なのよ。もう少し力を込めて抱きしめて！　それで決まるはずよ。

　察しの悪い森写歩朗はジルの目の合図を全く解せなかった。

　もうすこし強く。強く。

　ジルが抱きしめるポーズを決める。

　そこでやっと理解した森写歩朗はさらに力を込めてサフィーを抱きしめた。

　少し待った。

　待ったがドッキの鼓こ動どうが感じられない。

　ジル？　どうしよう？

　森写歩朗の目の合図にジルは表情を固くしつつも最終手段を指示したのだった。

　目を閉じ、軽く唇くちびるを突き出してみせる。

　さすがの森しん写じや歩ぶ朗ろうでもジルが何をしろと言っているのか理解出来る。

　いいのか？

　いいの！

　何か怒おこってないか？

　いいったらいいの！　さっさとやってよ。いつばれるか分からないんだからさ！

　神かみ業わざ的てきに目で会話し合った後、森写歩朗はゴクリと唾つばを飲むと、唇くちびるを嘗なめた。

　そしてそれをサフィーの頰ほおへと近寄らせた。




　サフィーの視し界かいの手。

　自分を抱きかかえている男の手。

　その男の指に、小さな歯形が確認される。

　サフィーは鼻を鳴らした。

　そして怒いかりのまじった声で言う。

「お兄ちゃん」

　それから軽く目を閉じると力を放出した。

「ちっちゃい子にこういうことすると、警察に捕まっちゃうんでしゅよ」




「ちっちゃい子にこういうことすると、警察に捕まっちゃうんでしゅよ」

　ばれたかぁぁぁぁ。

　って森写歩朗が舌した打うちするよりも早くその体は後ろの貯ちよ水すい塔とうに叩たたき付けられていた。

　サフィーは肩越しに振り返ると森写歩朗を一いち瞥べつした。

「正直しばらくは騙だまされてたわ。あんたにしてはよくやったわね」

「なんで？　しばらく騙されてたなら、どうして」

　森写歩朗はヨロヨロと立ち上がると不ふ条じよう理りだぜって声で喚わめいた。

「なんでドッキっとしないんだよ！」

「ドッキ？」

「そうよ」

　がっくりと膝ひざをついたジルも換いた。

「どうしてドキドキしないのよ。どうしてときめかないのよ」

　慨がい嘆たんする二人の間でサフィーはきょとんとした顔で立っていた。

「あんた達、何言ってるのよ」

　それから憤ふん慨がいしたように言う。

「なんで父親と同じ顔した男にときめかなくちゃいけないのよ」

　今度はキョトンとするのは両側だった。

「父親？　だってパパは」

「パパのこと言ってるんじゃないわよ」

　ジル、サフィーがパパと呼ぶ人物、それは彼女達に吸きゆう血けつ因いん子しを注入した老齢吸血鬼なのだ。

　とすると………。

「じゃあ、あの、肖像画って、あの無名画家って」

「アタシの父親よ。本当のね」

「…………」

「…………」

　ジルと森しん写じや歩ぶ朗ろう、点目で呆ぼう然ぜんである。

「もう記憶もおぼろげにしかないけどね。売れない画家で、最後に小さなキャンバスに自画像を描いてた」

「僕の苦労はなんだったんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　脱力感の肉体侵しん略りやくに抵抗するのは不可能だった。

　ジルも右に同じだった。

「なんか分からない余よ興きようはこれまでってことね」

　サフィーの目つきが変わる。鋭するどく、そして冷たく。

　呆然とするジルはその変化に気が付かなかった。

「逃げろ！　ジル！」

　森写歩朗の罵ば声せいが飛ぶ。

　そこで気が付いたジルはサフィーが自分に向ける殺さつ意いに気が付いた。

　本能的危機も感じて飛び立とうとするが………ジルはすっかり忘れていた。

　長時間の鬼オニごっこで体力をすっかり失っていることを。

　フラフラと飛び立ったジルなどサフィーの敵ではなかった。

「甘あまいわね」

　ジルの足が小さな手で摑つかまれる。

　そしてそのまま屋上のコンクリートに叩たたき付けられたのだった。

　体がバラバラになるかと錯さつ覚かくする痛みが全身をリレーした。

　バトンを渡した痛みは問答無用に駆け巡めぐる。

「さっきので力を使い果たしたんでしょ。まあ、百八十年の実力でよくここまで逃げまわれたと感心してるわ。でもそれもここまで」

　空中で浮遊しながらサフィーはそういうとフワリとジルの上に着地した。

「止やめろぉぉぉ」

　ここで傍ぼう観かんしていたら男じゃない。

　森写歩朗は勇ゆう猛もう果か敢かんにサフィーに飛びかかった。

　サフィーは森しん写じや歩ぶ朗ろうの方向を見もせず無む造ぞう作さに手を突き出す。

　勇ゆう猛もう果か敢かんに飛びかかった男、森写歩朗は再び貯ちよ水すい塔とうに叩たたき付けられた。

　しかもサフィーが力を緩ゆるめていないのだろう。塔の外がい壁へきに押しつけられたまま制止する。

　強力な圧力がかかっているのだ。

「ぐぬぬぬぬぬぬぬぬ」

　ジルとの最初の出会いのときよりは幾いく分ぶんマシだが、動けないのに変わりない。

「こっちが済すむまで大人おとなしくしてなさい」

　ほんの目と鼻の先でジルがサフィーに押さえられている。

　自分はみっともなく壁かべに押しつけられたまま身動き一つとれない。

　サフィーがマントの裏ポケットから銀色の杭くいのようなものを取り出したのが見えた。

　うわぁぁぁ何それ？　何に使うのぉぉぉぉぉ？

　それほど馬ば鹿かじゃない。

　杭があって、吸きゆう血けつ鬼きがいる。

　鶴ツルがいれば亀カメもいる。

　明らかである。

　ジルが命の危機ピンチにさらされているのに、僕はみっともない姿をさらしているだけなのか。

　森写歩朗は自じ虐ぎやく的てきに心中でそう毒どくついた。

　ちなみにそのみっともない姿はそれから数秒後、もっとみっともないものへと変化した。

　本人の名めい誉よのためあえて言わないがとりあえずヒントだけ出しておこう。

　サフィーがジルのサンタクーロスの衣装に手をかけてそのまま引き千ち切ぎったのだった。

　それによって森写歩朗の視し界かいに何が飛び込んできたのか………それさえ推理出来ればこの事件はそれほど難しいものではないのだよワトソン君。




　露あらわになったジルの左乳房の脇わき。

　ちょうど心臓があるであろう位置。

　そこにサフィーは杭の先端を押し当てた。

「姉さん」

　ジルはサフィーを見上げた。

「約束して」

「何を？」

「森写歩朗には手を出さないって。森写歩朗には危害をくわえないって」

「それはどうかしら？　上層部の連中はあなたに深く接せつ触しよくした人物についてはそれなりの対たい処しよを敢かん行こうするつもりみたいよ。それがどの程度のものなのかは知らないけど」

「そんな」

「そんなに心配ならね」

　サフィーは杭くいを持つ手にもう片方の手を乗せた。

　そしてジルに顔を近寄らせると、囁ささやくようにして言った。

「そんなに心配なら、あなた自身で守りなさい。こちらの世界に引き込むか、あなたが飽あきるまでの間ね」

　サフィーの腕に力が込められた。

　ジルの胸に、杭が静かに突き刺さった。

　月明りに照らされてエメラルドにもにた光を放つ液体が、飛び散った。
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「アラキ所長」

　スイスのジュネーブ。表向きは特殊病原菌対策調査室。しかしその中身は吸きゆう血けつ鬼き狩がりのブラックウイナー。

　所長室に入って来た男は中央の椅い子すにふんぞりかえる老人にそう声をかけた。

　青白い老人は振り返った。

「え～と君は確か………」

「はい、本日付けで特殊病原菌対策調査室部長秘ひ書しよになりました、ゴンザレスと言います」

　男は直立不動の体勢をとった。

「ゴンザレス君。君はこの部ぶ署しよの仕事の内容は知っているはずだね」

「はい。承しよう知ちしております」

「その重要性、我々の使命、十分理解してここに来たはずだ」

「はい」

「よろしい」

　アラキは息を吐はき出した。

「前の秘書にはそこのところがよく分かっていなかったようなのだ。よろしく頼むよ。ゴンザレス君」

「こちらこそよろしくお願いします。それから通信室からの報告です。ジーの死亡が確認されたそうです」

「やったか………」

　アラキは満足気に息を吐き出した。

「良かったですね。所長。これで世界が少し平和になります」

「ゴンザレス君、とりあえず今日のところは所内の見学でもしていなさい。本格的な仕事は明あ日すからだ」

「失礼します」

　ゴンザレスは一礼すると出ていった。

「ジルコニアが死んだか」

　含ふくみ笑いを浮かべながらアラキは机の脇わきのレバーに軽く触ふれた。

　机の一部分が開き金属の箱のようなものが現れる。

　そこにはプラスチックカバーに入った赤いボタンがあった。

「あいつは何を考えているのか分からん。わしらが気が付かないだけで何かを企んでいるかもしれない。たとえ胸のカプセルで拘こう束そくしてあるとはいえ危険な存在には変わりない」

　プラスチックのカバーを開く。

「スイッチを押させてもらうことにするよ。サファイア君」

　アラキはサディスティックな笑みを浮かべた。

「赤毛の死しに神がみに死を」

　プルルルプルルルル。

　電話が鳴った。

　下ろしかけた手を止めたアラキは興きようざめしたように不ふ機き嫌げんな表情を見せる。

「もしもし」

『あ～こちら、町で食堂やってるもんなんだけどね』

　受話器からは野太い声が響いた。

『おたくの所員がたまっている食事代を全ぜん然ぜん払ってくれないんだ。あんた所長さんだろ。偉えらいんだろ。なんとかしてくれよ。だいたい最近の若いものはね』

　赤毛の死神の死期は今しばらく延びそうだった。
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　それは奇き妙みような行動だった。

　鼻から二本の赤い筋を垂たらしながら、森しん写じや歩ぶ朗ろうは一部始し終じゆうを見つめていた。

　杭くいを突き刺し、血液がほとばしった。だがサフィーは突き刺した杭をそのままの状態でゆっくりと三秒数えた後、その杭を素す早ばやく引き抜くと素早く投げ捨てたのだった。

　プシュゥゥゥゥゥ。

　杭の先端の微び細さいな穴から蒸気のようなものが噴ふき出すのが確認された。

　そして杭は小さな破は裂れつ音おんを残して跡あと形かたもなく消し飛んだのだった。

「終わった」

　サフィーががっくりと膝ひざをつく、と同時に森写歩朗の拘こう束そくも跡形もなく消えたのだった。

「ジルゥゥゥゥ」

　森写歩朗はジルに近寄った。

　血液の臭においが立ち込める。人間のそれとの違いを判別することは森写歩朗には不可能だった。

「安心しなさい。コニーは死んでないわ」

　サフィーは森しん写じや歩ぶ朗ろうを見ようともせずそう呟つぶやいた。

「そしてもうコニーを狙ねらう人物はいない。ひっそりと暮くらすんならね」

「どういうことなんだ？」

　サフィーは首だけをこちらに向けた。

　そこにはジルを追い回していた冷たい光はなかった。

　安あん堵どした、少女の表情だった。

「コニーはね。データーを取られていたのよ。一月程前に送り込まれた奴やつに」

　森写歩朗の頭に最後は海水でショートしてしまった情けないロボ、マイブが浮かんだ。

「あの杭くいはただの杭じゃないわ。先端にセンサーが取り付けられている。そしてコニーの血液情報がインプットされている。センサーが心臓へ達した時点で反応する。そして回復力抑制剤、聖せい水すいが噴ふん出しゆつされ、最後はちゅどぉぉぉぉん」

　サフィーは拳こぶしを開いた。

「そして、その情報は本部にも送られている。言い換えればあいつらはこれでコニーが死亡したと確認するはずよ」

　森写歩朗は聞いていなかった。

「ジル」

　抱きかかえたジルの胸の傷からはドクドクと血液が流れだしいっこうに止まる気け配はいを見せないのだ。

「心配しなくてもいいって言ったでしょ」

　サフィーが立ち上がるとこちらへ近寄ってくる。

「夜のコニーならなんとかいやすことが出来るから……………」

　サフィーはジルの傷口を見下ろして……ポツリと呟いた。

「心配した方がいいかも」

「ど～してなんだよ。止まらないぞ。血が」

「見せて」

　サフィーはジルの脇わきに屈かがみこんで傷口に鼻を近寄らせた。

「聖水が少し注入されてる」

「つまり、どういうことなんだ？」

「つまり、傷の直りが遅おそいってこと」

「だから、どういうことなんだ？」

「傷の直りが遅いのよ」

「で、どうなるの」

「このままだとアウトってことよ」

「どっひぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　あまりのショックに貧ひん血けつを起こす森しん写じや歩ぶ朗ろう。

　サフィーは立ち上がった。

「血よ。大量の血が必要だわ。大至急」

　森写歩朗は青ざめた顔を強こわばらせた。

　こういう時は逃げるか隠かくれる、もしくはその場から姿を消すってのがいつもの彼の行動だった。

　しかし腕の中のジルは危険信号ピコンピコン。

　ここで、ここで逃げたら、僕は生きている資格などない！

　僕の血液でジルが助かるならば、ジルが助かるならば。

　森写歩朗は目をつむると脳味噌のキャンバスに大きく筆で男という文字を書いた。

　そこで勇気を持った森写歩朗、カッと目を開くとその視線を禁断の場所へと向ける。

　今まであえて目を向けなかった部分だ。森写歩朗の瞳ひとみにダブルス君が写った。

　小振りだが形よいダブルス君………だが……傷口が痛々しく赤い血液に染まっている。

　駄だ目めだった。

　いつもならぶっしゃああと赤いシャワーがほとばしるはずなのに、この傷口や血液が邪じや魔まして脳味噌が灼しやく熱ねつするという状況にならない。

「んなんで興奮なんか出来ないよぉぉぉぉぉ？」

　森写歩朗は喚わめいた。

　サフィーは森写歩朗の行動を一部始し終じゆうを見つめて彼が今何をしようとしているのか理解したのだろう。

　迷まよわず自分の服に手をかける。

「サフィー。言っとくが君のじゃこないからな。僕はロリコンじゃないんだから」

　サフィーは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらしてから何かを思い出したかのようにポンと手を叩たたいた。

「がんばれ。イメージだ。イメージ」

　森写歩朗は出来る限りの想像力をつかって、Ｈな光景を思い浮かべる。思い浮かべるのだが、やはり想像だけで鼻の粘膜がぶち破れるほどのエネルギーを発生させるのは不可能に近い。

「あぁぁぁぁぁぁぁ」

　やぱり無む理りだった。

　慨がい嘆たんしつつも再度妄もう想そうに全力を傾ける。

「花はな丸まるボーイ」

「ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ」

「花丸ボーイ！」

「ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ」

「こっち見ろって言ってんのよ！」

　サフィーの言葉に森しん写じや歩ぶ朗ろうは首を動かした。

「うるさい！　今忙いそがしいんだよ！」

　森写歩朗は絶ぜつ句くした。

　少し離れたところに浮遊するサフィーの隣となりには倉くら地ちが突っ立っていたからである。

　うつろな目つきで虚こ空くうを見つめて。

　催さい眠みん術じゆつでもかけられているのだろう。

「とりあえずあっちで見つけた二人のうち、いい体してる方を連れてきたんだけどさ」

　森写歩朗は顔面を引きつらせた。

「これならいけるんじゃないの」

　サフィーの小さな手が倉地の服の胸元にかけられる。

　ただの小さな手じゃない。

　倉地の服などブラジャーごと引き千ち切ぎることが出来る小さな手なのだ。

　森写歩朗の予想通りの展開となった。

　そのダイナマイツに森写歩朗の脳味噌は無事灼しやく熱ねつし、マグマは噴ふん火かしたのだった。




「ったく。ぐちぐちぐちぐちと文もん句くをたれおって。近いうちにあそこの店にサルモネラ菌をばらまいてやる。クク営業停止処分だ」

　ドクター・アラキは受話器を置いた。

「さて、気を取り直してポチっといってみましょうか」

　サディスティックな笑みとともにボタンに手を伸のばす。

「ボタンを押した直後にカプセルから聖せい水すいが噴ふん出しゆつ、耐たえ難い苦痛が終了した後に一いつ気きに爆発。ふふ、さよならだな」

　ドクター・アラキは右手を思い切り振り上げた。

「二度目の正直だ。赤毛の死しに神がみに死を」

「所長！」

　ゴンザレスが血けつ相そうを変えて突然飛び込んでくる。

「なんだ。今取り込み中なのに」

「取り込み中なんだじゃありません。今映像資料室を案内してもらったんですがなんなんですか！　あれは」

「あれ？」

「ＷＨＯによる殺人の場面が映っているじゃないですか！　小さな赤毛の女の子を機関銃で目め茶ちや苦く茶ちやにするシーンが」

　ドクター・アラキは頭痛を覚えた。

「赤毛の少女、それはサファイアのことか？」

「資料にはそう書かれてました。なんなんですかあれは？　ちゃんと説明してくれなければ私は警察に行きます」

「君は……仕事が何か知って来たのじゃないのか？　本部長から聞かされなかったのか？」

「特殊病原菌を撲ぼく滅めつすること」

「それは表向きだ。裏の話をしているのだ」

「とある企業が開発した生物兵器用ウイルスによってもたらされたバイオハザードを収拾すること」

　ドクター・アラキは頭をゴツンと机にぶつけた。

「一体どこからそんな発想が出てきたんだね？」

「もしかして、国際的暗あん殺さつ組織なのでは……」

　ドクター・アラキは内線を繫つないだ。

「すまんが一人つまみ出して欲しい奴やつがいるんだ」

　すぐに屈くつ強きような男達が現れて喚わめくゴンザレスを連れて出て行く。

「記憶処理してもとの部ぶ署しよに送り返せ。本部長の方へは私から連絡する」

　ドクター・アラキは受話器を持つと辟へき易えきしながら本部長のナンバーを押した。

　赤毛の死しに神がみの死期はまたまた延びそうだった。
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　森しん写じや歩ぶ朗ろうは病室で意識を取り戻した。

「起きた？」

　サフィーの声が響いた。

　見ると窓から外を見つめているサフィーの姿があった。

「ジルは？」

「ベッドで眠ってるよ。ぐっすりとね」

　森写歩朗が隣となりへと目を向ける。窓からの光に照らされるジルの寝顔があった。

「あんたの知り合いも一いち応おう連れてきておいたわ。あそこにおいとくと凍とう死しするから」

　部屋の隅すみに転ころがっているのは紛まぎれもない倉くら地ち、三みつ石いし、宮みや下しただった。

　幸い皆目をナルト目にしてくれている。

「あなたが起きるのを待ってたわ。コニーに伝えておいて欲しいの」

　サフィーは振り返った。

「これでブラックウイナーのデーターベースには吸きゆう血けつ鬼きジルコニア死亡と記されたはずよ。だからもうこの町に狩人かりうどがやってくることはない。ひっそりと暮くらすならばね」

　サフィーは窓ガラスを開けた。冷たい空気が吹き込んでくる。

「姉さん」

　サフィーの背中にか細い声がぶつかって弾はじけた。

「コニー。もう少し眠ってた方がいいよ。聖せい水すいの効力はけっこう強いんだから」

　ジルは必死に上半身を持ち上げる。

　はだけた胸には傷きず跡あとは残っていなかった。

　したがって脇わきの森しん写じや歩ぶ朗ろうは慌あわてて鼻を押さえた。

　これ以上出血すると冗じよう談だん抜きで出血多量が危ぶまれるからである。

「聞いてたわ」

「アタシから可愛かわいい妹への最後のクリスマスプレゼント。それが追われることのない生活よ」

　サフィーは開け放たれた窓に足をかける。

「どこ行くの姉さん？」

「静かな場所、誰だれもいない静かな場所よ。気持ちよく死ねる」

　サフィーが完全に窓の桟さんの上に立つ。

　小さなサフィーの体だ。頭をぶつことはない。

「あのサディスティックなジジイがいつまでもアタシのスイッチを押さずにいるとは思わないし」

「姉さんの爆弾を外はずす方法があるのよ」

　ジルは動かない体を必死に乗り出して叫んだ。

　サフィーはゆっくりと振り向き、笑顔を向けた。

「死ぬのなんか恐こわくないの。これからまた一人でどこかへ行ってまた音のない生活をするくらいなら死んでしまうのも悪くないかもしれない。コニーだってあと五十年もすれば分かるはずだけどね」

「一いつ緒しよに住もうよ。一緒に楽しく暮くらせばいいじゃない。私と姉さんと森写歩朗で」

　僕も入ってるのか……。

　森写歩朗はため息を吐はき出した。

「ね、いいでしょ。いいと思わない」

　サフィーは泣き笑いのような表情で微笑ほほえんだ。




「よろしくお願いしますよ。本当に」

　ドクター・アラキは受話器を置いた。

「ったく。仕事の内容も分かっていないような奴やつを派は遣けんする奴の気がしれん」

　何を思ったのか立ち上がるアラキ。

「今度こそ、今度こそ行くぞ。誰にも邪じや魔まさせないからな」

　アラキは電話線を引っこ抜くとドアに鍵かぎをかけ、ウインドカーテンを下ろした。

　それから席へと戻る。

　気を取り直して目の前のボタンへと手を伸のばした。

「三度目の正直だ。三度目の正直だぞ」

　振り上げた拳こぶしを下ろす。

「赤き死しに神がみに今度こそ死を！」

　ボタンは力一いつ杯ぱい押された。




　サフィーの表情が強こわばる。

　右胸を押さえると苦しそうに息を吐はき出した。

「どうやら………早そう々そうとスイッチを押したみたいね」

「姉さん！」

　ジルが駆かけ寄ろうとするがその体は動かない。

「駄だ目めよ。もうどうしようもない」

　サフィーの体が危なっかしくよろめいた。

「コニー」

　サフィーは、最後に苦痛にゆがむ表情をなんとか笑顔へと作り替えると、静かに言った。

「メリークリスマス」

　サフィーの体がそのまま仰あお向むけに倒れて行く。受けとめる場所はない。

　八階の窓から、小さな体が投げ出された。




　心臓が破は裂れつするのと、墜つい落らくするのとどっちが早いかしらね。

　サフィーはふとそう思った。

　激痛はまだ治おさまらない。

　疲つかれたな。

　サフィーは力なく笑った。

　そのサフィーの目はまもなく開かれる。

　自分と同じように落下する男の影。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうだった。

　このまま放って置けば、間違いなく彼には死が待っている。

　サフィーは激痛の中、なんとか精神を集中させると自らのスピードを殺した。

　落下してくる森写歩朗を受けとめる……が、怒ど濤とうの波のように押し寄せる激痛に集中力はかき乱される。

　二人は抱き合うようにして落下してゆく。

　こいつなんで？

　よろめくサフィーを支えようと駆かけ寄ったはずみで落下したのか、それとも飛べないくせにサフィーを救おうと飛び出したのか、それは分からない。

『飛べないトナ』

　その単語がサフィーの脳のう裏りに浮かんだ、と同時に何な故ぜか脳味噌が灼しやく熱ねつしてゆくのも。

　先程とは全く違った痛みが胸に走った。




　情けない悲ひ鳴めいすらも出ない恐きよう怖ふのスカイダイビング。

　落下直前で二人の体は徐じよ々じよに減速し、そして着地したのだった。

　限りなく墜つい落らくに近い着地だったが、命に別状はなかった。

「いていていていててててて」

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはしこたま打ちつけた腰をさする。

　それから自分に覆おおい被かぶさるようにぐったりとするサフィーの肩を揺ゆさぶった。

「大丈夫か、サフィー」

　サフィーは胸の部分に手を当てたまま顔を上げた。

「出たの！」

　森写歩朗の顔を見つめて、信じられないといった顔でそう叫んだ。

「オナラ？」

　察さつしが悪い男である。

「出たのよ。出たのよ！」

　サフィーは森写歩朗のクビにかじり付いた。

「はは、そりゃ何か知らないけど、よかったよかった」

　いくら相手がお子様でも、なんとなくこっぱずかしいものを感じて森写歩朗はサフィーから体を離した。

「それより早くドキドキさせる方法を考えなくちゃいかん」

　腰をさすりつつ立ち上がる森写歩朗は足下に転ころがる銀色の物体に気が付いた。

「何だろ？」

　躊ちゆう躇ちよせず拾い上げる。なにやら小さなカプセルだった。

　手の中で転がして眺める。

「これ何だろ」

「早く投げ捨てて！」

「え？」

　サフィーが叫ぶが、お約束でやっぱ遅おそかった。

　チュド～～～～～～～ン。

　爆弾は爆発した。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうの手の中で………。

　病院が近くてよかった。













　　第七章　前原町の怪物トリオ







　前まえ原はら町には、三匹の怪かい物ぶつがいる。

　その内の二匹は吸きゆう血けつ鬼き、そしてもう一人は………。

「は～～～ぃ。トナ。お口、開けてくだしゃい。ご飯でしゅよ」

　お子様エプロンをつけたサフィーは楽しそうにミイラ男の口へと粥かゆを運ぶ。

「サフィーちゃん。その気持ちはありがたいんだけど、そこまでしてくれなくても」

「はい～～」

　それでも突きつけられたスプーンに口をつけなければそれは犯罪行為なのである。

　森しん写じや歩ぶ朗ろうは熱い粥を啜すすった。

　熱さが喉のどに染みる。

「どうでしゅか？　おいしいでしゅか？」

　顔を近寄らせるサフィーに森写歩朗はコクコクと頷うなずいた。

「ちょっと、姉さん」

　ジルが部屋へと飛び込んでくる。その手にはやはり粥かゆが。

「勝かつ手てにご飯あげないでよ。私の仕事なんだから」

「いいじゃない。誰だれがあげたって」

　僕は犬か？

　森しん写じや歩ぶ朗ろうはそう自問した。

　あのとき手の中で爆発した爆弾。小さいくせにけっこうな威い力りよくで、それでこんなことになってしまったのである。

　全身あちらこちらに火傷やけどし、あれから三日たったものの痛いた痒がゆくて仕方ないのだ。
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「姉さん。私は確かに一いつ緒しよに住んでもいいって言ったわ。でもね、森写歩朗の世話までやっていいとは言ってないわよ」

　だから僕はペットなのかい？

「お礼よ。細ささやかな。何か文もん句くあるの」

　それからサフィーは立ち上がった。

「それじゃアタシ、オレンジジュース持って来ますからね」

　部屋を出てゆくサフィー。

　ジルは不ふ機き嫌げんな表情で森写歩朗の脇わきに座っていた。

「しかし、よかったな。サフィーちゃんの爆弾が外はずれて。でもど～～して外れたんだろ」

　ジルがキッと森しん写じや歩ぶ朗ろうを睨にらみ付けた。

　この鈍どん感かん朝鮮人にん参じん！　って意味が込められている。

「森写歩朗、私どうしてもあなたに聞かなくちゃいけないんだけど」

「何？」

「その一。どうしてあのとき倉くら地ち嬢じようの胸がはだけていたのか？　その二、どうして姉さんは森写歩朗のことをトナって呼ぶのか」

「う～～ん」

「その一については大体予想はついてるわ。まあそのおかげで助かったんだから文もん句くは言わないけど。問題は次よ」

「二の問題については全く理解出来ません」

　森写歩朗はプルプルと首を振った。

「何な故ぜ僕がトナって呼ばれるのか、いっこうに記憶がございません」

「ふぅん」

　ジルは不ふ機き嫌げんそうにふくれながらも粥かゆのスプーンを突きつける。

「あの、僕お腹なかが一いつ杯ぱいなんだ」

「姉さんのは食べられて、私のは食べられないの」

　ここまで言われて、食べない奴やつは死刑である。

　森写歩朗は仕方なく粥を啜すすった。

「おう。森写歩朗。調子はどうだ？」

　扉ドアが開かれて辰たつ太た郎ろうがひょっこりと顔を出す。

「しかしお前も馬ば鹿かだな。焚たき火びをやってて火傷やけどするなんてな」

　辰太郎は呵か々かと笑った。

「辰太郎父しゃん」

　オレンジジュースを手にしたサフィーが辰太郎の足下をくぐるようにして姿を現す。

　お子様モード全開だ。

「サフィーちゃん。悪いね。森写歩朗の世話してもらってるみたいで」

「いいんでしゅ。トナはアタシを助けてくれたんでしゅ」

「ったく。幸せものだな。お前は」

　辰太郎はひやかすような視線を森写歩朗に投げかけてから、

「そうそう。でっかい小包が来たんだよ。お前宛あてに」

　確かに巨大な小包だった。父親が部屋の真中に置いていったのは。

「誰だれからだろ？」

　ジルが宛名を調べると……。

「イギリス。ミルカ・ベル・モンドー。ピーマンの人からよ」

「モンドーって、確か」

　考え込むサフィーにジルは言った。

「姉さん。後でゆっくり説明してあげるわ」

「とりあえず開けてみるか。悪いけど」

　右手を包帯でぐるぐる巻きにしている森しん写じや歩ぶ朗ろうに代わってジルが箱を開ける。

　緩かん衝しよう材ざいで一いつ杯ぱいの箱の中、一枚の紙切れがあった。

　ジルはそれを手に取ると読み上げた。

「手助ケニ行コウトシマシタガ運賃ガアリマセン。仕方ナイノデ秘密兵器ダケ送リマス。活用シテクダサイ」

　ご丁てい寧ねいにもモンドーの口調を真ま似ねている。

「秘密兵器？」

「この中にあるんだよ」

　森写歩朗は比較的無傷な左手を緩衝材の海の中に突っ込んだ。

「あったあった。何だろこれ？」

　思い切り引き上げる。

　緩衝材をまき散らしてそいつは現れた。

　三人点目である。

　それは等身大の着ぐるみだった。

　それはそれは立りつ派ぱな、マツタケの形をしていたのだった。










　　　あとがき




　自じ慢まんじゃないが僕は田舎いなか育ちだ。

　庭にタヌキとかハクビシンがのこのこやってくる田舎だ。

　田舎には当然山があり、祖父が秋になると山で遭そう難なんしてたくさんのキノコと一いつ緒しよに発見されるよ～～な環境だった。

　マツタケもあった。

　しか～～し！

　僕はマツタケが嫌きらいなのだ。

　キノコ全般がど～～～もダメなのだ。

　最悪はシイタケ。

　色、形、味、匂におい、オ～ラ、全すべてにおいて毒どくとしか言いようがない。

　特に裏側のあのヒダヒダがいやだ。

　僕は時々思う。

　もし世界中の食料が消滅して、シイタケだけが栽さい培ばい可能な状態になったら……。

　僕は餓が死しするしかないだろう。




『ドッキンドッキ大作戦』。

『シカゴホープ』を見ていて思いつきました。

　安直です。

　個人的にはあまりあっち系統の番組は好きじゃないんです。

　っていうか内臓を見るのが好きじゃない。

　それだからだろう、モツ鍋なべが嫌いなのは。

　ホルモン焼きも好きくないし。




　話は変わりますが、今年の十月で二十歳になりました。

　大人おとなの仲間入りです。

　これからは大人としての自覚を胸に、よりよい馬ば鹿かができるよう頑がん張ばりたいと思っています。




　なお、数名の方から、「僕の名前を使ってくれぇぇっ」という蛮ばん勇ゆう溢あふれるお手紙をいただきました。

　ついついお言葉に甘あまえて数名使わせていただきました。

　いい役、悪い役、まぁ様々な意見があるとは思いますが勘かん弁べんしてください。

　気に入らないからといってナイフ片手に押しかけてこないでくださいね。

　それじゃまた。




　最後に一言。

　宮下君ごめんなさい！





スイカとともに生きる阿智太郎
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月３日、長野県の秘境にて誕生。恐竜と妖怪と共に歩んだお子様時代を乗り越え、怒濤の高校演劇の世界に足を踏み入れて見事に踏み外す。１９９７年第４回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。シカゴ在住。しかし英語力の乏しさから地獄の苦しみを堪能中。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。『電撃コミックガオ！』誌上に「悠久幻想曲2nd Album」を掲載。ほかに『女神天国』（メディアワークス刊）がある。
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